
朝
鮮
に
お
け
る

「
近
代
児
童
文
学
」
の
始
ま
り

―

―

朝
鮮
児
童
文
学
と
巌
谷
小
波

そ
の
一金

成

妍

K
IM

S
u
n
g
-y
e
o
n

は
じ
め
に

近
代
社
会
の
黎
明
以
前
に
は
「
児
童
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
な
か
っ

た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
子
ど
も
期
」

の
出
現
を
、
資
本
主
義
社
会
が
形
成
さ
れ
る
十
七
世
紀
の
半
ば
と
定
め
、

近
代
的
家
族
制
度
の
成
立
と
軌
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
よ
う

に
、
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
「
大
人
」
に
対
応
す
る
「
小
さ
な
大
人
」
で
し

か
な
か
っ
た
存
在
が
、
新
た
に
「
可
愛
が
ら
れ

「
保
護
さ
れ
る
」
対
象

」

、「

」

と
し
て
解
釈
し
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
よ
う
に

児
童

と
い
う
概
念
は
近
代
社
会
の
成
立
過
程
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で
派
生
す

る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
で
こ
の
よ
う
な
「
児
童
」
に
対
す
る
認
識
が
形
成
さ

、

、

れ

児
童
解
放
と
と
も
に
児
童
文
学
が
主
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
二
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
日
韓
併
合
前
後
か
ら
流
れ
て
き
た
少

年
運
動
の
命
脈
の
な
か
で
、
少
年
か
ら
分
離
さ
れ
た
「
児
童
」
が
、
朝
鮮

で
産
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
に
起
こ
っ
た
少
年
運
動
の
動
き
は
、
日
本
統
治
下
に
置
か
れ
た
植

民
地
期
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
を
必
然
的
な
問
題
と
し
て

抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
児
童
文
学
の
定
着
経
緯
を
た
ど

る
た
め
に
、
朝
鮮
の
内
側
と
外
側
の
動
き
を
総
合
的
に
考
察
し
て
い
き
た

い
。
朝
鮮
内
部
の
「
児
童
解
放
」
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
ま
た
、
日
本
側

か
ら
の
「
児
童
教
化
」
の
動
き
だ
け
で
も
な
く
、
そ
の
二
つ
の
関
係
性
の

中
か
ら
朝
鮮
児
童
文
学
は
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
児
童
解
放
」
を
叫
ぶ
朝
鮮
に
対
し
て
、
日
本
は
い
か
な
る
対
応
策
を

導
入
し
た
の
か
。
児
童
文
学
に
お
け
る
日
韓
の
関
係
性
と
は
い
か
な
る
も

の
な
の
か
。
本
稿
で
は
、
朝
鮮
内
部
の
動
き
に
対
し
て
日
本
側
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
、
朝
鮮
で
行
な
っ
た
巌
谷
小
波
の
児
童
文

化
活
動
を
通
し
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
巌
谷
小
波
以
外
に
も
、
沖
野
岩
三

郎
、
北
原
白
秋
、
野
口
雨
情
、
渋
澤
青
花
、
久
留
島
武
彦
な
ど
の
日
本
児

童
文
学
界
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
著
名
人
が
朝
鮮
を
訪
問
し
て

い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
巌
谷
小
波
に
着
目
す
る
理
由
は
、
総
督
府
所
属

の
官
公
立
機
関
の
組
織
的
、
ま
た
積
極
的
な
支
援
関
係
に
よ
っ
て
、
二
〇

日
間
と
い
う
短
期
間
で
あ
り
な
が
ら
六
〇
回
も
の
口
演
が
企
画
さ
れ
、
六

万
人
以
上
の
聴
衆
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う
、
他
に
類
を
見
な
い
小
波
口
演

の
特
性
が
、
日
本
側
の
動
向
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

現
在
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
期
に
日
本
人
が
朝
鮮
で
行
な
っ
た
児

童
文
化
活
動
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
と
言
え
る
。
し
か
し
、
日
韓
児
童
文

学
の
関
係
性
に
注
目
し
た
先
行
研
究
は
少
な
い
と
は
い
え
、
一
九
六
〇
年

以
後
な
さ
れ
て
き
た
。
以
下
、
日
韓
児
童
文
学
の
関
係
性
を
論
じ
た
韓
国

の
先
行
研
究
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。



先
行
研
究
の
検
討
と
問
題
提
起

日
韓
児
童
文
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
論
文
の
初
出
は
、
一
九
六

二
年
一
一
月
の
『
児
童
文
学
』
第
二
輯
に
載
せ
ら
れ
た
尹
鼓
鐘
の
「
児
童

雑
誌
小
史
」
で
あ
る
。
尹
鼓
鐘
は
、
崔
南
善
の
『
少
年
』
を
「
我
が
国
の

児
童
雑
誌
の
嚆
矢
」
と
評
価
し

「
一
九
〇
八
年
に
崔
南
善
は
、
日
本
留

、

学
当
時
に
東
京
で
見
た
日
本
博
文
館
の
『
少
年
世
界
』
と
い
う
雑
誌
が
日

本
の
子
ど
も
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
を
見
て
『
少
年
』
を
発
刊

し
た

」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
オ
リ
ニ
』
に
つ
い
て
も

「
初
印
象

。

、

1

と
し
て
は
、
当
時
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
た
講
談
社
の
『
少
年
倶
楽
部
』

及
び
、
実
業
之
日
本
社
の
『
日
本
少
年
』
と
似
た
よ
う
な
編
集
体
制
を
も

っ
て
い
た
雑
誌
で
あ
っ
た

」

と
述
べ
、
初
期
に
お
け
る
朝
鮮
の
児
童

。
2

雑
誌
が
日
本
の
児
童
雑
誌
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九

六
九
年
に
趙
豊
衍
は

『

』
二
月
号
で

「
韓
国
の
児
童
文
学

、

、

횃
불

（
松
明
）

が
胎
動
期
以
来
一
番
影
響
を
多
く
受
け
た
日
本
児
童
文
学
界
の
流
れ
を
と

て
も
安
易
な
方
法
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
た

」

と
い
う
書
き
出
し
で

。
3

始
ま
る
「
児
童
文
学
の
韓
・
日
関
係
」
を
載
せ
て
い
る
。
同
稿
に
は
、
日

本
の
七
五
調
を
韓
国
で
導
入
し
た
こ
と
と
、
巌
谷
小
波
と
方
定
煥
の
「
二

人
の
小
波
」
が
、
同
時
代
に
一
人
は
日
本
で
、
も
う
一
人
は
韓
国
で
活
動

し
た
こ
と
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
趙
豊
衍
は

「
方
定
煥
が
巌
谷

、

小
波
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
軽
率
に
口
に
あ
げ
ら
れ
な
い
が
」

、「

、

と
い
う
よ
う
に
控
え
目
な
口
調
な
が
ら
も

時
代
的
に
巌
谷
小
波
は

4少
年
期
を
脱
し
青
年
期
に
あ
っ
た
方
定
煥
が
東
京
に
留
学
し
て
い
た
時

に
、
そ
こ
で
全
盛
を
成
し
た
大
家
の
境
地
に
い
た
の
で
あ
る

」

と
述

。
5

べ
、
方
定
煥
が
日
本
留
学
時
代
に
巌
谷
小
波
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を

暗
示
し
な
が
ら
文
章
を
収
め
て
い
る
。、『

』

『

』

一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は

児
童
文
学

や

횃
불

（

）

松
明

の
よ
う
な
児
童
文
学
批
評
専
門
誌
が
登
場
す
る
な
ど
、
韓
国
で
は
児
童
文

（

韓
国
児
童
文
学
の

学
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
る
。
し
か
し
、
韓
相
寿

「

教
育
的
機
能
研
究
」
檀
国
大
学
、
一
九
八
八
年
）

（

韓
国
現
代
児
童
文
学

や
崔
志
勲

『

論
』
児
童
文
芸
社
、
一
九
九
一
年

（

（

近
代
児
童

）

）
「

、
コ
ン
・
ボ
ク
ヨ
ン

권
복
연

ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

文
学
形
成
過
程
研
究
」
延
世
大
学
校
、
一
九
九
九
年
）

に

「
批
評
の
不
在
」
に
陥
っ
た
児
童
文
学
の
研
究
領
域
は
、
李
在
徹
に

、
よ
る
「
一
人
研
究
時
代
」
の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。

、『

』

、

李
在
徹
は

児
童
文
学
概
論

を
皮
切
り
に

（

、

）

文
運
堂

一
九
六
七
年

『

』

、『

』

児
童
文
学
の
理
解

韓
国
現
代
児
童
文
学
史

（

、

）

一
志
社

一
九
七
七
年

、『

』

、

（

、

）

（

、

）

一
志
社

一
九
七
八
年

文
運
堂

一
九
八
三
年

改
稿
版
児
童
文
学
概
論

『
児
童
文
学
の
理
論

『
韓
国
児
童
文
学
作
家

』

、

（
螢
雪
出
版
、
一
九
八
三
年
）

（
開
文
社
、
一
九
八
三
年

（
開
文
社
、
一
九
八
三

論

『
韓
国
児
童
文
学
研
究

』

、

』

）

『
韓
国
児
童
文
学
作
家
作
品
論

な
ど
を
出

年

（
端
文
堂
、
一
九
九
一
年
）

）
、

』

版
、
一
九
七
六
年
か
ら
は
『
児
童
文
学
評
論
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
日
韓

児
童
文
学
の
関
係
性
に
関
連
し
た
李
在
徹
の
研
究
に
は
、
一
九
九
〇
年
、

『
韓
国
児
童
文
学
研
究
』
の
創
刊
号
に
出
し
た
「
韓
日
児
童
文
学
の
比
較

研
究
（
一

」
が
あ
る

「
韓
日
間
の
児
童
文
学
に
関
す
る
比
較
研
究
は
皆

）

。

無
と
も
い
え
る
今
日
の
現
実
」

と
指
摘
す
る
李
在
徹
は
、
日
本
の
児
童

6

雑
誌
の
分
析
を
通
し
て
、
韓
国
の
児
童
文
学
作
家
た
ち
が
日
本
留
学
時
期

に
受
け
た
影
響
と
そ
の
当
時
の
日
本
児
童
文
学
雑
誌
に
表
わ
れ
た
韓
国
観



に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
ま
で
の
日

本
児
童
雑
誌
を
概
観
し
て
い
る
こ
の
論
文
で
、
李
在
徹
が
特
に
注
目
し
て

、

「

」

。

、

い
る
点
は

崔
南
善
や
方
定
煥
の

日
本
留
学

の
こ
と
で
あ
る

先
ず

彼
は
一
九
〇
〇
年
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
こ
の
時
期
の
文
学
分
野
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
近
代
文

学
初
期
の
重
要
な
文
人
で
あ
っ
た
崔
南
善
の
日
本
留
学
が
こ
の
時
期
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

」
。
7

さ
ら
に
氏
は

「
こ
の
当
時
の
崔
南
善
は
日
本
で
何
を
学
ん
で
来
た
か

、
」

。

、

、

と
い
う
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
る

ま
た

一
九
二
〇
年
に
つ
い
て
は

「
こ
の
時
期
の
韓
日
児
童
文
学
の
関
係
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
事
件
の

一
つ
は
、
方
定
煥
の
留
学
と
『
オ
リ
ニ
』
誌
の
創
刊
で
あ
る

」
と
評
し

。

て
い
る
。
日
本
留
学
を
通
し
て
方
定
煥
が
巌
谷
小
波
の
影
響
を
強
く
受
け

た
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
李
在
徹
は

「
方
定
煥
が
巌
谷
小
波
か

、

ら
受
け
た
影
響
は
、
彼
が
自
分
の
号
を
巌
谷
小
波
の
そ
れ
を
真
似
て
付
け

た
事
実
一
つ
と
っ
て
も
十
分
立
証
さ
れ
る
程
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る

」
と
断
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
児
童
雑
誌
『
少
年
世
界
』
が

。
日
韓
併
合
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
保
っ
た
か
を
、
巌
谷
小
波
の
文

章
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る

「
国
を
失
っ
た
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本

。

児
童
文
学
の
第
一
人
者

は
日
本
語
を
学
ぶ
こ

（
巌
谷
小
波
の
こ
と
―
筆
者
注
）

と
を
強
要
し
、
日
本
の
児
童
文
学
を
通
し
て
こ
そ
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う

。
」

。

、

独
断
を
堂
々
と
披
瀝
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る

結
論
と
し
て
は

8

「
韓
国
の
多
く
の
児
童
文
学
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
日
本
児
童

文
学
者
で
あ
る
巌
谷
小
波
の
韓
国
観
及
び
彼
の
児
童
文
学
観
か
ら
端
的
に

分
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
児
童
文
学
は
韓
国
児
童
文
学
に
否
定
的
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
い
う
点
は
看
過
で
き
な
い

」

と
論
じ
て
い
る
。

。
9

、

、

以
上
の
よ
う
に

現
在
ま
で
韓
国
の
児
童
文
学
に
お
け
る
巌
谷
小
波
は

（
方
定
煥
の
こ
と
―

「
日
本
に
渡
っ
て
児
童
文
学
を
研
究
し
た
六
堂
や
小
波

」

。

筆
者
注
）
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物

と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た

10

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
巌
谷
小
波
を
日
本
側
の
人
物
と
み
て
、
彼

と
韓
国
児
童
文
学
の
影
響
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
へ
の
留
学

生
が
、
日
本
で
彼
を
学
ん
だ
こ
と
の
一
点
に
の
み
視
点
を
置
い
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
影
響
」
の
内
実
も
詳
ら
か
に

。

『

』

は
さ
れ
て
い
な
い

安
京
植
の

小
波
方
定
煥
の
児
童
教
育
運
動
と
思
想

に
お
い
て
も
、
方
定
煥
の
日
本
留
学

は
、
日
本

（
学
志
社
、
一
九
九
九
年
）

11

児
童
文
学
の
「
受
容
」
の
入
口
と
し
て
の
意
味
合
い
で
述
べ
ら
れ
て
は
い

る
が
、
具
体
的
な
検
討
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る

。
12

日
本
帝
国
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
当
時
の
朝
鮮
の
状
況
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
児
童
文
学
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
必
然
的
に
多
角
的
な

視
点
が
要
求
さ
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
の
要
素
は
二
項
対

立
的
に
「
否
定
」
的
影
響
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し

て
本
稿
で
は
、
朝
鮮
児
童
文
学
が
日
本
と
朝
鮮
と
の
複
雑
な
関
係
の
中
で

定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
も
っ
て
論
を
進
め
た

い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
朝
鮮
人
留
学

生
が
果
た
し
た
役
割
と
彼
ら
が
も
つ
意
味
が
大
き
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
朝
鮮
か
ら
日
本
へ
渡
っ
た
留
学
生
に
よ
る
一
方
的
な
活
動

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
き
た
日
本
人
に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
も
共

に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
論
文
の
一
つ
に
、
大
竹
聖
美
の
『
近
代
韓
日
児
童



文
化
教
育
関
係
史
研
究

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
に

』（
二
〇
〇
二
年
）

お
い
て
大
竹
聖
美
は
、
今
ま
で
「
日
本
人
が
行
な
っ
た
植
民
地
教
育
・
児

童
文
学
文
化
に
関
す
る
論
文
は
な
か
っ
た
」

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
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「

、

因
と
し
て

児
童
文
化
領
域
は
第
一
に
研
究
資
料
の
保
存
状
態
が
劣
悪
で

整
理
さ
れ
た
資
料
が
な
か
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
一
八
九
五
年
か

ら
一
九
四
五
年
ま
で
を
研
究
範
囲
と
し
て
、
朝
鮮
で
行
な
わ
れ
た
日
本
人

の
活
動
、
そ
し
て
渡
日
韓
国
人
の
活
動
な
ど
を
論
じ
て
い
る
同
稿
に
は
、

巌
谷
小
波
の
朝
鮮
訪
問
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

。
し
か
し
、
巌

14

谷
小
波
の
朝
鮮
口
演
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は

小
波
の
自
伝
『
我
が
五
十
年
』
を
引
用
し
て
一
九
一
三
年
の
朝
鮮
口
演
を

紹
介
し

『
桃
太
郎
主
義
の
教
育
』
か
ら
小
波
の
朝
鮮
観
を
簡
略
に
説
明

、

す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

。
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
を
相
手
に
口
演

15

を
行
な
っ
た
の
か
、
何
の
目
的
で
企
画
さ
れ
、
ど
う
い
う
こ
と
を
「
聞
か

せ
た
」
の
か
、
ま
た
口
演
の
他
、
小
波
は
ど
う
い
う
活
動
を
朝
鮮
で
行
な

っ
た
の
か
、
何
一
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

巌
谷
小
波
が
口
演
旅
行
で
朝
鮮
を
訪
問
し
た
の
は
、
一
九
一
三
年
一
〇

月
、
一
九
二
三
年
七
月
、
一
九
三
〇
年
五
月
、
同
年
一
二
月
の
全
四
回
で

あ
っ
た
。
こ
の
中
で
本
稿
で
は
、
一
九
一
三
年
と
一
九
二
三
年
の
口
演
活

動
を
中
心
に
論
じ
て
い
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
一
三
年
と
一
九
二

三
年
と
い
う
時
期
の
も
つ
特
殊
性
に
あ
る
。

日
韓
併
合
を
記
念
す
る
『
少
年
世
界
』
誌
上
に
お
い
て
、
小
波
は
「
従

来
韓
国
の
小
国
民
と
呼
ば
れ
た

朝
鮮
の
少
年
諸
君

に
向
か
っ
て

僕

、

」

、「

等
わ
飽
く
ま
で
も
諸
君
と
共
に
、
新
空
気
を
吸
い
、
新
知
識
を
蓄
え
、
新

日
本
の
未
来
の
為
め
に
、
ま
す
々
福
利
を
謀
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
わ
第

一
に
、
相
互
の
意
思
の
疎
通
を
要
す
る
。
意
思
の
疎
通
を
謀
る
為
め
に
、

言
語
と
文
学
の
画
一
を
要
す
る

」

と
唱
え
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
一
三

。
16

年
に
至
っ
て
、
直
接
朝
鮮
半
島
に
足
を
運
び
、
口
演
童
話
を
試
み
た
。
小

波
の
初
口
演
が
行
な
わ
れ
た
一
九
一
三
年
、
朝
鮮
に
は
「
児
童
雑
誌
の
嚆

矢
」
と
い
わ
れ
る
『
赤
い
上
着
』
や
『
子
ど
も
の
読
み
物

『
セ
ッ
ピ
ョ

』
、

ル
』
と
い
う
雑
誌
が
崔
南
善
に
よ
っ
て
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
児
童
文
学
が
芽
生
え
始
め
た
時
期
に
、
小
波
の
初
口
演
も
実
現

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
口
演
に
つ
い
て
小
波
は
、
言
語
問
題
に
お
い
て
は

別
に
差
支
え
な
く
「
成
功
」
を
収
め
た
が

「
折
角
話
を
し
て
も
少
し
も

、

反
響
が
な
か
つ
た
」

と
い
う
印
象
を
述
べ
て
い
る
。
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そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
経
っ
た
一
九
二
三
年
の
六
月
、
小
波
は
本
格
的
な

。

、

口
演
旅
行
を
掲
げ
て
再
び
朝
鮮
半
島
に
渡
っ
た

一
九
二
三
年
の
朝
鮮
は

児
童
解
放
論

が
主
張
さ
れ
て
お
り

少
年
会
の
全
国
的
な
拡
散

子

「

」

、

、「

ど
も
の
日
」
の
全
国
規
模
の
記
念
行
事
、
朝
鮮
初
の
本
格
的
な
児
童
雑
誌

『
オ
リ
ニ
』
の
誕
生
な
ど
、
児
童
文
化
活
動
の
興
隆
期
を
迎
え
て
い
た
。

一
九
二
三
年
と
い
う
時
点
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
日
本
政
府
の
政
策
面
に

お
い
て
も
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ
る

当
時
総
督
府
の
施
政
方
針
は

総

。

、「

督
政
治
の
基
本
を
純
然
た
る
文
治
主
義
と
為
す
の
方
針
を
明
か
に
し
大
に

文
化
的
開
発
に
力
を
盡
し
た
る
」

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
政
治
」

18

が
標
榜
さ
れ
て
い
た
。
総
督
府
の
御
用
紙
と
し
て

「
文
化
政
治
」
の
一

、

環
と
な
る
「
政
治
宣
伝
」
に
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
『
京
城
日
報
』
と

『
毎
日
申
報
』
の
共
同
主
催
で
、
小
波
の
「
全
鮮
巡
回
お
伽
講
演
会
」
が

企
画
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
企
画
に
は
、
講
演
会
の

宣
伝
や
講
演
日
程
報
道
の
他
、
先
発
隊
と
な
っ
た
「
童
話
普
及
会
」
の
幹



事
が
前
も
っ
て
講
演
の
予
定
地
を
回
る
な
ど
、
徹
底
的
な
事
前
準
備
が
行

な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
お
伽
講
演
会
の
他
、
木
太
刀
社
と
南
柯
社
の
後
援

で

「
小
波
先
生
歓
迎
俳
句
・
俳
画
大
会
」
も
開
催
さ
れ
た
。

、そ
れ
に
加
え
て
も
う
一
つ
、
朝
鮮
に
お
け
る
小
波
の
活
動
が
、
童
話
を

「
聞
か
せ
た
」
口
演
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
聞
に
「
創
作
」
童
話
を
発

表
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
出
来
事
で
あ
る
。
口
演
が

行
わ
れ
た
四
ヶ
月
後
の
一
九
二
三
年
一
一
月
二
五
日
付
『
毎
日
申
報
』
に

は

「
日
曜
附
録
婦
人
と
家
庭
」
欄
が
設
け
ら
れ
童
話
が
掲
載
さ
れ
る
こ

、
と
に
な
る
。
こ
の
欄
に
初
め
て
登
場
す
る
童
話
が
、
小
波
の
「
白
蛇
が
出

か
け
た
後
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

「
こ
の
童
話
は
東
洋
の
童
話
王
と

、

し
て
名
高
い
日
本
の
巌
谷
小
波
先
生
が
特
別
に
毎
日
申
報
の
た
め
に
新
し

く
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す

」

と
い
う
編
集
者
の
言
葉
が
添
え
ら

。
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れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
小
波
の
童
話
は

『
毎
日
申
報
』
に
四

、

ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
一
五
回
連
載
さ
れ
、
全
一
一
篇
の
童
話
が
紹
介
さ
れ

た
。二

〇
日
間
で
朝
鮮
半
島
の
二
〇
ヵ
所
を
巡
回
し
、
六
〇
回
に
及
ぶ
口
演

、

「

」

童
話
を
通
し
て

小
波
は
ど
う
い
う
も
の
を
朝
鮮
の
人
々
に

聞
か
せ
た

の
か
。
ま
た
ど
う
い
う
童
話
を
朝
鮮
側
に
「
読
ま
せ
る
」
こ
と
と
な
り
、

そ
こ
に
は
何
が
ど
う
書
か
れ
て
い
た
の
か
。

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
内
部
で
起
こ
っ
て
い
た
「
児
童
文
学
」
へ
の
動
き
を

た
ど
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
で
行
な
わ
れ
た
小
波
の
足
跡
を
追
っ
て
い
く
作

業
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
児
童
文
学
の
成
立
過
程
に
お
け
る
日
本
側
の
動
向
が

見
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
朝
鮮
児
童
文
学
に
と
っ

て
、
巌
谷
小
波
に
よ
る
口
演
及
び
童
話
執
筆
活
動
と
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
問
い
か
け
、
朝
鮮
児
童
文
学
の
成
立
期
に
お
け
る
巌
谷
小

波
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
巌
谷
小
波
を
媒
体
と
し
て
考
え
ら

れ
る
児
童
文
学
に
お
け
る
日
韓
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
新
た
な
可

能
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
本
稿
の
最
終
的
な
目
的
と
す
る
。

用
語
の
説
明

（
一
）
歴
史
的
・
思
想
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
日
本
統
治
期
の
半
島
を
表
す
表
記
に
、
朝
鮮
を

（
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
は
大
韓
帝
国
を
略

使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
て
韓
国
と
表
記
す
る

）。

二

巌
谷
小
波
と
方
定
煥
は
別
人
で
あ
る
が

彼
ら
の
筆
名
は
共
に

小

（

）

、

「

波

で
あ
る

そ
こ
で

二
人
を
区
分
す
る
た
め
に

方
定
煥
を
指
す

小

」

。

、

、

「

波
」
に
は
カ
ッ
コ
付
で
韓
国
式
読
み
の
〈
ソ
パ
）
と
い
う
ル
ビ
を
付
す
こ

と
に
し
た
。

（
三
）
昔
話
や
児
童
文
学
の
作
品
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
聞
か
せ
る
方

法
を
口
演
童
話

と
い
う
。
明
治
期
か
ら
大
正
期

（
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
）

ま
で
は
「
お
伽
噺
の
講
演
」
ま
た
は
「
お
伽
講
演
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

。

、「

」「

」

た

小
波
の
口
演
を
報
道
し
た
朝
鮮
の
新
聞
で
は

お
伽
講
演

講
話

と
記
述
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
い
、
資
料
や
証
言
な
ど
に
用
い

ら
れ
た
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
基
本
的
に
「
口
演

童
話
」
を
意
味
す
る
。



第
一
章

朝
鮮
に
お
け
る
少
年
運
動
と
「
近
代
児
童
文
学
」
の
始
ま
り

鎖
国
的
な
状
態
に
あ
っ
た
朝
鮮
が
外
部
に
開
か
れ
て
い
く
経
緯
を
た
ど

る
の
は
、
一
八
六
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
「
開
化
期
」

を
通
し
て
の
こ
と
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で
あ
る
。
朝
鮮
に
初
め
て
登
場
し
た
近
代
的
な
新
聞
は
、
一
八
八
三
年
一

〇
月
三
一
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
漢
城
旬
報
』
で
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
一

二
月
一
〇
日
か
ら
『
朝
鮮
新
報
』
と
い
う
新
聞
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
釜
山
港
商
法
会
議
か
ら
大
石
徳
夫
と
い
う
日
本
人
に
よ
っ
て
創
刊

さ
れ
た
日
本
語
新
聞
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

「
最
初
の
近
代
的
総
合
教

、

育
誌
で
あ
り
児
童
雑
誌
の
嚆
矢
」

と
評
価
さ
れ
る
『
少
年
』
が
創
刊
さ

21

れ
る
の
は
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る

『
少
年
』

。

が
創
刊
さ
れ
る
一
九
〇
八
年
一
一
月
ま
で
、
朝
鮮
で
は
五
四
種
の
雑
誌
が

創
刊
さ
れ
、
ま
た
廃
刊
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
児
童
向
け
に
創
刊
さ
れ
た

雑
誌
は
見
当
た
ら
な
い
が

タ
イ
ト
ル
に

少
年

が
付
く
こ
と
か
ら

少

、

「

」

『

年
韓
半
島
』

が
目
を
ひ
く
。
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『
少
年
韓
半
島
』
は
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
に
梁
在
謇
、
趙
兼
応
、
李

仁
稙
、
李
海
朝
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
通
巻
六
号
で

廃
刊
と
な
っ
た

『
少
年
韓
半
島
』
に
つ
い
て
李
在
徹
は

「
こ
れ
は
新
学

。

、

問
を
紹
介
し
た
児
童
教
育
誌
で
あ
り
、
や
は
り
最
初
の
児
童
誌
は
新
文
学

の
起
源
を
成
し
た
『
少
年
』
誌
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
コ
ン
・
ボ
ク
ヨ
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ン
も
前
掲
の
論
文
で

『
少
年
韓
半
島
』
は
知
識
伝
達
を
そ
の
主
な
目
的

、

と
し
た
点
か
ら
開
化
期
の
教
科
書
と
変
わ
り
が
な
い
も
の
と
述
べ
る
。

『
少
年
韓
半
島
』
に
載
っ
て
い
る
広
告
欄
に
は

『
小
物
理
学

『
大
東

、

』

歴
史

『
初
等
小
学
』
と
い
っ
た
教
科
用
図
書
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

』

れ
は
同
誌
が
同
流
の
教
育
誌
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

一

崔
南
善
の
雑
誌
活
動
を
中
心
に
（
一
九
一
〇
年
代
）

『
少
年
』
は
一
九
〇
八
年
一
一
月
一
日
、
崔
南
善
に
よ
っ
て
新
文
館
か

ら
創
刊
さ
れ
た

『
少
年
』
を
主
幹
し
た
崔
南
善
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単

。

。

、

、

に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る

彼
は

一
八
九
〇
年
四
月
二
六
日

漢
城
中
部
上
犁
洞
で
父
崔
献
圭
・
母
姜
氏
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
観

象
監
・
学
部
・
学
務
局
長
の
官
職
に
あ
っ
た
父
崔
献
圭
は
、
唐
草
材
の
貿

易
に
ま
で
手
を
広
げ
、
崔
南
善
は
か
な
り
裕
福
な
環
境
で
育
っ
た
。
児
号

は
昌
興
、
字
は
公
六
、
号
は
六
堂
・
六
堂
学
人
・
ハ
ン
セ
ム

・
南

（한
샘

）

嶽
主
人
・
曲
橋
人
・
逐
閑
生
・
大
夢
・
白
雲
香
徒
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二

年
、
一
三
歳
で
京
城
学
堂
に
入
学
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
間
日
本
語
を
勉
強
し

た
だ
け
で
大
阪
朝
日
新
聞
を
購
読
し
た
と
い
う
。
崔
南
善
は
全
二
回
に
わ

た
っ
て
日
本
留
学
を
経
験
し
て
い
る
が
、
第
一
次
留
学
は
一
五
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年
一
〇
月
、
皇
室
留
学
生
に
選
ば
れ
て
東
京
府
立
第

一
中
学
校
に
入
学
す
る
が
、
三
ヶ
月
後
の
翌
一
九
〇
五
年
一
月
に
退
学
し

て
帰
国
す
る
。
そ
れ
か
ら
一
九
〇
六
年
三
月
に
、
早
稲
田
大
学
高
師
部
地

理
歴
史
科
に
入
学
す
る
た
め
に
再
び
渡
日
す
る
。
し
か
し
、
ま
た
し
て
も

長
く
は
続
か
ず
、
六
月
に
起
こ
っ
た
模
擬
国
会
事
件

で
早
稲
田
大
学
を

24

退
学
し
て
し
ま
う
。
日
本
留
学
は
一
年
に
も
満
た
な
い
短
期
間
の
も
の
だ

っ
た
が
、
崔
南
善
に
少
な
か
ら
ぬ
刺
激
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。

崔
南
善
は

『
少
年
』
第
三
年
第
六
巻
の
「
少
年
時
言
」
に
お
い
て
、

、



十
五
の
秋
に
日
本
に
渡
っ
て
み
た
ら
そ
の
出
版
界
が
我
が
国
よ
り
大

き
い
こ
と
に
は
驚
い
た
。
定
期
刊
行
物
・
臨
時
刊
行
物
を
問
わ
ず
見

た
こ
と
も
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
ま
た
そ
の
内
容
や
外
観
に
対
し
て

少
し
も
批
評
す
る
知
見
を
持
た
な
い
自
分
の
目
に
は
、
た
だ
多
大
宏

大
一
言
で
言
う
と
、
も
の
す
ご
い
と
い
う
感
想
し
か
な
か
っ
た

。
25

と

「
日
露
戦
争
の
初
期
、
日
本
新
文
明
が
正
に
過
渡
期
に
置
か
れ
た
時

、
に
、
急
転
直
下
の
勢
い
で
向
上
進
歩
す
る
実
績
を
目
の
前
に
し
た
所
、
見

え
る
も
の
聞
こ
え
る
も
の
全
て
が
非
常
に
神
経
を
刺
激
し
た
」
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
日
本
の
新
文
明
に
直
面
し
た
時

「
祖
国
へ
帰
ろ
う
！
祖
国

、

へ
帰
ろ
う
！
」
と
い
う
声
が
常
に
耳
の
鼓
膜
を
打
っ
た
と
い
う
。
そ
の
刺

激
に
よ
っ
て
、
崔
南
善
は
、
自
身
の
「
十
年
宿
病
の
新
報
雑
誌
に
対
す
る

狂
気
」
に
火
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
早
稲
田
大
学
を
退
学
し
た
後
、
東

京
の
秀
英
社
か
ら
印
刷
機
械
を
購
入
、
組
版
・
植
字
・
印
刷
の
日
本
人
印

刷
技
術
者
五
名
を
連
れ
て
一
九
〇
六
年
の
冬
、
ソ
ウ
ル
に
帰
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
日
本
か
ら
の
印
刷
設
備
と
技
術
者
を
も
っ
て
、
一
九
〇
七
年
に

新
文
館
を
創
設
、
翌
年
の
一
一
月
に
『
少
年
』
を
創
刊
し
た
。
一
九
〇
八

年
一
一
月
一
日
に
創
刊
さ
れ
一
九
一
一
年
五
月
第
四
年
第
二
巻
で
終
刊
し

た
『
少
年
』
誌
は
、
通
巻
二
三
号
を
刊
行
し
た
総
合
雑
誌
で
あ
る

。
主

26

に
崔
南
善
一
人
の
執
筆
に
よ
っ
て
出
来
た
が
、
李
光
洙
、
洪
命
熹
が
時
々

参
加
し
て
い
る
。

崔
南
善
は

『
少
年
』
創
刊
号
の
「
編
輯
室
通
奇
」
欄
に
お
い
て

「
長

、

、

い
間
我
々
が
経
綸
し
て
き
た
、
少
年
の
た
め
の
雑
誌
に
な
る
か
ど
う
か
、

恐
る
恐
る
や
っ
て
み
る
つ
も
り
で
新
文
館
か
ら
こ
の
雑
誌
を
発
行
し
た
」

と

「
少
年
の
た
め
の
雑
誌
」
へ
の
意
志
を
表
明
し
て
い
る

『
少
年
』
創

、

。

刊
号
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
表
紙
に
は
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

今
我
が
帝
国
は
我
が
少
年
の
智
力
を
資
し
て
、
我
が
国
の
歴
史
に
大

光
彩
を
添
え
、
世
界
文
化
に
大
貢
献
を
為
さ
ん
が
た
め
、
そ
の
任
は

重
く
そ
の
責
は
大
で
あ
る
。
本
誌
は
此
責
任
を
克
当
し
得
る
活
動
的

。

進
取
的
発
明
的
な
大
国
民
を
養
成
す
る
為
に
出
来
た
明
星
で
あ
る
27

、

「

。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と

目
次
の
前
に

我
が
大
韓
を
少
年
の
国
に
せ
よ

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
責
任
を
充
分
に
成
し
遂
げ
る
べ
く
彼
ら
を
教
導
せ

よ
」

と
い
う
創
刊
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
は
、
毎
巻
雑

28

誌
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

「
活
動
的
進
取
的
発
明
的
な

、

大
国
民
」
に
な
る
少
年
を
養
成
す
る
た
め
に

『
少
年
』
を
創
刊
し
た
と

、

主
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
少
年
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
期
の
韓
国
社
会
に
目
を
向
け
る
と

「
教

、

育
救
国
思
想
」
を
唱
え
る
愛
国
啓
蒙
運
動
が
国
権
回
復
運
動
の
大
き
な
潮

流
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年
八
月
の
第
一
次
日
韓
協
約
で
財
政
及
び
外
交

の
顧
問
政
治
が
開
始
さ
れ
た
。
引
続
き
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
の
第
二
次

、

、

日
韓
協
約
が
結
ば
れ
た
翌
年
二
月

日
本
の
統
監
府
が
漢
城
に
設
置
さ
れ

伊
藤
博
文
に
よ
る
統
監
政
治
が
は
じ
ま
る

『
少
年
』
創
刊
の
一
年
前
で

。

あ
る
一
九
〇
七
年
七
月
に
は
、
第
三
次
日
韓
協
約
に
よ
っ
て
韓
国
政
府
各

部
の
次
官
に
す
べ
て
日
本
人
を
配
置
す
る
次
官
政
治
が
始
ま
っ
て
い
た
。

急
激
に
植
民
地
化
さ
れ
て
い
く
状
況
の
な
か
で
、
朝
鮮
人
は
各
方
面
で
国

権
回
復
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
代
表
的
な
大
衆
運
動
で
あ
る
反
日
義
兵



運
動
は
、
一
九
〇
八
年
に
は
戦
闘
回
数
が
一
、
四
五
一
回
、
参
加
し
た
義

、

、

。

兵
数
が
六
九

八
三
二
名
に
上
り

義
兵
運
動
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
た

反
日
義
兵
運
動
と
と
も
に
、
言
論
と
教
育
を
通
し
て
国
民
の
愛
国
精
神
を

自
覚
さ
せ
、
ま
た
、
日
本
の
資
本
侵
略
に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
殖
産
を
育

成
さ
せ
る
べ
く
愛
国
啓
蒙
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た

「
教
育
救
国
思
想
」

。

は
、
こ
の
よ
う
な
愛
国
啓
蒙
運
動
の
中
心
と
な
っ
て

「
若
い
青
少
年
た

、

ち
を
儒
教
教
育
か
ら
解
放
し
て
、
理
科
を
教
え
、
数
学
を
教
え
、
体
を
鍛

、

」

え
て

か
れ
ら
を
将
来
の
朝
鮮
の
担
い
手
に
養
成
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
「
少
年
運
動
」
と
し
て
発
現
し
た

「
活
動
的
進
取
的
発
明
的
な

。

29大
国
民
」
に
な
る
少
年
を
養
成
し

「
我
が
大
韓
を
少
年
の
国
に
せ
よ
」

、

と
唱
え
て
い
た
崔
南
善
の
主
唱
は
、
朝
鮮
に
芽
生
え
て
い
た
少
年
愛
護
思

想
を
固
く
支
持
し
、
少
年
運
動
の
基
本
精
神
を
明
確
に
形
づ
け
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

『

』

、

「

」

少
年

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は

そ
れ
を

近
代
雑
誌
の
嚆
矢

で
あ
り
な
が
ら
「
児
童
雑
誌
の
嚆
矢
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
李
在

徹
は

『
韓
日
児
童
文
学
の
比
較
研
究
（
一

』
に
お
い
て

『
少
年
』
の

、

）

、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
博
文
館
で
発
行
し
て
い
た
巌
谷
小
波
主
筆近

の

少
年
世
界

だ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

ま
た

大
竹
聖
美

『

』

。

、

（
「

も
こ
の
主
張
を
繰
り
返
し

代
韓
日
児
童
文
化
教
育
関
係
史
研
究
」
二
〇
〇
二
年
）

て
述
べ

「
児
童
文
学
雑
誌
」
と
し
て
『
少
年
』
を
論
じ
て
い
る
。
崔
南

、

善
が
日
本
留
学
中
、
主
に
勉
強
し
た
場
所
が
博
文
館
所
有
の
大
橋
図
書
館

で
あ
り
、
そ
の
博
文
館
が
膨
大
な
量
の
児
童
図
書
を
出
版
し
て
い
た
こ
と

を
根
拠
に
し
て
、
崔
南
善
が
『
少
年
世
界
』
を
モ
デ
ル
と
し
て
『
少
年
』

を
創
刊
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

洪
一
植
の
『
六
堂
研
究
』
に
は
、

（
崔
南
善
の
こ
と
―
筆
者

ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
を
回
想
し
な
が
ら
、
彼

は
そ
の
時
の
実
情
を
自
ら
も
強
く
感
じ
る
よ
う
で
、
筆
者
に
次

注
）

の
よ
う
に
語
っ
た

日
本
に
暫
く
い
た
時
、
日
本
に
は
児
童

。（
中
略
）

を
対
象
と
す
る
雑
誌
が
数
種
あ
っ
て
、
あ
れ
を
ま
ね
し
て
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
始
め
た
。
し
か
し
、
日
本
と
は
事
情
が
違
っ
て
児
童

を
対
象
と
す
る
面
白
い
興
味
本
位
の
記
事
は
あ
ま
り
掲
載
せ
ず
、
し

ま
い
に
は
む
し
ろ
タ
イ
ト
ル
『
少
年
』
と
は
反
対
に
成
人
を
対
象
と

す
る
一
般
啓
蒙
誌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
事
情
か
ら
は
仕
方

が
な
い
こ
と
だ
っ
た

。
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と
い
う
崔
南
善
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
崔
南
善
は
、
最
初
日
本
の
児

童
雑
誌
の
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
発
刊
を
始
め
た
が
、
結
局
は
「
成
人

」

。

を
対
象
と
す
る
一
般
啓
蒙
誌

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
情
を
語
っ
て
い
る

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
動
機
が
あ
っ
た
と
し
て
も

『
少
年
』
の
「
児
童

、

文
学
」
誌
た
り
う
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
崔
南
善
が
『
少
年
』
に
掲
載
し

、

。

た
文
章
や

雑
誌
の
内
容
分
析
に
よ
る
検
証
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
た
め
に

『
少
年
』
に
所
収
さ
れ
た
作
品
の
内
容
目
録
を
精
査
す

、

る
。
次
は
創
刊
号
の
目
次
で
あ
る
。

少
年
十
一
月
暦

巨
人
国
漂
流
記

海
か
ら
少
年
へ
（
詩
）

少
年
読
本

少
年
時
言

ピ
ョ
ウ
ト
ル
大
帝
伝



カ
ラ
ス
の
空
望

ロ
シ
ア
は
ど
ん
な
国
か

黒
躯
子
遊
び

少
年
訓

甲
童
伊
と
乙
男
伊
の
相
従

星
辰

公
六
の
愛
誦
詩

鳳
吉
伊
地
理
工
夫

イ
ソ
ッ
プ
物
語

薩
水
戦
記

海
上
大
韓
史

快
少
年
世
界
周
遊
時
報

海
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
も
の
だ
よ

少
年
文
壇

秋
の
意
味

少
年
通
信
少
年
応
答

少
年
漢
文
教
室

編
輯
室
通
奇

『
少
年
』
創
刊
号
に
は
「
日
本
に
御
遊
学
中
の
我
皇
太
子
殿
下
と
太
師

伊
藤
博
文
公

「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布

「
ピ
ョ
ウ
ト
ル
大
帝
」
の
写
真
三

」
、

」

枚
が
載
っ
て
い
る
。

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語

「
巨
人
国
漂
流
記

「
少
年
史
伝
―
ピ
ョ
ウ
ト
ル

」
、

」
、

大
帝
伝
」
は

「
少
年
文
芸
物
」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
雑
誌
全

、

体
は
知
識
伝
達
を
目
的
と
す
る
教
育
的
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
崔

南
善
は
「
編
輯
室
通
奇
」
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
て
い

た
。

本
誌
は
、
あ
く
ま
で
も
我
が
少
年
が
剛
健
で
堅
確
で
窮
通
な
人
物
に

な
る
こ
と
を
願
い
、
決
し
て
軟
弱
懶
惰
依
恃
処
僞
の
心
を
刺
激
す
る

よ
う
な
作
品
は
載
せ
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
す
。
し
か
し
美
的

思
想
と
心
神
に
有
助
す
る
も
の
な
ら
軽
軟
な
も
の
で
も
少
し
ず
つ
掲

載
致
し
ま
す
。
軽
軟
な
も
の
を
主
張
し
て
児
童
の
好
奇
心
と
歓
意
に

迎
合
し
、
様
々
な
懸
賞
と
抽
籤
を
行
な
っ
て
白
紙
の
よ
う
な
児
心
に

虚
欲
と
僥
倖
心
を
印
刻
す
る
こ
と
は
、
外
国
雑
誌
の
通
弊
で
す
。
こ

れ
は
我
が
同
人
が
外
国
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
深
く
恨
嘆
し
、
奨
励

上
、
不
得
不
為
以
外
は
一
切
懸
賞
は
致
し
ま
せ
ん

。
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こ
こ
で
崔
南
善
が
「
外
国
雑
誌
の
通
弊
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
軽
軟

な
も
の
を
主
張
し
て
児
童
の
好
奇
心
と
歓
意
に
迎
合
」
す
る
も
の
こ
そ
、

彼
が
日
本
の
児
童
雑
誌
を
通
し
て
接
し
た
「
児
童
文
学
」
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る

「
剛
健
で
堅
確
で
窮
通
な
人
物
」
を
理
想
の
少
年
像
と
し
て
い

。

た
崔
南
善
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
「
軽
軟
な
も
の
」
は
、
相
容
れ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

崔
南
善
は
「
少
年
時
言
」
に
お
い
て
「
立
志
思
想
」
を
唱
え

「
海
上

、

大
韓
史
」
を
通
し
て
少
年
の
「
海
上
冒
険
心
」
を
強
調
す
る

「
甲
童
伊

。

と
乙
男
伊
の
相
従
」
に
は
、
甲
童
と
乙
男
と
い
う
、
自
分
が
理
想
と
す
る

少
年
二
人
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
一
五
歳
の
甲
童
と
九
歳
の
乙
男
は
、
い

つ
も
万
物
の
理
知
に
つ
い
て
思
考
・
探
究
し

「
有
益
な
会
話
と
有
助
な

、

遊
び
」
の
み
を
好
む
仲
良
し
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
甲
童
と
乙
男
の
問
答

式
で
構
成
さ
れ
、
甲
童
が
質
問
を
投
げ
か
け
た
後
終
わ
る
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
文
末
に
は

「
乙
男
の
よ
う
な
子
ど
も
に
解
け
な
い
も
の
は
な
い

、

は
ず
、
き
っ
と
有
理
な
答
え
を
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
面
白
く
て
有
助
な

理
致
を
知
る
た
め
に
は
い
く
ら
な
ん
で
も
来
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
い
う
崔
南
善
の
言
葉
が
付
さ
れ
て
お
り
、
連
載
を
計
画
し
た

（
通
巻

も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
続
き
は
一
年
後
の
第
二
年
第
一
〇
巻

に
掲
載
さ
れ
る

「
鳳
吉
伊
地
理
工
夫
」
は

「
鳳
吉
ち
ゃ
ん
の

一
二
巻
）

。

、



地
理
勉
強
」
と
い
う
意
味
の
コ
ラ
ム
で
、
朝
鮮
半
島
を
兎
に
例
え
た
日
本

の
地
理
学
者
、
小
藤
文
太
郎
博
士
の
説
を
批
判

「
こ
れ
は
崔
南
善
の
按

、

出
な
の
だ
が
、
我
が
大
韓
半
島
を
も
っ
て
猛
虎
が
足
を
あ
げ
て
う
な
り
な

が
ら
東
亜
大
陸
に
向
っ
て
飛
ぶ
が
如
く
、
跳
ね
る
が
如
く
、
生
気
い
っ
ぱ

い
か
み
つ
き
飛
び
か
か
る
様
子
を
み
せ
た
も
の
だ
」
と
述
べ
、
兎
と
虎
に

例
え
た
朝
鮮
半
島
の
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
物
語
が
世
界

各
国
の
小
学
教
育
書
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

「
毎
巻
四

、

・
五
節
ず
つ
訳
し
て
、
最
後
に
は
有
名
な
内
外
教
育
家
の
解
説
を
付
け
て

お
く
の
で
、
易
し
い
話
の
な
か
に
深
く
て
難
し
い
理
致
が
あ
る
こ
と
を
悟

り
、
処
身
行
動
に
有
助
す
る
こ
と
を
願
う

」
と
い
う
言
葉
を
前
提
と
し

。

。

『

』

「

」

、

て
い
る

ま
た

少
年

に
は

少
年
文
壇

欄
も
設
け
ら
れ
て
い
る
が

「

」

。

そ
れ
に
つ
い
て
は

編
輯
室
通
奇

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

こ
の
紙
上
に
は
少
年
諸
子
の
文
芸
を
奨
励
す
る
た
め
に

『
少
年
文

、

壇
』
を
設
置
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
感
想
や
諸
経
歴
な
ど
を
真

、

、

実
に
簡
明
に

規
定
に
あ
る
通
り
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
と

優
秀
な
作
品
を
選
ん
で
掲
載
致
し
ま
す
。
ま
た
、
次
回
か
ら
は
『
少

年
通
信

『
少
年
応
酬
』
等
の
欄
を
設
置
す
る
の
で
、
前
者
に
は
皆

』

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
名
勝
・
故
蹟
・
人
物
・
特
殊
な
風
習
・

方
言
・
童
謡
・
伝
説
等
を
明
記
し
て
寄
稿
し
て
く
だ
さ
れ
ば
掲
載
致

し
ま
す
。
時
と
し
て
は
謝
礼
を
差
し
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
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崔
南
善
は
「
少
年
文
壇
」
に

「
童
謡
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
名
を
使
用

、

、

。

、「

」

「

」

し

募
集
し
て
い
た

し
か
し

少
年
通
信

に
寄
せ
ら
れ
た

童
謡

の
内
容
を
み
る
と
、
言
葉
遊
び

の
よ
う
な
歌

と
古
く
か
ら
伝

（
尻
取
り
）
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わ
る
民
謡
風
の
歌

で
、
今
の
「
童
謡
」
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
も
の
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で
あ
る
。

「
少
年
諸
子
の
文
芸
を
奨
励
す
る
た
め
に
」
と

「
少
年
文
壇
」
を
設

、

置
す
る
意
欲
を
み
せ
た
が
、
創
刊
当
時
崔
南
善
が
読
者
投
稿
に
期
待
を
寄

（
通
巻

せ
た
「
少
年
文
壇
」
は
、
活
性
化
す
る
こ
と
な
く
第
二
年
第
四
巻

を
も
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
る
。

六
号
）

『
少
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
少
年
文
芸
物
」
は
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
が
第

一
年
第
一
巻
と
第
二
年
第
一
〇
巻
に
二
回
、
巨
人
国
漂
流
記
が
第
一
年
第

一
巻
か
ら
第
二
年
第
八
巻
ま
で
八
回
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
無
人
島
漂
流
記
が
第

二
年
第
二
巻
か
ら
六
回
、
そ
の
他
「
少
年
史
伝
」
と
し
て
ピ
ョ
ウ
ト
ル
大

帝
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
大
帝
伝
が
連
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
少
年
』
に
は
「
童

話
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
名
が
一
回
だ
け
登
場
し
て
い
る
が
、
第
二
年
第
五

巻

の
「
花
に
関
す
る
童
話
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
年
第
五

（
通
巻
七
号
）

巻
は

「
花
」
特
集
で
構
成
さ
れ
て
お
り

「
花
学
教
室
」
が
設
け
ら
れ
、

、

、

各
種
花
に
関
す
る
一
般
常
識
が
多
様
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
企
画
の
一

環
と
し
て
「
花
に
関
す
る
童
話
」
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る

「
ハ
ウ

。

ソ
ン
原
作
」
と
記
さ
れ
た
こ
の
童
話
は

「
ど
う
し
て
一
年
間
花
が
咲
か

、

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
題
名
で
あ
る
。
崔
南
善
も

「
我
が
国
の
作

、

品
は
数
少
な
く
、
そ
の
代
わ
り
翻
訳
物
で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
よ
う

な
も
の
が
紹
介
さ
れ
た
」

と
語
っ
て
い
る
よ
う
に

『
少
年
』
に
は
海
外

、
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の
作
品
を
翻
訳
・
翻
案
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

、

「

」

、

創
刊
号
に
は

上
述
の
よ
う
な

少
年
文
芸
物

も
掲
載
し
て
い
た
が



巻
を
重
ね
る
た
び
に
「
少
年
文
芸
物
」
な
る
も
の
は
姿
を
消
し
て
い
く
。

第
二
年
第
八
巻

か
ら
は
、
青
年
学
友
会
の
事
業
報
告
や
関

（
通
巻
一
〇
号
）

連
記
事
、
そ
し
て
論
説
中
心
の
記
事
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第

三
年
第
一
巻
は
「
リ
ン
カ
ー
ン
百
年
記
念
号

、
第
三
年
第
九
巻
は
「
ト

」

ル
ス
ト
イ
先
生
下
世
紀
念
号

そ
し
て
最
終
号
の
第
四
年
第
二
巻
は

陽

」
、

「

明
学
」
及
び
「
陽
明
先
生
王
守
仁
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
誌
の
執
筆
に
も
参
加
し
た
李
光
洙
は
『
少
年
』
に
対
し
て
、

彼
は
も
は
や
「
新
文
館
」
と
い
う
印
刷
所
を
創
設
し
て
『
少
年
』
と

い
う
月
刊
雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
年
は
自
分
よ
り
二
歳
だ
け
し
か

多
く
な
か
っ
た
が
、
我
が
国
の
名
士
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
島
山

安
昌
浩
と
の
縁
で
彼
は
青
年
学
友
会
の
幹
部
で
あ
っ
て
、
彼
の
雑
誌

『

』

。

、

少
年

は
そ
の
準
機
関
紙
で
あ
っ
た

彼
の
少
年
雑
誌
は

（

）

中
略

決
し
て
少
年
を
相
手
と
し
た
も
の
で
は
な
い
、
一
般
文
化
雑
誌
と
い

え
る
も
の
で
あ
っ
た

。
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と
述
べ
て
い
る
。
雑
誌
の
内
容
が
青
年
学
友
会
の
機
関
紙
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が

『
少
年
』
は
決
し
て
青
年
学
友
会
の
機
関
紙
で
は
な

、

か
っ
た
。

国
権
回
復
運
動
の
真
っ
最
中
に
日
本
に
留
学
し
て
新
文
明
を
体
験
し
た

崔
南
善
は
、
な
か
で
も
日
本
に
は
児
童
を
対
象
と
す
る
雑
誌
が
数
種
あ
る

の
を
見
て
、
帰
国
し
た
後
「
少
年
の
た
め
の
雑
誌
」
を
試
み
た
。
未
来
の

担
い
手
と
な
る
少
年
を
指
導
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
自
覚
を
促
す
意
味
に

お
い
て
「
少
年
の
た
め
の
雑
誌
」
の
発
刊
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

崔
南
善
が

「
日
本
と
は
事
情
が
違
っ
て
児
童
を
対
象
と
す
る
面
白
い

、

興
味
本
位
の
記
事
は
あ
ま
り
掲
載
せ
ず
、
し
ま
い
に
は
む
し
ろ
タ
イ
ト
ル

『
少
年
』
と
は
反
対
に
成
人
を
対
象
と
す
る
一
般
啓
蒙
誌
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

『
少
年
』
は
そ
の
創
刊
号
か
ら
「
児
童

、

文
学
」
的
な
要
素
は
探
し
難
い
。
崔
南
善
は
『
少
年
』
発
刊
の
目
的
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
少
年
』
の
目
的
を
簡
単
に
言
う
と
、
新
大
韓
の
少
年
と
し
て
覚
醒

し
た
人
物
と
な
り
、
考
え
る
人
物
と
な
り
、
分
か
る
人
物
と
な
り
、

や
り
遂
げ
る
人
物
と
な
っ
て
、
一
人
で
背
負
っ
た
重
い
荷
に
堪
え
ら

れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
た
め
で
あ
る

。
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新
韓
国
の
大
国
民
養
成
を
第
一
の
目
的
と
し
た
崔
南
善
は

「
我
が
大

、

韓
を
少
年
の
国
に
せ
よ
」
と
唱
え
、
少
年
を
指
導
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

し
て
『
少
年
』
を
創
刊
し
た

「
教
育
救
国
思
想
」
を
主
唱
し
た
愛
国
啓

。

蒙
運
動
の
実
践
と
な
っ
た
『
少
年
』
か
ら
捉
え
る
「
児
童
文
学
」
的
意
義

は
、
海
外
物
の
翻
訳
に
よ
る
「
少
年
文
芸
物
」
の
導
入
を
試
み
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。

一
九
一
〇
年
、
通
巻
二
〇
号
が
発
売
禁
止
と
停
止
処
分
を
同
時
に
受
け

た
後
、
三
ヶ
月
ぶ
り
に
解
禁
さ
れ
た
『
少
年
』
は
、
同
年
一
二
月
の
通
巻

二
〇
号
か
ら
続
刊
さ
れ
た
が
、
翌
年
五
月
ま
で
二
回
刊
行
し
た
だ
け
で
再

び
発
刊
停
止
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
一
一
年
五
月
、
第
四
年
第
二
巻
を
最

後
に
廃
刊
さ
れ
る
。

少
年

以
外
に
も
新
文
館
で
は

福
沢
諭
吉
の

修
身
要
領

や

ロ

『

』

、

『

』

『



ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記

『
大
韓
地
誌

『
外
国
地
誌
』
な
ど
の
様
々
な
単
行

』
、

』
、

本
を
発
刊
し
て
い
た

『
漢
陽
歌

『
京
釜
鉄
道
歌

『
世
界
一
周
歌
』

。

』
、

』
、

な
ど
の
唱
歌
本
も
新
文
館
か
ら
発
刊
さ
れ
た

ま
た

新
文
館
か
ら
は

少

。

、

『

年
』
の
廃
刊
後

『
赤
い
上
着

』
と
い
う
新
し
い
雑
誌
が

、

（붉
은

저
고
리

）

創
刊
さ
れ
る
。
趙
容
萬
の
『
六
堂
崔
南
善
』
に
よ
る
と
、
李
光
洙
の
紹
介

で
上
京
し
た
金
與
濟
が
新
文
館
で
起
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
崔
南
善
が
真

面
目
な
金
與
濟
に
『
赤
い
上
着
』
の
発
刊
を
任
せ
た
と
い
う

『
赤
い
上

。

着
』
は
一
九
一
三
年
一
月
、
金
與
濟
を
発
行
者
と
し
て
創
刊
さ
れ
た

。
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こ
の
雑
誌
の
体
裁
は
四
・
六
倍
判
で
、
計
一
八
面
程
度
で
月
二
回
ず
つ
一

九
一
三
年
七
月
ま
で
一
度
も
押
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
通
巻
一
二
巻
を
出

し
た
後
、
総
督
府
の
命
令
で
廃
刊
に
追
い
や
ら
れ
た
。

『
赤
い
上
着
』
創
刊
の
意
図
と
意
欲
は

『
子
ど
も
の
読
み
物
』
第
一

、

二
号

の
広
告
欄
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
九
一
四
年
八
月
）

『
赤
い
上
着
』
は
、
我
が
児
童
教
育
に
適
当
な
補
助
機
関
が
な
い
こ

と
に
憤
慨
し
た
新
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
て
き
た
が
、
第
拾
貳
号
に
至

っ
て
官
令
に
よ
り
廃
刊
さ
れ
た
。
我
が
児
童
文
学
の
先
駆
と
し
て
趣

味
と
実
益
の
宝
庫
と
し
て
歓
呼
の
声
が
広
く
鳴
り
響
い
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
、
余
存
し
た
数
百
部
を
一
冊
に
合
本
し
て
低
価
で
提
供
す

る
の
で
、
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
父
兄
及
び
子
弟
は
す
ぐ
に
で
も
ぜ
ひ

購
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
大
板
九
十
項
）

「
掲
載
要
目
」

詩
歌
―
オ
ン
ジ
ン
弥
勒
・
初
春
・
蝶
遊
び

外
八
篇

古
歌
―
温
達
・
率
居

外
数
篇

童
話
―
娘
の
ガ
ッ
コ
ッ

・
四
人
の
弟
・
バ
ッ
コ
ア
ゲ

（따
님
의
갓
곳

）

外
八
篇

（

）

밧
고
아
괘

寓
語
―
数
一
〇
篇

訓
話
―
く
せ
・
頑
固

外
七
篇

史
談
―
鄭
夢
周
・
金
時
習
・
ニ
ュ
ウ
ト
ン
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
等

学
芸
―
龍
の
昇
天
・
飛
行
船
と
飛
行
機
等
数
篇

意
見
交
換

―
問
題
・
解
答
二
〇
余
種

（

）

의
사
보
기

物
類
畜
説
―
ラ
ク
ダ
・
角
牛
・
コ
コ
ア

外
一
〇
種
目

笑
話
―
数
一
〇
題
・
戯
画
一
〇
余
・
挿
絵
無
数

そ
の
他

。
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こ
の
目
次
か
ら
み
る
雑
誌
の
構
成
は
、
童
話
、
寓
話
、
訓
話
の
よ
う
な

物
語
が
中
心
と
な
っ
て
お
り

評
論
や
論
説
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い

我

、

。「

が
児
童
文
学
の
先
駆
」
な
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
『
赤
い
上
着
』
に
対

し
て
李
在
徹
は

「
実
質
的
な
児
童
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

、

も
っ
と
も
意
義
が
あ
る
」
と
評
価
す
る
。
ま
た
崔
南
善
自
ら
に
よ
る
次
の

よ
う
な
証
言
か
ら
も
、
児
童
文
芸
物
を
掲
げ
た
初
め
て
の
試
み
に
寄
せ
ら

れ
た
当
時
の
関
心
が
窺
わ
れ
る
。

『
少
年
』
誌
か
ら
『
青
春
』
誌
が
出
る
ま
で
、
児
童
雑
誌
に
は
『
セ

ッ
ピ
ョ
ル

『
赤
い
上
着
』
等
が
出
て

『
少
年

『
青
春
』
が
い
ず

』

、

』

、『

』

れ
も
二
千
部
し
か
印
刷
で
き
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て

赤
い
上
着

だ
け
が
三
千
部
を
出
し
た

。
40



『
赤
い
上
着
』
が
一
九
一
三
年
七
月
に
終
刊
し
た
後
、
崔
南
善
は
金
與

濟
を
日
本
留
学
さ
せ
、
ま
も
な
く
自
分
も
東
京
に
渡
る
。
崔
南
善
は
東
京

に
来
る
と
、
決
ま
っ
て
東
洋
文
庫
か
ら
古
い
本
の
原
本
を
買
い
求
め
た
と

い
う

。
一
ヶ
月
あ
ま
り
で
帰
国
し
た
崔
南
善
は
同
年
九
月
、
ま
た
新
し

41

い
雑
誌

『
子
ど
も
の
読
み
物

』
を
出
版
し
た

。
タ
イ
ト

、

（아
이
들
보
이

）

42

ル
そ
の
ま
ま
に
、
子
ど
も
の
読
み
物
と
な
っ
た
こ
の
雑
誌
は
、
一
九
一
四

年
八
月
の
終
刊
ま
で
一
年
間
通
巻
一
二
号
を
発
刊
し
た

少
年

や

赤

。『

』

『

い
上
着
』
と
は
異
な
っ
て
、
人
名
を
除
い
て
は
一
切
漢
字
を
使
用
せ
ず
、

ハ
ン
グ
ル
の
み
で
書
か
れ
た
と
こ
ろ
に
『
子
ど
も
の
読
み
物
』
誌
の
特
色

が
あ
る

「
表
紙

「
木
板

「
作
品
懸
賞
」
な
ど
、
漢
字
で
出
来
て
い
る

。

」

」

言
葉
は

「

「

「

」
の
よ
う
な
平
易
な
ハ

、

」

」

책
거
죽

나
무
삭
임

글
꼬
느
기

ン
グ
ル
で
書
き
表
す
こ
と
に
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

、

。

以
下

雑
誌
の
構
成
を
み
る
た
め
に
通
巻
第
七
号
の
目
次
を
引
用
す
る

（
カ
ッ
コ
の
説
明
は
筆
者
に
よ
る

）。

表
紙

槍
と
弓
を
持
っ
て
白
馬
に
載
っ
て
い
る
よ
ろ
い
姿
の
将
軍
と
左
側
下

（
全
版
同
じ
）

端
に
は
虎
の
顔（

写
真
）

日
本
の
神
社

（
木
板
絵
）

つ
る
、
ラ
ク
ダ
、
鉄
棒
運
動

（
童
話
）

お
し
ゃ
べ
り
お
嬢
さ
ん

（
西
洋
の
絵
付
）

漫
画

（
大
人
の
素
早
さ
に
関
す
る
逸
話
）

素
早
さ
と
力

（
短
い
物
語
）

三
名
の
学
者

（
物
語
）

歯
を
売
っ
て
親
を
介
抱
し
た
親
孝
行

（
教
科
用
）

液
体
空
気
と
液
体
酸
素

（
短
い
面
白
い
話
）

笑
話

子
ど
も
新
聞

利
に
な
る
昆
虫
の
話

（
数
学
問
題
）

意
見
交
換

（
八
名
の
文
章
を
掲
載
、
賞
金
授
与
者
一
五
名
の
名
簿
、
問
題
の
正

作
品
募
集

解
者
四
二
一
名
の
名
簿
）

ハ
ン
グ
ル
の
ほ
ど
き
書
き
43

読
者
寄
稿
用
の
原
稿
用
紙

『

』

、

。

子
ど
も
の
読
み
物

は

童
話
と
物
語
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る

ま
た
、
鳥
や
運
動
種
目
な
ど
を
分
り
や
す
く
絵
で
説
明
し
て
お
り
、
西
洋

の
漫
画
も
挿
絵
に
用
い
て
い
る
。
募
集
作
文
に
も
力
を
注
い
で
い
た
が
、

そ
の
規
定
に
は
「
物
語
は
必
ず
朝
鮮
に
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
に
す

る
こ
と
、
外
国
の
も
の
を
翻
訳
し
た
り
、
書
写
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
世
間
に
あ
り
ふ
れ
た
物
語
は
避
け
て
く
だ
さ
い

」

と
明
記
し
て
、

。
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朝
鮮
固
有
の
も
の
に
愛
着
を
覚
え
る
と
い
っ
た
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

崔
南
善
に
よ
る
児
童
文
芸
誌
と
し
て
は
最
後
と
な
る
『
セ
ッ
ピ
ョ
ル

』
の
創
刊
、
終
刊
年
月
に
つ
い
て
も
異
な
る
記
録
が
多
い

。
李

（새
별

）
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在
徹
に
よ
る
と

『
子
ど
も
の
読
み
物
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
一
三
年
九

、

月
と
同
年
同
月
に
『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
も
創
刊
さ
れ
、
一
九
一
五
年
一
月
ま

で
全
一
六
号
を
出
し
た
後
終
刊
さ
れ
た
と
い
う
。

洪
一
植
は
『
六
堂
研
究
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



六
堂
の
言
葉
を
借
り
る
と

『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
は
前
記
『
子
ど
も
の

、

』

、

読
み
物

の
後
を
継
い
で
刊
行
し
た
同
流
の
児
童
雑
誌
で
あ
っ
た
が

少
し
違
う
と
こ
ろ
は

『
子
ど
も
の
読
み
物
』
の
「

」
欄

、

글
꼬
느
기

を
こ
こ
で
は
「

」
と
い
っ
て
、
文
芸
講
座
の
よ
う
な
も
の
を

읽
어
리

た
く
さ
ん
文
章
と
し
て
見
せ
、
ま
た
評
価
や
募
集
も
し
て
新
文
章
建

立
運
動
を
も
っ
と
活
発
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
当
時
の
各
学

校
で
は
こ
の
「

」
欄
を
作
文
教
科
書
に
使
用
し
て
い
た
こ
と

읽
어
리

で
あ
る

。
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こ
の
説
明
を
裏
付
け
る
も
の
に

『
青
春
』
第
三
号
の
裏
面
に
掲
載
さ
れ

、

た
次
の
よ
う
な
『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
の
広
告
が
あ
る
。

本
誌
は
旧
『
赤
い
上
着
』
以
来
に
少
年
文
学
の
先
駆
と
な
っ
て
江
湖

の
歓
迎
を
博
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
一
月
か
ら
内
容
・
外
形
に
一
大

革
新
を
加
え
て
程
度
を
や
や
高
く
し
て
有
益
な
勉
学
に
こ
の
上
な
い

良
師
・
良
友
を
作
る
の
に
努
力
し
、
よ
り
新
文
章
の
造
成
に
力
を
注

い
で
我
が
語
文
の
精
華
を
発
揮
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
、
低
価
で
最

大
の
益
を
求
め
る
者
は
本
雑
誌
外
に
皆
無
の
こ
と
。
本
誌
で
連
載
す

る
「

」
は
も
は
や
京
城
の
各
私
立
高
等
程
度
学
校
の
必
須
参

읽
어
리

考
書
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
地
方
で
も
漸
次
採
用
さ
れ
て
い
る

。
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『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
に
は
、
外
国
の
童
話
を
翻
訳
・
翻
案
し
た
も
の
が
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
第
一
六
号
に
お
い
て
は

「
西
国
名
話
集
」
の
企

、

画
欄
が
設
け
ら
れ

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
な
ど
の
西
洋
童
話
が
紹
介

、

さ
れ
た
。

、

『

』

、『

』

以
上
見
て
き
た
よ
う
に

崔
南
善
は

少
年

終
刊
後

赤
い
上
着

『
子
ど
も
の
読
み
物

『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
の
雑
誌
を
続
々
と
出
版
、
い
ち

』

「

」

。『

』

早
く
朝
鮮
に

児
童
文
芸
物

を
紹
介
し
て
い
た

子
ど
も
の
読
み
物

以
後
は
、
完
全
な
児
童
雑
誌
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
を
備
え
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
特
に
募
集
作
文
に
払
っ
た
努
力
と
純
ハ
ン
グ
ル
の
使
用
は
、
子
ど

も
向
き
の
文
章
を
生
み
、
数
多
い
童
話
の
紹
介
は
、
子
ど
も
向
き
の
文
学

へ
の
認
識
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

「
児
童
文
芸
物
」
に
対

、

す
る
崔
南
善
の
努
力
は
、
社
会
一
般
に
波
及
し
て
児
童
文
学
の
大
衆
化
を

確
立
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
海
外
物
の
翻
訳
、
翻
案
に
よ
っ
て

「

」

、「

」

雑
誌
の
構
成
面
に
お
い
て
は

児
童
文
芸
物

に
な
り
得
た
が

児
童

や
「
児
童
文
学
」
に
関
す
る
根
本
的
な
認
識
が
崔
南
善
に
は
欠
け
て
い
た

の
で
あ
る
。
彼
は
、
朝
鮮
に
「
児
童
」
の
存
在
を
覚
醒
さ
せ

「
児
童
文

、

学
」
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り
、
近
代
的
な
新
文
物
を
持
ち
込

、

、

、

み

自
主
独
立
と
新
教
育

新
思
想
を
鼓
吹
さ
せ
る
こ
と
に
主
力
を
注
ぎ

ま
た
、
滅
び
て
い
く
不
安
定
な
国
勢
を
目
の
前
に
し
て
、
将
来
の
担
い
手

と
な
る
少
年
の
指
導
に
励
ん
で
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
社
会
に
、
ま

だ
児
童
文
学
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
基
盤
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

も
意
味
す
る
。

一
九
二
三
年
の
朝
鮮
口
演
旅
行
を
終
え
た
巌
谷
小
波
は

「
以
前
来
た

、

時
に
は
折
角
話
を
し
て
も
少
し
も
反
響
が
な
か
つ
た
が
今
度
は
驚
く
ほ
ど

反
響
が
あ
つ
た
」

と
発
言
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
の
朝
鮮
口
演
で
は

48

少
し
も
反
響
が
な
か
っ
た
の
が
、
一
九
二
三
年
に
お
け
る
口
演
で
は
驚
く



ほ
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
、
一
九
一
三
年
に
行
な
わ

れ
た
崔
南
善
に
よ
る
初
め
て
の
試
み
が
児
童
文
学
を
勃
興
さ
せ
る
ま
で
、

後
一
〇
年
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
朝
鮮
の
状
況
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
を
終
刊
し
た
後
も
崔
南
善
は
次
々
と
雑
誌
を
刊
行
し

た
。
し
か
し
そ
の
次
か
ら
出
版
さ
れ
た
雑
誌
は
、
学
生
や
成
人
を
読
者
対

象
と
し
て
い
て
、
児
童
文
芸
物
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
崔
南
善

『

』

『

』

、

は

セ
ッ
ピ
ョ
ル

の
次
に
出
版
し
た

青
春

の
創
刊
に
あ
た
っ
て
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「
我
々
は
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
唱
え
て
い
る
。
国
を
建
て
直

す
道
は
た
っ
た
一
つ
、
学
ぶ
こ
と
し
か
な
い
と
述
べ
、
近
代
的
な
教
養
と

。『

』

科
学
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
だ
と
主
張
す
る

少
年

の
趣
旨
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
、
今
後
の
崔

南
善
の
雑
誌
の
趣
旨
は
児
童
向
け
と
い
う
よ
り
は
、
青
年
の
啓
蒙
・
教
養

を
重
視
す
る
方
に
傾
い
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

二

『
開
闢
』
か
ら
『
オ
リ
ニ
』
の
誕
生
ま
で
（
一
九
二
〇
年
代
）

崔
南
善
の
活
動
と
と
も
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
「
近
代
児
童
文
学
」
の
成

立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
天
道
教
の
思
想
と
活
動
で
あ
る
。
天
道
教

の
第
二
代
教
祖
、
海
月
崔
時
亨
が
一
八
八
五
年
に
説
法
し
た
「
海
月
法

50説

に
は

人
是
天

天
是
人

人
外
無
天

天
外
無
人

と
あ
り

人

」

、「

、

、

、

」

、「

是
天
、
事
人
如
天
」
と
い
う
、
天
道
教
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人
乃
天
思

想
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
道
教
の
経
典
に
は
次
の
よ
う
な
節
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

私
は
婦
人
と
子
ど
も
の
話
で
も
学
ぶ
こ
と
が
あ
れ
ば
学
び
、
尊
敬
す

る
こ
と
が
あ
れ
ば
尊
敬
す
る

自
分
の
子
ど
も
と
嫁
を
大
事

。（
中
略
）

に
し
、
召
使
を
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
大
事
に
し
、
禽
獣
で
も
大

事
に
し
、
木
や
芽
を
折
ら
な
い
で
、
親
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
笑
顔
で
向
か
う
こ
と
、
幼
い
子
ど
も
を
叩
か
ず
、
泣
か
せ
な
い

こ
と
。
子
ど
も
も
神
様
を
祭
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
を
ぶ
つ
こ
と

は
神
様
を
ぶ
つ
こ
と
に
な
っ
て
神
様
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
る

。
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こ
の
よ
う
に
、
人
間
尊
重
・
万
人
平
等
思
想
を
基
盤
に
し
て
い
る
天
道

教
の
教
え
に
は
、
児
童
尊
重
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
金
正

義
は
、
開
化
期
に
お
け
る
少
年
愛
護
思
想
の
鼓
吹
は
東
学
の
少
年
愛
護
思

想
か
ら
始
ま
っ
た
と
述
べ

「
海
月
崔
時
亨
は
少
年
運
動
を
胎
動
さ
せ
た

、

先
覚
者
で
あ
る

」

と
主
張
す
る
。

。
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東
学

は
、
一
八
九
四
年
に
起
こ
っ
た
大
規
模
な
民
衆
革
命
運
動
で
あ

53

る
甲
午
農
民
戦
争
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
甲
午
農
民
戦
争
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
中
国
と
清
の
勢
力
を
排
除
し
、
朝
鮮
を
支
配
し
よ
う
と

し
た
日
本
は
、
公
使
館
警
護
と
在
留
邦
人
保
護
の
名
目
で
大
軍
を
繰
り
出

し
、
日
清
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
当
時
朝
鮮
の
民
衆
は
、
政
府
の
財
政

危
機
を
取
り
繕
う
た
め
の
重
税
政
策
、
官
僚
た
ち
の
間
の
不
正
収
奪
の
横

行
、
日
本
人
の
米
の
買
占
め
に
よ
る
米
価
騰
貴
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
農
民
た
ち
は
、
日
本
へ
の
米
の
流
出
の
防
止
、
腐
敗
し
た
官
吏
の

罷
免
、
租
税
の
減
免
を
要
求
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
民
衆

革
命
運
動
を
指
導
し
た
の
が
、
東
学
教
団
の
幹
部
で
あ
っ
た
全

準
や
金



開
南
な
ど
で
あ
っ
た
。
東
学
組
織
を
使
っ
て
各
地
の
蜂
起
を
統
一
し
、
こ

の
と
き
立
ち
上
が
っ
た
農
民
は
二
〇
万
人
を
越
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か

し
、
農
民
軍
の
敗
北
で
教
祖
崔
時
亨
は
一
八
九
八
年
に
逮
捕
、
処
刑
さ
れ

る
。
東
学
布
教
は
一
九
〇
五
年
ご
ろ
か
ら
公
然
化
し
た
後
、
天
道
教
、
侍

天
教
な
ど
に
分
裂
す
る
が
、
天
道
教
が
主
流
と
な
っ
て
、
民
衆
の
な
か
に

広
ま
っ
て
い
く
。

天
道
教
は
一
九
一
〇
年
以
降
に
な
っ
て
か
ら
、
抗
日
民
族
運
動
と
並
行

。

、

し
て
新
文
化
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る

天
道
教
の
新
文
化
運
動
は

雑
誌
出
版
事
業
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
出
版
文
化
運
動
を
主
導
し

た
の
が
第
三
代
教
祖
の
孫
秉
熙

で
あ
っ
た
。
一
九
〇

（
ソ
ン
・
ビ
ョ
ン
ヒ
）

二
年
三
月
、
二
四
名
の
留
学
生
を
連
れ
て
渡
日
し
た
孫
秉
熙
は
、
そ
の
後

二
回
に
わ
た
っ
て
六
四
名
の
学
生
を
日
本
に
留
学
さ
せ
な
が
ら
、
教
育
を

通
し
た
自
主
自
立
を
図
っ
た

。
日
本
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
一
九
〇
六
年
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二
月
二
七
日
に
活
版
印
刷
所
で
あ
る
博
文
社
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
四
月

二
六
日
に
博
文
社
を
株
式
会
社
普
文
館
に
拡
張
変
更
し
、
教
書
の
大
量
印

刷
と
と
も
に
日
刊
新
聞
の
『
万
歳
報
』
を
発
行
し
た
。
普
文
館
を
解
体
し

た
後
の
一
九
一
〇
年
に
は
、
彰
新
社
を
創
設
す
る
一
方
で
、
普
成
学
校
を

引
き
受
け
る
。
そ
の
と
き
、
普
成
学
校
の
附
属
出
版
印
刷
所
の
普
成
社
も

併
せ
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
普
成
社
と
彰
新
社
を
合
併
し
て
普

成
社
と
い
う
名
称
で
施
設
を
大
幅
に
拡
張
し
た
。

し
か
し

『
天
道
教
会
月
報
』
や
天
道
教
の
教
材
、
学
校
の
教
科
書
な

、

ど
を
、
恒
常
的
に
低
価
あ
る
い
は
無
料
で
印
刷
し
て
配
っ
た
の
で
、
普
成

社
は
赤
字
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
赤
字
の
普
成
社
を
弊
社
す

る
こ
と
を
建
議
し
た
あ
る
幹
部
に
対
し
て
、
孫
秉
熙
は
次
の
よ
う
に
答
え

た
と
い
う
。

（
中
略
）

我
々
は
営
利
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
家
が
普
段
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
か
け
て
軍
隊
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
は
、
非
常
事
態
に
備
え
る
た
め
で
す
。
我
が
出
版
社
が
、
非
常

時
に
、
軍
隊
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
役
割
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ

。
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そ
し
て
こ
の
よ
う
な
自
分
の
発
言
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の

三
・
一
独
立
運
動

の
時
、
普
成
社
は
独
立
宣
言
書
を
印
刷
、
配
布
す
る

56

役
割
を
果
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
九
年
二
月
二
七
日
に
独
立
宣

言
書
を
二
万
一
千
部
印
刷
、
同
年
三
月
一
日
に
朝
鮮
独
立
新
聞
を
創
刊
、

一
万
部
を
発
行
し
た
普
成
社
は
、
同
年
六
月
二
八
日
に
放
火
で
焼
失
し
て

し
ま
う

。
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三
・
一
運
動
に
直
面
し
た
後
、
日
本
政
府
は
従
来
の
い
わ
ゆ
る
「
武
断

政
治
」
か
ら
転
換
を
は
か
り
、
政
治
的
基
本
線
は
変
え
な
い
範
囲
で
、
民

族
的
要
望
を
で
き
る
だ
け
聞
く
政
策
を
と
っ
た
。
一
九
一
九
年
八
月
一
九

日
「
朝
鮮
総
督
府
管
制
改
革
に
関
す
る
詔
書
」
の
公
布
に
お
い
て
、
原
敬

首
相
は
「
内
地
朝
鮮
と
も
帝
国
彊
土
内
に
て
、
何
等
差
異
あ
る
べ
き
根
本

理
由
が
な
け
れ
ば
、
漸
次
、
内
地
と
同
様
な
る
に
至
ら
し
め
ん
こ
と
、
朝

鮮
に
対
す
る
終
局
の
目
的
な
り
と
す
。
か
く
し
て
始
め
て
併
合
の
趣
旨
も

貫
徹
す
べ
く
」
と
発
表
し
た
。
こ
の
方
針
を
受
け
て
、
同
年
九
月
着
任
し

た
斎
藤
総
督
は
、
就
任
の
最
初
の
訓
示
の
中
で
「
文
化
的
制
度
の
革
新
」

「
文
明
的
政
治
の
基
礎
を
確
立
」
の
語
を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
政



治
」
を
標
榜
し
た
。
管
制
に
よ
り
、
従
来
総
督
が
武
管
制
で
あ
っ
た
の
を

文
官
で
も
な
り
得
る
こ
と
と
し

「
安
寧
秩
序
」
保
持
の
た
め
に
必
要
と

、

認
め
る
と
き
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
陸
海
軍
司
令
官
に
、
兵
力
の
使
用
を
請

求
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
憲
兵
警
察
制
を
廃
し
て
、
警
察
に
よ
る

治
安
維
持
策
を
た
て
た
。
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
官
吏
の
官
等
俸
給
制
を
共

通
に
し
、
判
事
、
検
事
は
日
本
人
、
朝
鮮
人
の
権
限
上
の
差
異
を
な
く
し

た
。
公
立
普
通
学
校
長
を
は
じ
め
朝
鮮
人
の
任
用
面
を
ひ
ろ
げ
る
と
同
時

に
、
官
吏
や
教
員
の
官
服
と
帯
剣
を
廃
止
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
に

入
っ
て
朝
鮮
人
の
民
間
新
聞
『
朝
鮮
日
報

『
東
亜
日
報

『
時
事
新
聞
』

』

』

の
発
刊
を
許
可
し
た
。

日
本
が
朝
鮮
支
配
の
政
策
を
変
更
し
た
主
な
要
因
は
、
大
規
模
な
三
・

一
運
動
に
対
す
る
武
争
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
抗
争
が
続
く
な
か
で
脅
威

を
覚
え
た
こ
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
民
族
自
決
主
義
の
影
響
に
よ
る
植
民
地

の
独
立
意
識
の
高
揚
で
植
民
政
策
の
危
機
を
感
じ
た
こ
と
、
一
〇
月
革
命

に
鼓
舞
さ
れ
た
朝
鮮
最
大
の
大
衆
運
動
で
、
ロ
シ
ア
革
命
の
前
例
で
み
る

思
想
的
な
動
き
の
脅
威
、
大
戦
後
の
恐
慌
の
打
開
策
と
し
て
、
朝
鮮
の
資

本
収
奪
に
よ
る
内
地
の
経
済
不
況
の
緩
和
を
は
か
る
目
的
、
帝
国
列
強
の

植
民
政
策
の
反
省
が
問
わ
れ
る
時
期
に
、
米
・
英
に
よ
る
日
本
の
朝
鮮
弾

圧
策
の
批
判
か
ら
国
際
世
論
を
意
識
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

文
。「

化
政
治
」
を
通
し
て
朝
鮮
に
は
、
一
視
同
仁
、
形
式
主
義
の
刷
新
、
民
意

暢
達
、
教
育
の
刷
新
、
地
方
制
度
、
産
業
の
開
発
、
交
通
、
衛
生
、
警
察

制
度
の
改
革
、
財
務
、
救
恤
、
宗
教
、
慣
習
及
文
化
の
尊
重
の
新
施
政
が

行
わ
れ
た

。
58

天
道
教
の
動
向
を
み
る
と
、
三
・
一
運
動
を
主
導
し
た
嫌
疑
で
教
祖
の

孫
秉
熙
が
逮
捕
さ
れ
た
後
も
、
一
九
一
九
年
九
月
二
日
に
「
天
道
教
青
年

」

。

教
理
講
研
部

を
組
織
し
て
引
き
続
き
新
文
化
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た

一
九
二
〇
年
に
「
天
道
教
青
年
会
」
に
改
称
し
た
「
天
道
教
青
年
教
理
講

研
部
」
は
、
青
年
運
動
の
基
調
と
な
っ
た
。
そ
し
て
大
衆
啓
蒙
事
業
の
手

段
と
な
る
言
論
機
関
の
必
要
性
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
三
月
に
開
闢
社

を
設
立
す
る
。
李
敦
化
、
方
定
煥
、
金
起
田
、
朴
達
成
、
李
斗
星
、
鄭
道

俊
、
朴
来
弘
、
金
玉
斌
な
ど
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
す
る
開
闢
社
は

『
開

、

闢
』
誌
を
は
じ
め
、
様
々
な
雑
誌
を
刊
行
す
る

。
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「
文
化
政
治
」
に
よ
る
言
論
規
制
の
緩
和
に
よ
っ
て

『
開
闢
』
誌
が

、

創
刊
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
か
ら
廃
刊
さ
れ
る
一
九
二
六
年
の
八
月
一
日
ま

で
、
天
道
教
雑
誌
を
除
い
て
も
お
よ
そ
九
一
種
の
雑
誌
が
続
出
し
て
い
た

。
こ
の
よ
う
に
周
辺
雑
誌
が
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
に
も

60か
か
わ
ら
ず

『
開
闢
』
は
、
全
国
的
な
販
売
網
と
積
極
的
な
販
売
戦
略

、

。

「
『

』

を
も
っ
て
幅
広
い
読
者
層
を
獲
得
し
て
い
た

呉
栄
根
の
論
文

開
闢

に
関
す
る
書
誌
的
研
究
」
に
よ
る
「
開
闢
社
の
支
社
・
分
社
・
分
買
所
の

」

、

、

、

地
域
分
布
状
況

に
よ
る
と

全
羅
道
一
二
箇
所

慶
尚
道
一
五
箇
所
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清
州
道
一
箇
所
、
忠
清
道
四
箇
所
、
江
原
道
三
箇
所
、
京
畿
道
一
箇
所
、

黄
海
道
七
箇
所
、
平
安
道
二
五
箇
所
、
咸
境
道
一
八
箇
所
、
そ
し
て
海
外

。

『

』

に
も
一
一
箇
所
の
地
域
に
支
社
を
保
有
し
て
い
た
と
い
う

ま
た

開
闢

は
、
一
九
二
〇
年
代
に
新
聞
紙
法

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
も
の

62

で
も
あ
っ
た

。
廃
刊
ま
で
の
六
年
二
ヶ
月
間
、
通
巻
七
二
号
を
出
版
し
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た
『
開
闢
』
は
、
発
売
禁
止
三
四
回
、
停
刊
一
回
、
罰
金
一
回
の
処
分
を

受
け
て
い
る
。

創
刊
号
か
ら
発
売
を
禁
止
さ
れ
た
『
開
闢
』
は
、
号
外
の
臨
時
号
と
な



っ
て
創
刊
さ
れ
る

『
開
闢
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
児
童
文
芸
物
な
る

。

読
物
に

可
笑
し
い
話

と

笑
話

が
掲
載
さ
れ
た

い
ず
れ
も

イ

、「

」

「

」

。

「

ソ
ッ
プ
物
語
」
に
教
訓
の
言
葉
を
付
し
た
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る

『
少

。

年
』
創
刊
号
に
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
を
掲
載
し
た
崔
南
善
は

「
最
後
に

、

は
有
名
な
内
外
教
育
家
の
解
説
を
付
け
て
お
く
の
で
、
易
し
い
話
の
な
か

に
深
く
て
難
し
い
理
致
が
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
処
身
行
動
に
有
助
す
る
こ

と
を
願
う

」
と
前
提
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
「
教
訓
重
視
」
の
態

。

度
は
『
開
闢
』
創
刊
号
ま
で
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
強
我
之
が

「
友
へ
」
と
い
う
詩
を
通
し
て

「
友
よ
、
ど
う
か
自
我
主
義
に
目
覚
め

、

な
さ
い
、
ど
う
か
自
力
主
義
を
身
に
付
け
な
さ
い
、
ど
う
か
生
の
要
路
へ

進
み
な
さ
い
」
と
、
少
年
の
自
覚
を
促
し
て
い
る

『
開
闢
』
の
創
刊
号

。

に
は
、
朴
達
成
の
「
緊
急
に
解
決
す
べ
き
朝
鮮
の
二
大
問
題
」
と
い
う
言

説
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

そ
こ
に
は

朝
鮮
が
当
面
し
た
緊
急
問
題
に

教

。

、

「

育
問
題
」
と
「
農
村
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
育
と
殖
産
を
二
つ
の

、「

」

「

」

柱
と
し
た
国
権
回
復
運
動
の
も
と

開
化
思
想

と

教
育
救
国
思
想

が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
説
に

『
開
闢
』
第
二
号

、

を
通
し
て
世
に
出
さ
れ
た
金
小
春
の
「
長
幼
有
序
の
末
弊
」
が
あ
る
。

長
幼
有
序
の
も
と
も
と
の
意
味

即
ち
、
最
初
に
五
倫
を
教
え
た

―

人
の
意
思
に
よ
る
と
、
大
概
は
礼
儀
作
法
上
に
お
け
る
長
幼
の
順
序

を
い
っ
た
も
の
の
、
決
し
て
長
者
が
幼
者
の
人
格
を
無
視
す
る
ま
で

の
位
序
を
決
め
た
も
の
で
は
な
い

要
す
る
に
、
第
一
に
幼

。（
中
略
）

年
も
人
間
で
あ
る
。
二
千
万
兄
弟
の
な
か
の
一
人
で
あ
り
、
世
界
十

六
億
万
人
の
な
か
の
一
人
で
あ
り
、
将
来
に
大
き
な
運
命
を
開
拓
し

て
い
く
働
き
手
の
一
人
な
の
で
、
彼
ら
の
人
格
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
幼
の
間
に
新
し
い
道
を
開

き
直
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
を
長
者
で
あ
る
我
々
が
各

自
に
身
に
付
け
る
と
、
長
幼
有
序
の
末
弊
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
悪
習
を

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
半
島
の
数
百
万
の
幼
い
男
女

は
、
因
習
の
恐
る
べ
き
弊
害
か
ら
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
近
、

女
性
解
放
論
が
隆
盛
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
解
放

論
は
ど
う
し
て
伝
え
ら
れ
な
い
の
か

。
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と
、
金
小
春
は
「
幼
年
も
人
間
で
あ
る
」
こ
と
を
宣
言

「
幼
年
男
女
の

、

解
放
」
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
ま
で
「
人
格
」
を
も
っ
た
「
人
間
」
と
し
て

の
認
識
が
な
か
っ
た
「
幼
い
男
女
」
に
対
し
て
、
一
人
前
の
独
立
し
た
人

格
を
備
え
た
人
間
で
あ
る
こ
と
が
、
朝
鮮
で
初
め
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ

る
。崔

南
善
が
唱
え
て
い
た
「
少
年
」
は

「
剛
健
で
堅
確
で
窮
通
」
な
人

、「

」

、

物
を
目
指
し
て
万
物
の
理
知
を
探
究
す
る

我
が
大
韓
の
少
年

で
あ
り

「
活
動
的
進
取
的
発
明
的
な
大
国
民
」
に
な
り
得
る
た
め
智
力
を
備
え
、

我
が
国
及
び
世
界
文
化
に
大
貢
献
を
な
す
「
我
が
大
韓
の
少
年
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
崔
南
善
の
「
少
年
思
想
」
を
受
け
継
ぐ
一
方
で
、
一
九

二
〇
年
に
至
っ
て
は

「
少
年
」
か
ら
分
離
さ
れ
た
「
幼
い
男
女
」
の
独

、

自
の
価
値
を
唱
え
る

「
児
童
解
放
論
」
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
金
小

、

春
に
よ
る
「
児
童
解
放
論
」
の
台
頭
が
、
天
道
教
の
基
本
理
念
を
そ
の
基

底
に
お
い
て
こ
そ
可
能
に
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。



長
幼
有
序
な
ど
の
儒
教
的
因
習
の
問
題
を
指
摘
、
悪
習
の
打
破
を
主
張

す
る
論
説
は

『
開
闢
』
を
通
し
て
続
々
と
発
表
さ
れ
る

『
開
闢
』
第
一

、

。

四
号
に
お
い
て
も
、

朝
鮮
児
童
に
対
す
る
無
礼
は
、
そ
の
根
本
原
因
が
児
童
に
対
す
る
情

的
教
育
の
欠
如
に
あ
る
。
儒
教
の
形
式
的
な
倫
理
を
生
き
方
と
し
て

い
る
朝
鮮
の
人
々
は
、
一
般
的

に
児
童
に
対

（
家
庭
で
も
社
会
で
も
）

す
る
対
等
な
礼
遇
を
も
た
な
い
。
児
童
を
教
育
す
る
場
合
は
、
威
圧

的
あ
る
い
は
独
断
的
に
「
そ
う
し
て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
は
出
来
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
を
取
る
一
方
で
あ
る

。
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と
、
儒
教
の
形
式
的
な
倫
理
の
脱
皮
が
促
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
具

体
的
な
改
善
策
と
し
て

児
童
相
互
間
の
敬
語
使
用

が
提
示
さ
れ

開

、「

」

、『

闢
』
第
一
六
号
を
通
し
て
述
べ
ら
れ
る

『
開
闢
』
第
一
六
号
の
「
我
が

。

」

、

、

静
中
動
観

で
は

京
城
の
啓
明
倶
楽
部
が
同
部
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て

学
生
相
互
間
に
敬
語
を
使
う
こ
と
を
総
督
府
当
局
に
建
議
し
た
こ
と
を
報

じ
て
い
る

「
当
局
に
建
議
し
た
こ
と
で
満
足
せ
ず
、
一
般
社
会
に
こ
れ

。

を
徹
底
的
に
宣
伝
し
、
ま
ず
は
部
員
の
各
自
が
各
自
の
家
庭
児
童
間
に
お

い
て
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
」

を
奨
励
し
て
い
る
。
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『
開
闢
』
第
一
五
号
の
「
生
活
の
条
件
を
本
位
と
し
た
朝
鮮
の
改
造
事

業
」
に
お
い
て

「
少
年
の
朝
鮮
半
島
」
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
李
敦
化

、

は
、
第
一
八
号
に
「
新
朝
鮮
の
建
設
と
児
童
問
題
」
と
い
う
論
説
を
発
表

す
る
。
こ
れ
に
お
い
て

「
恒
常
十
年
後
の
朝
鮮
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
を

、

主
唱
、
新
朝
鮮
を
改
造
す
る
た
め
に
は
児
童
問
題
の
解
決
が
何
よ
り
も
重

要
だ
と
述
べ
、
児
童
問
題
の
解
決
こ
そ
将
来
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
根
本
的

に
解
決
す
る
重
要
な
部
分
だ
と
論
じ
る
。
そ
し
て
児
童
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
次
の
三
つ
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
の
三
つ

と
は

「
児
童
尊
敬
の
風
を
養
う
こ
と

「
児
童
保
護
機
関
を
設
置
す
る

、

」
、

こ
と

「
少
年
指
導
機
関
と
貧
児
教
育
方
針
を
た
て
る
こ
と
」
で
あ
る
。

」
、

こ
の
他
に
『
開
闢
』
を
通
し
て
児
童
問
題
を
扱
い

「
児
童
解
放
」
を

、

唱
え
て
い
る
論
文
は
、
第
一
七
号

か
ら
第
二
一

（
一
九
二
一
年
一
一
月
一
日
）

号

ま
で
、
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
魯
唖

（
一
九
二
二
年
三
月
一
日
）

子
の
「
少
年
へ

、
第
二
三
号

の
金
秉
濬
の
「
新

」

（
一
九
二
二
年
五
月
一
日
）

学
年
入
学
難
と
我
が
覚
醒

、
第
三
一
号

の
趙
チ

」

（
一
九
二
三
年
一
月
一
日
）

〈
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

（
一
九
二

ョ
ル
ホ
の
「
少
年
軍
団
！
朝
鮮

、
第
三
三
号

〉
」

の
朴
達
成
の
「
朝
鮮
教
育
界
と
教
育
資
格
問
題

、
第
三

三
年
三
月
一
日
）

」

五
号

の
起
廛
の
「
開
闢
運
動
と
合
致
さ
れ
る
朝

（
一
九
二
三
年
五
月
一
日
）

鮮
の
少
年
運
動
」
な
ど
が
あ
る
。

五
回
に
わ
た
っ
て

少
年
へ

を
連
載
し
た
魯
唖
子
は

少
年
へ

其

「

」

、「

（

二

」
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
。

）
こ
の
よ
う
な
相
互
不
信
か
ら
生
じ
る
結
果
の
な
か
で
、
最
も
恐
ろ
し

い
の
は
団
体
生
活
の
不
可
能
で
あ
る
。
一
民
族
の
生
活
と
は
も
は
や

一
大
の
団
体
生
活
で
あ
り
、
そ
の
民
族
生
活
は
ま
た
無
数
の
大
小
団

。

、

、

、

体
生
活
の
集
積
な
の
で
あ
る

産
業
団
体

教
育
団
体

宗
教
団
体

修
養
団
体
、
慈
善
事
業
や
娯
楽
、
運
動
を
目
的
と
す
る
団
体
、
各
種

学
者
の
団
体
な
ど
、
一
民
族
の
生
活
は
こ
の
よ
う
な
各
種
の
団
体
生

活
を
細
胞
と
し
て
組
織
さ
れ
た
大
団
体
生
活
で
あ
る
。
国
家
を
個
人



の
集
合
と
み
る
面
が
あ
る
と
同
時
に
、
個
人
の
集
合
で
あ
る
大
小
諸

団
の
集
合
と
み
る
一
面
も
ま
た
あ
る
の
で
あ
る

こ
の
よ
う

。（
中
略
）

な
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
健
全
で
興
旺
で
な
く
て
は
そ
の
民
族
生
活
は
衰

退
を
免
れ
な
い
。
自
由
団
結
は
、
社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
今
日
に

お
い
て
は
国
家
の
政
治
制
度
の
よ
う
に
重
要
な
、
ま
た
相
互
分
離
で

き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る

。
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少
年
に
向
っ
て
「
自
由
団
結
」
を
提
唱

「
全
民
族
的
な
団
体
生
活
が

、

不
可
能
に
な
る
と
そ
の
民
族
は
滅
亡
す
る
し
か
な
い
」
と
警
告
し
た
魯
唖

子
は

『
開
闢
』
第
二
〇
号
の
「
少
年
へ
（
其
四

」
に
お
い
て
も
、
次
の

、

）

よ
う
に
「
少
年
同
盟
」
を
主
唱
す
る
。

朝
鮮
の
少
年
男
子
よ
、
女
子
よ
、
朝
鮮
の
運
命
の
指
針
を
動
け
る
原

動
力
は
我
々
の
手
に
あ
る
。
我
々
は
そ
の
力
を
発
揮
出
来
る
人
物
に

な
る
為
、
工
夫
す
る
よ
う
に
同
盟
し
よ
う

。
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こ
の
よ
う
な
主
導
概
念
に
導
か
れ
、
も
は
や
天
道
教
内
で
は
、
少
年
の

団
結
を
図
る
動
き
が
活
発
に
起
こ
っ
て
い
た
。
一
九
二
一
年
五
月
、
開
闢

社
の
主
幹
で
あ
る
金
起
田
、
李
定
鎬
、
方
定
煥
が
「
天
道
教
少
年
会
」
を

組
織
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
三
〇
余
名
で
始
ま
っ
た
「
天
道

教
少
年
会
」
の
会
員
は
、
同
年
一
〇
月
に
は
三
七
〇
名
と
な
り
、
急
速
に

「
少
年
運
動
」
を
組
織
化
・
体
系
化
し
て
い
っ
た
。
無
視
や
軽
視
の
対
象

か
ら

「
児
童
尊
重
」
の
風
潮
を
生
み
出
し
て
い
く
新
生
の
流
れ
の
勢
力

、

、

「

」

。

に
乗
り
な
が
ら

朝
鮮
の

少
年
運
動

は
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

、

「

」

前
述
し
た
よ
う
に

一
九
一
九
年
九
月
二
日
に

天
道
教
教
理
講
研
部

、

「

」

、

が
組
織
さ
れ
た
が

こ
れ
が
一
九
二
〇
年
に

天
道
教
青
年
会

に
改
称

こ
の
中
に
一
九
二
一
年
四
月
に
「
少
年
部
」
が
設
け
ら
れ
、
五
月
一
日
に

「
天
道
教
少
年
会
」
と
な
っ
た

『
オ
リ
ニ
』
創
刊
号
の
一
面
に
、
次
の

。

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

書
店
や
講
習
所
や
主
日
学
校
で
は
な
い
、
社
会
的
会
合
の
性
質
を
も

つ
少
年
会
が
我
が
朝
鮮
に
出
来
た
の
は
、
慶
尚
南
道
晋
州
で
組
織
さ

。

、

れ
た
晋
州
少
年
会
が
最
初
で
し
た

再
昨
年
の
春

（

）

以
下
九
行
削
除

五
月
一
日
に
ソ
ウ
ル
で
誕
生
の
産
声
を
あ
げ
た
天
道
教
少
年
会
、
こ

れ
は
我
が
幼
い
仲
間
三
十
余
名
が
集
ま
っ
て
組
織
し
た
も
の
で
、
朝

鮮
少
年
運
動
の
初
鼓
動
で
し
た

。
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ま
た
『
開
闢
』
第
一
六
号
の
「
可
賀
す
べ
き
少
年
会
の
自
覚
」
に
は
、

該
会

規
約
の
「
第
二
」
條
を
み
る
と

「
本
会
は

（
天
道
教
少
年
会
）

、

会
員
の
徳
性
と
身
体
の
発
育
を
図
っ
て
健
全
な
少
年
を
育
て
る
の
を

目
的
」
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
そ
の
規
約
の
「
第
九
」
条
に
は
「
こ

の
会
の
目
的
を
建
て
る
た
め
に
、
遊
楽
部
と
談
論
部
と
学
習
部
と
慰

、

、

悦
部
の
四
つ
の
部
を
設
け
て

遊
楽
部
で
は
遊
戯
と
運
動
を
行
な
い

談
論
部
で
は
談
話
と
講
論
を
行
な
い
、
学
習
部
で
は
社
会
各
方
面
の

実
際
を
学
習
し
、
慰
悦
部
で
は
会
員
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
を

問
わ
ず
、
時
と
境
遇
に
相
応
す
る
慰
問
と
お
祝
い
を
行
な
う
こ
と
」

と
い
っ
て
、
そ
の
会
の
目
的
と
事
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

。
70



と

「
天
道
教
少
年
会
」
の
目
的
や
活
動
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
部

、
分
の
続
き
に
は
、
同
会
の
活
動
の
な
か
で
も
特
に
「
会
員
相
互
間
に
敬
語

を
使
用
す
る
こ
と

「
お
見
舞
い
、
お
祝
い
、
追
悼
会
な
ど
を
通
し
て
少

」
、

年
の
人
格
自
重
心
を
養
成
す
る
こ
と

「
休
日
に
は
必
ず
団
体
で
名
勝
古

」
、

蹟
を
尋
問
す
る
こ
と

「
毎
週
二
回
の
集
会
を
行
な
う
こ
と
」
の
四
つ
の

」
、

活
動
を
注
視
し
て
い
る
。

少
年
運
動
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
仲
村
修
の
「
朝
鮮
初
期

少
年
運
動

と
児
童
文
学
」

に
よ
る
と
、
少
年

（
一
九
一
九
～
一
九
二
五
年
）
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運
動
は
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
を
契
機
と
し
て
広
が
っ
て
い

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
一
九
年
に
「
元
山
韓
国
少
年
団

「
安
辺
少

」
、

年
会

「
倭
館
少
年
会

「
横
城
少
年
会
」
な
ど
が
、
一
九
二
一
年
一
月

」
、

」
、

に
は
「
晋
州
少
年
団
」
が
一
足
早
く
つ
く
ら
れ
て
い
た
が

「
天
道
教
少

、

年
会
」
は
全
国
規
模
で
組
織
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。

一
九
二
二
年
三
月
一
日
発
行
の
『
開
闢
』
第
二
一
号
に
は
、
魯
唖
子
の

「
少
年
へ
（
其
五

」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
少
年
同
盟
と
そ
の
具
体
的

）

。

考
案
」
と
い
う
副
題
の
も
と
、
魯
唖
子
は
引
き
つ
づ
き
同
盟
の
必
要
性
を

唱
え
、
次
の
よ
う
な
同
盟
の
具
体
的
な
方
法
を
提
示
す
る
。

・
団
体
の
各
員
の
意
思
が
そ
の
団
体
の
趣
旨
に
対
し
て
は
絶
対
的
に

一
致
す
る
こ
と
。

・
団
体
の
法
を
厳
守
す
る
こ
と
。

・
団
体
の
各
員
が
団
体
及
び
信
ず
る
他
の
団
員
を
愛
す
る
こ
と
。

・
団
体
の
各
員
は
団
体
の
行
為
に
対
し
て
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
。

・
団
体
の
目
的
し
た
事
業
を
成
し
遂
げ
る
よ
う
な
経
済
的
基
礎
を
確

立
す
る
こ
と

。
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こ
の
よ
う
な
指
針
に
導
か
れ

「
天
道
教
少
年
会
」
は
一
九
二
二
年
五

、

月
一
日
に
創
立
一
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
日
を
「
子
ど
も
の
日
」
に
指
定

し
て
記
念
行
事
を
行
な
っ
た
。
こ
の
朝
鮮
初
の
「
子
ど
も
の
日
」
に
つ
い

て

『
セ
ク
ト
ン
会
子
ど
も
運
動
史
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

、
『
子
ど
も
の
日
』
は
『
セ
ク
ト
ン
会
』
会
員
で
あ
る
方
定
煥
先
生
提

唱
し
、
天
道
教
少
年
会
の
名
義
で
公
布
さ
れ
た
。
第
一
回
の
紀
念
式

（
指
導
委
員
、
金
起

は
、
天
道
教
の
金
起
田
に
よ
り
、
天
道
教
少
年
会

を
母
胎
に
組
織
さ
れ
た
朝
鮮
少
年
運
動
協
会
の
主
催
で

田
・
方
定
煥
）

行
な
わ
れ
た

。
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「
天
道
教
少
年
会
」
を
中
心
と
し
た
少
年
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
一

方
、
一
九
二
二
年
六
月
、
開
闢
社
は
『
愛
の
贈
り
物
』
と
い
う
童
話
集
を

出
版
す
る

『
愛
の
贈
り
物
』
に
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
や
グ
リ
ム
童

。

話
、
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
な
ど
の
世
界
名
作
童
話
一
〇
作
の
翻
案
物
が
収

め
ら
れ
た
。
一
九
二
五
年
に
八
版

、
一
九
二
六
年
二
月

（
一
六
〇
〇
〇
部
）

に
九
版
、
一
九
二
六
年
七
月
に
一
〇
版
と
再
版
を
重
ね
た
ほ
ど

『
愛
の

、
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（
一
九
二
二
年
八
月
一

贈
り
物
』
は
大
好
評
で
あ
っ
た

『
開
闢
』
第
二
六
号

。

に
出
さ
れ
た
『
愛
の
贈
り
物
』
の
広
告
欄
を
み
る
と

「
小
波
方
定

日
）

、

煥
氏
訳
」
と
記
さ
れ
て
い
る

『
愛
の
贈
り
物
』
の
著
者
で
、
今
現
在
も

。

韓
国
児
童
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
名
高
い
方
定
煥
は

こ
の
と
き
か
ら

小

、

「



波

」
と
い
う
筆
名
を
公
式
的
に
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ソ
パ
）

天
道
教
の
第
三
代
教
祖
、
孫
秉
熙
の
三
女
の
婿
で
も
あ
る
方
定
煥
は
、

一
九
二
〇
年
九
月
一
五
日
を
前
後
に
渡
日
し
、
東
洋
大
学
の
聴
講
生
と
な

。

『

』

、『

』

る

日
本
滞
在
中
に

愛
の
贈
り
物

を
仕
上
げ
た
方
定
煥
は

開
闢

の
東
京
特
派
員
と
天
道
教
青
年
会
の
東
京
支
社
会
長
職
を
兼
ね
て
い
て
、

京
城
と
東
京
を
往
来
し
な
が
ら
『
開
闢
』
と
『
天
道
教
月
報
』
を
通
し
た

執
筆
活
動
を
続
け
て
い
た
。
一
九
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
東
洋
大
学
を
退

学
し
た
後
は

「
天
道
教
少
年
会
」
の
創
立
一
周
年
記
念
行
事

『
愛
の
贈

、

、

り
物
』
の
出
版
、
童
話
大
会
開
催
、
講
演
会
、
童
話
創
作
な
ど
、
本
格
的

な
児
童
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た

。
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『

』

、「

」

一
九
二
三
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た

開
闢

第
三
一
号
に
は

小
波

の
筆
名
で
「
新
た
に
開
拓
さ
れ
る(

童
話
〉
に
関
し
て
」
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
方
定
煥
は

「
童
話
の
〈
童
〉
の
字
を
見
た
だ
け
で
も
一

、

、

」

部
の
読
者
以
外
の
一
般
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は

知
ら
ん
顔
を
し
て
き
た

と
当
時
の
童
話
に
対
す
る
認
識
を
指
摘
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

童
話
は
そ
の
少
年
―
児
童
の
精
神
生
活
の
重
要
な
一
部
面
で
あ
り
、

緊
要
な
食
物
で
あ
る
。
文
化
的
に
進
化
し
た
現
代
に
お
い
て
は
、
我

々
人
間
的
教
養
の
一
要
素
と
し
て
芸
術
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
よ

う
に
、
現
代
の
児
童
に
は
そ
の
人
間
的
生
活
の
要
素
と
し
て
童
話
が

要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

童
話
の
「
童
」
は
児
童
の
「
童
」
で
あ
り

「
話
」
は
説
話
で
あ
る

、

か
ら

「
童
話
」
と
い
う
の
は
児
童
の
説
話
な
い
し
児
童
の
た
め
の

、

説
話
で
あ
る

。
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ま
た

童
話
が
児
童
に
与
え
る

情
意
の
啓
発

徳
性
の
育
成

同

、

「

」
、「

」
、「

情
心
、
正
義
心
の
育
成

「
宗
教
的
信
仰
の
基
礎
」
な
ど
の
利
益
に
つ
い

」
、

て
述
べ

「
決
し
て
教
訓
だ
け
が
童
話
の
正
面
の
目
的
で
は
な
い
」
こ
と

、

。

、

も
指
摘
し
て
い
る

童
話
は
少
年
少
女
だ
け
に
読
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く

「
広
く
人
類
が
あ
ま
ね
く
読
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
作
家
も
常
に
大
人
が

小
児
に
与
え
る
も
の
を
書
く
の
で
は
な
く
、
人
類
の
も
っ
て
い
る
永
遠
の

児
童
性
の
た
め
に
童
話
で
書
く
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
方
定
煥
の
こ
の

よ
う
な
主
張
は

「
童
心
」
の
尊
重
を
呼
び
か
け
と
し
て
、
ま
た
「
児
童

、

の
発
見
」
と
し
て
の
意
味
を
も
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
ま
で
朝

鮮
に
発
行
さ
れ
て
い
た
童
話
集
に
は
、
韓
錫
源
の
『
雪
の
花

、
呉
天
錫

』

の
『
金
の
鈴

、
方
定
煥
の
『
愛
の
贈
り
物
』
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の

』

よ
う
な
状
況
の
な
か
、
方
定
煥
は
「
童
話
の
普
及
」
を
主
唱
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

方
定
煥
の
「
新
た
に
開
拓
さ
れ
る
〈
童
話
〉
に
関
し
て
」
が
『
開
闢
』

に
掲
載
さ
れ
て
二
ヶ
月
後
の
同
年
三
月
二
〇
日
、
開
闢
社
か
ら
方
定
煥
主

幹
の
児
童
雑
誌
『
オ
リ
ニ
』
が
創
刊
さ
れ
る

「
韓
国
に
お
け
る
最
初
の

。

本
格
的
な
児
童
雑
誌
」

と
評
価
さ
れ

「
近
代
児
童
文
学
の
始
発
点
」

、
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『

』

、

、

と
さ
れ
る

オ
リ
ニ

は

一
九
三
四
年
七
月
に
通
巻
一
二
二
号
で
休
刊

解
放
の
三
年
後
に
復
刊
さ
れ
て
一
五
ヶ
月
間
続
刊
さ
れ
た
後
、
廃
刊
さ
れ

る
。
そ
の
後
一
九
四
八
年
五
月
に
一
二
三
号
を
も
っ
て
、
も
う
一
回
復
刊

、

、

。

さ
れ
る
が

一
九
四
九
年
一
二
月

完
全
な
終
刊
と
な
っ
た

（

）

一
三
七
号

一
九
二
三
年
二
月
一
日
発
行
の
『
開
闢
』
第
三
二
号
に
は
、
天
道
教
少

年
会
に
よ
る
『
オ
リ
ニ
』
創
刊
号
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、



「
少
年
運
動
の
第
一
歩
で
、
少
年
雑
誌

オ
リ
ニ
、
三
月
一
日

（
毎
月
二
回
）

、
我
々
は
ま
ず
こ
れ
を
も
っ
て
種
を
ま
く
」
と
記
さ
れ
て
い

（
か
ら
発
行
）

。

『

』

、『

』

る

ま
た

開
闢

第
三
二
号

に
は

オ
リ
ニ

（

）

一
九
二
三
年
三
月
一
日

創
刊
号
の
目
次
ま
で
記
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

我
々
は
先
ず
こ
の
よ
う
に
新
た
な
種
を
ま
き
ま
す
。
新
雑
誌
『
オ
リ

ニ
』
創
刊
号

子
ど
も
の
よ
う
に
純
潔
な
も
の
も
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
よ
う
に
正

直
な
も
の
も
な
く
、
子
ど
も
の
心
の
よ
う
に
尊
貴
な
芸
術
も
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
世
界
、
あ
そ
こ
に
は
、
い
つ
も
百
花
が
満
開
し
て

い
ま
す
。
あ
そ
こ
に
入
れ
る
人
は
幸
せ
な
人
で
あ
り
ま
す
。

『
オ
リ
ニ
』
創
刊
号
の
内
容

我
々
は
こ
の
よ
う
に
や
り
遂
げ
て
来
ま
し
た
。

（
朝
鮮
少
年
運
動
の
記
録
）

本
当
の
童
話
、
マ
ッ
チ
売
り
少
女

ツ
バ
メ
の
よ
う
な
露
西
亜
少
年

（
朝
鮮
童
話
劇
）

歌
の
袋

（
南
鮮
童
謡
）

青
い
鳥

（
三
月
の
花
の
伝
説
）

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
物
語

自
働
電
話
、
確
か
に
中
東
学
校
の
生
徒
で
し
た
、
ト
イ
レ
に
行
き
た

い
人
の
悪
い
ワ
ザ

仏
西
童
話
、
い
た
ず
ら
っ
こ
鬼
神

（
イ
ソ
ッ
プ
氏
の
幼
年
逸
話
）

歩
き
な
さ
い

兎
の
耳
、
世
界
消
息
、
地
方
少
年
会
通
信

面
白
く
て
有
益
な
、
懸
賞
問
題

こ
の
よ
う
に
色
ん
な
も
の
を
満
載
し
て
も
本
代
は
た
っ
た
の
五
銭

広
告
の
枠
に
は

「
大
人
も
こ
れ
を
読
ん
で
、
子
ど
も
も
こ
れ
を
読
も

、

う
。
先
ず
あ
な
た
が
読
ん
で
、
そ
れ
か
ら
必
ず
幼
い
子
女
に
読
ま
せ
ま
せ

う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
広
告
の
左
側
に
は
「
世
の
中
の
紳
士
諸
賢
と
子

弟
を
も
つ
父
兄
へ
の
告
」
と
題
し
た
「
今
の
我
々
に
た
っ
た
一
つ
希
望
を

も
た
せ
る
も
の
は
、
明
日
の
朝
鮮
の
担
い
手
、
少
年
少
女
た
ち
を
よ
く
育

て
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
家
庭
の
た
め
に
も
、
朝
鮮
全
体

の
た
め
に
も
、
そ
れ
の
み
が
確
実
な
我
々
の
活
路
で
あ
り
ま
す

」
と
い

。

う
よ
う
な
記
述
も
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
広
告
の
最
後
に
は
「
義
庵

」

「

」

。

孫
秉
熙
先
生

と

芝
江
梁
漢
默
先
生

の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

上
記
の
広
告
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

『
オ
リ
ニ
』
は
「
天
道
教
少

、

年
会
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
少
年
運
動
の
第
一
歩
と
し
て
創
刊
さ

れ
た

「
少
年
運
動
」
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
み
る
と

「
数
の
多
い
順

。

、

（
舞
踏
）

（
大
）

に
列
挙
す
る
と
、
雄
弁
大
会
・
歌
劇

会
・
討
論
会
・
童
話

会
・
講
演
会
・
音
楽
会
・
そ
の
ほ
か
童
謡
童
話
会
・
音
楽
舞
踏
会
・
演
芸

会
・
演
劇
会
・
学
芸
会
・
学
芸
展
覧
会

・
幼
燈
会
・
活
動

（
書
画
展
覧
会
）

写
真

会
・
早
起
き
大
会
・
蓄
音
器
演
奏
会
」

な
ど
が

（
ト
ー
キ
ー
映
画
）
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あ
っ
た

『
オ
リ
ニ
』
主
催
で
毎
週
の
よ
う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な

。

わ
れ
て
お
り

『
オ
リ
ニ
』
の
「
地
方
少
年
会
消
息
」
欄
や
「
新
消
息
」

、

欄
を
通
し
て
そ
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
た

「
嬉
し
い
知
ら
せ
」
欄
を

。

通
し
て
は
、
新
た
に
組
織
さ
れ
た
少
年
会
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
の
新

聞
に
お
い
て
も
、
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
少
年
会
の
創
立
式
や
記



念
行
事
、
童
話
会
、
歌
劇
会
な
ど
に
関
す
る
記
事
は
目
立
つ
ほ
ど
頻
繁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
オ
リ
ニ
』
を
考
え
る
際
に
は

「
天
道
教
少
年
会
」
の
他
、
も
う
一

、

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
組
織
が
あ
る

『
オ
リ
ニ
』
の
創
刊
と
時
を
共
に

。

し
て
、
一
九
二
三
年
五
月
一
日
に
東
京
で
創
立
し
た
、
朝
鮮
最
初
の
少
年

問
題
研
究
会

「
セ
ク
ト
ン
会

」
で
あ
る

『
松
明
』
第
一
巻
第

、

。

（색
동
회

）

五
月
号

に
は

「
セ
ク
ト
ン
会
特
集
」
が
設
け
ら

（
一
九
六
九
年
五
月
一
日
）

、

れ
、
セ
ク
ト
ン
会
の
同
人
で
あ
っ
た
尹
克
榮
、
李
軒
求
、
鄭
寅
燮
、
曺
在

浩
、
秦
長
燮
の
文
章
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
尹
克

榮
は
、
一
九
二
二
年
の
秋
に
名
前
だ
け
聞
い
て
知
っ
て
い
た
方
定
煥
が
自

分
の
所
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
養
成
を
急
が

な
く
て
は
い
け
な
い
、
我
が
童
心
を
取
り
戻
そ
う
、
と
い
っ
た
方
定
煥
の

情
熱
と
誠
意
あ
ふ
れ
る
話
し
ぶ
り
に
尹
克
榮
は
説
得
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

し
て
尹
克
榮
は

「
お
そ
ら
く
小
波
は
、
夢
遊
病
患
者
の
よ
う
に
あ
っ
ち

、

こ
っ
ち
同
志
を
求
め
て
歩
き
回
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
る
。
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方
定
煥
の
努
力
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
セ
ク
ト
ン
会
」
は
、
一
九
二

三
年
三
月
一
六
日
、
東
京
の
方
定
煥
の
下
宿
先

で
第
一
回
目
の
会
合
を

81

。

、

、

、

、

、

行
な
っ
た

会
録

に
よ
る
と

方
定
煥

姜
英
鎬

孫
晋
泰

高
漢
承
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鄭
順
哲
、
趙
俊
基
、
秦
長
燮
、
丁
炳
基
が
出
席
し
て
い
る
。
会
合
に
よ
る

決
議
事
項
を
み
る
と
、
そ
の
一
番
目
が
「
趣
旨
、
童
話
及
び
童
謡
を
中
心

に
し
て
一
般
児
童
問
題
ま
で
も
行
な
う
こ
と
」
と
な
っ
て
い
て
、
童
話
・

。

、

童
謡
の
育
成
に
そ
の
重
点
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

曺
在
浩
は

「

オ
リ
ニ
』
誌
の
創
刊
号
を
私
が
見
た
の
は
、
セ
ク
ト
ン
会
が
発
足
す

『
る
前
に
同
人
に
な
る
何
人
か
が
集
ま
っ
た
席
で
、
小
波
が
さ
し
出
し
な
が

ら
説
明
す
る
の
を
見
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
方
定
煥
を
中

心
と
し
た
セ
ク
ト
ン
会
に
よ
っ
て
『
オ
リ
ニ
』
が
誕
生
し
た
こ
と
を
裏
付

け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
ク
ト
ン
会
の
趣
旨
の
実
践
を
『
オ
リ
ニ
』
で

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
曺
在
浩
は

「
オ
リ
ニ
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
用
い
た
の
は
方

、

定
煥
で
あ
り

、
そ
の
言
葉
を
す
ぐ
に
少
年
誌
名
の
「
オ
リ
ニ
」
と
決
め
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た
の
も
方
定
煥
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
セ
ク
ト
ン
会
」
と
い

。

、

う
会
名
は
尹
克
榮
の
提
案
に
全
員
が
賛
成
し
て
決
定
し
た

こ
の
言
葉
は

セ
ク
ト
ン
チ
ョ
ゴ
リ

が
朝
鮮
の
少
年
だ
け
が
着
る
服
だ
と
い
う
意
味
か

84

ら
発
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

。
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젊
은
이

늙
은
이

方
定
煥
は

チ
ョ
ム
ニ

と

、「

」

「

（

）

若
者
の
意
味
―
筆
者
注

」

、「

」

ヌ
ル
グ
ニ

に
対
等
す
る

オ
リ
ニ

（

）

年
寄
り
の
意
味
―
筆
者
注

어
린
이

と
い
う
言
葉
の
定
着
に
力
を
注
い
だ

「
オ
リ
ニ
」
と
い
う
言
葉
の
定
着

。

は
、
同
時
に
児
童
観
の
確
立
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

「

」

。

젊
은
이

や
「

」
と
い
う
言
葉
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
「

」
と
い
う

늙
은
이

어
린
이

言
葉
が
定
着
し
た
の
は

「

」
を
独
立
し
た
一
人
前
の
人
格
体
と

、

어
린
이

し
て
認
め
る
認
識
が
定
着
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『
天
道
教
と
幼
少
年
問
題
』
に
お
い
て
方
定
煥
は

「
第
一
、
幼
い
子

、

供
に
は
大
人
の
世
界
と
は
全
く
違
っ
て
、
全
く
異
質
の
世
界
一
つ
が
別
に

存
在
す
る
こ
と
を
、
幼
少
年
と
向
き
合
う
人
々
は
十
分
に
理
解
し
な
け
れ

。
」

。

、

ば
な
ら
な
い

と
指
摘
し
て
い
た

児
童
尊
重
の
実
践
事
項
と
し
て
は

子
ど
も
に
敬
語
を
使
う
こ
と
を
奨
励
し
て
い
た
が
、
天
道
教
少
年
会
で
も

「
会
員
相
互
間
に
敬
語
を
使
用
す
る
こ
と
」
を
遵
守
し
て
い
た
。
方
定
煥

自
ら
も
子
ど
も
に
対
し
て
敬
語
を
用
い
て
い
た
。
そ
れ
に
関
し
て
尹
石
重



は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
て
い
る
。

私
は
あ
の
と
き
天
道
教
堂
の
向
こ
う
側
に
あ
る
校
洞
普
通
学
校
、
一

二
歳
の
三
年
生
で
あ
っ
た

あ
る
日
の
こ
と
、
本
を
包
ん
だ

。（
中
略
）

風
呂
敷
を
抱
え
て
歩
く
途
中
、
小
波

に
会
っ
た
。
私
は
、

（
ソ
パ
）

そ
の
背
中
に
向
か
っ
て
「
方
先
生
！
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ

「
ど
う

、

し
た
ん
で
す
か
？
」
と
い
い
な
が
ら
振
り
返
る
の
で
は
な
い
か
。
私

、

、

の
後
ろ
に
外
の
大
人
が
い
る
か
と
思
い

私
も
振
り
返
っ
て
見
た
が

誰
も
い
な
か
っ
た
。
一
二
歳
の
幼
い
私
に
彼
は
礼
儀
正
し
く
敬
語
を

使
っ
た
の
で
あ
る
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
昨
年
、
天
道
教
少

年
会
で
起
こ
し
た
子
ど
も
の
日
に
「
子
ど
も
に
敬
語
を
使
お
う
」
と

い
う
ビ
ラ
を
配
っ
て

「
オ
リ
ニ
」
雑
誌
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
す

、

べ
て
「
こ
う
し
ま
し
た
、
あ
あ
し
ま
し
た
」
に
な
っ
て
い
た
。
大
人

か
ら
の
敬
語
を
生
ま
れ
て
初
め
て
聞
い
た
私
は
却
っ
て
恥
ず
か
し
く

な
り
、
そ
の
ま
ま
家
に
駆
け
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た

。
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こ
の
尹
石
重
の
文
章
に
は
、
当
時
の
児
童
に
対
す
る
一
般
の
人
々
の
態

度
と
児
童
の
大
人
に
対
す
る
認
識
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
大
人
が
子
ど

も
に
対
し
て
敬
語
を
使
う
こ
と
は
、
児
童
に
対
す
る
待
遇
上
、
画
期
的
な

試
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

、

、

こ
う
し
た
児
童
運
動
は

子
ど
も
固
有
の
世
界
の
認
識
の
変
革
を
促
し

「
子
ど
も
の
た
め
の
芸
術
」
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
天
道
教
を
背
景
と
し
た

児
童
運
動
は

『
オ
リ
ニ
』
の
誕
生
と
い
う
一
つ
の
結
晶
と
な
っ
て
朝
鮮

、

児
童
文
学
の
定
着
に
大
き
な
貢
献
を
果
し
た
。

三

児
童
文
学
を
通
し
た
少
年
運
動
を
め
ぐ
っ
て

一
九
二
三
年
一
月
一
日
付
の
『
東
亜
日
報

「
新
年
号
」
に
は
、
黄
錫

』

禹
の
「
新
年
文
壇
に
望
む
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

「
農
民

、

文
学
を
興
隆
さ
せ
よ
う
、
労
働
者
文
学
を
興
隆
さ
せ
よ
う
、
児
童
文
学
を

興
隆
さ
せ
よ
う
、
創
作
活
動
を
実
践
し
よ
う
、
活
発
に
批
評
し
よ
う

」
。

と
い
う
主
唱
が
訴
え
ら
れ
て
い
る

『
朝
鮮
日
報
』
も
、
一
九
二
三
年
を

。

迎
え
て
「
新
年
に
子
ど
も
の
指
導
は
い
か
に
す
べ
き
か
」
と
い
う
コ
ラ
ム

（
一
九

を
新
設
し
、
二
回
に
わ
た
っ
て
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
の
第
一
回

に
掲
載
さ
れ
た

少
年
会
と
今
後
の
方
針

に
は

子

二
三
年
一
月
四
日
付
）

「

」

、「

ど
も
た
ち
を
よ
く
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
の
社
会
も
完
全
に
な

る
。
天
道
教
少
年
会
、
方
定
煥
氏
談
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
月

五
日
付
の
「
新
年
に
子
ど
も
の
指
導
は
い
か
に
す
べ
き
か
（
二

」
に
お

）

い
て
は

「
斥
候
軍
と
今
後
の
方
針
」
と
い
う
副
題
で

「
西
洋
の
ボ
ー
イ

、

、

ス
カ
ウ
ト
の
よ
う
に
、
人
を
助
け
る
の
が
第
一
事
業
、
中
央
基
督
教
会
の

少
年
部
幹
事
、
鄭
聖
采
氏
談
」
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
事

は
、
当
時
の
「
少
年
運
動
」
の
動
向
を
端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
道
教
に
支
え
ら
れ
全
国
に
広
が
っ
て
い
た
「
少

年
会
」
と
、
基
督
教
青
年
会
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
「
少
年
斥
候
軍
」

、

、

。

を
主
軸
と
し
て

朝
鮮
の
少
年
運
動
は

活
発
に
動
い
て
い
た
の
で
あ
る

『
朝
鮮
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
な
か
で
、
ま
ず
方
定
煥
の
記
事

か
ら
見
て
い
き
た
い

「
少
年
会
と
今
後
の
方
針
」
に
お
い
て
方
定
煥
は

。

次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。



こ
れ
か
ら
は
各
地
の
少
年
団
体
が
盛
ん
に
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
る
の

を
信
じ
て
お
り
、
我
が
同
胞
が
一
日
で
も
早
く
、
人
間
ら
し
く
、
自

、

、

、

由
に

幸
せ
に
生
活
す
る
た
め
に
は

ま
ず
子
ど
も
た
ち
を
善
導
し

彼
ら
の
た
め
の
事
業
を
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
関
を
設
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
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一
九
二
一
年
五
月

「
天
道
教
少
年
会
」
を
創
立
し
て
以
来
、
各
地
に

、

少
年
会
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
た
方
定
煥
は

「
子
ど
も

、

の
た
め
の
事
業

、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
子
ど
も
の
雑
誌
で
あ
る
『
オ

」

リ
ニ
』
の
創
刊
に
と
り
か
か
っ
た

『
オ
リ
ニ
』
は
、
創
刊
号
か
ら
少
年

。

会
の
機
関
紙
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
創
刊
号
の
「
皆
さ
ん
」
と

い
う
欄
を
み
る
と

「
ソ
ウ
ル
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
校
洞
普
通
学
校
の

、

、

。

、

前

天
道
教
少
年
会
の
方
に
お
越
し
下
さ
い

田
舎
に
お
住
ま
い
の
方
は

そ
の
田
舎
に
あ
る
少
年
会
に
お
越
し
下
さ
い

」

と
、
少
年
会
に
入
会
す

。
88

る
こ
と
を
奨
励
、
次
の
よ
う
な
少
年
会
組
織
に
関
す
る
具
体
的
な
指
導
ま

で
行
な
っ
て
い
た
。

ま
だ
少
年
会
が
組
織
さ
れ
て
な
い
田
舎
に
い
る
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と

寂
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
の
青
年
会
で
誰
か
の
力
を
借
り
る
か
、
皆

さ
ん
同
士
で
も
必
ず
少
年
会
を
組
ん
で
下
さ
い
。
ソ
ウ
ル
の
方
に
通

知
し
て
さ
え
く
だ
さ
れ
ば
、
参
考
に
す
べ
き
規
則
と
、
そ
の
他
の
も

の
を
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す

。
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ま
た

「
各
地
方
の
少
年
会
消
息
」
欄
も
設
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は

「
各

、

、

地
の
少
年
会
に
お
願
い
し
ま
す
。
し
き
り
に
手
紙
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ

さ
い

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
各
地
で
創
立
さ
れ
た
少
年
会
を
紹
介
、
総

。

会
の
内
容
や
任
員
の
名
簿
を
発
表
し
て
、
行
な
っ
た
活
動
を
報
告
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
第
一
巻
第
三
号
の
「
各
地
方
の
少
年
会
消
息
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

天
道
教
安
州
少
年
会
、
本
会
は
一
昨
年

八
月
に
、
天
道
教

（
辛
酉
）

安
州
青
年
会
の
少
年
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
の
四
月

三
十
日
に
、
天
道
教
安
州
少
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
日
曜
日
ご
と
に

「
日
曜
講
習
会
」
を
開
き
、
少
年
た
ち
に
必
要
で
適
切
な
日
課
を
与

え
る
一
方
、
運
動
や
歌
劇
の
よ
う
な
活
動
を
時
々
行
な
っ
て
、
多
く

。

、

の
人
々
か
ら
称
讃
を
受
け
て
い
ま
す

現
在
会
員
は
五
十
名
で
あ
り

本
会
を
代
表
す
る
委
員
は
、
安
鳳
淵
、
李
光
直

等
八
名
で

、（
中
略
）

す

。
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こ
の
よ
う
な
少
年
会
の
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
九
二
二
年
三
月
末
頃

か
ら
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
組
織
を
準
備
す
る
活
動
が
始
ま
る
。
な
か
で

も
、
基
督
教
青
年
会
の
鄭
聖
采
が
中
心
に
な
っ
て
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く

一
九
二
二
年
一
〇
月
五
日

八
名
を
も
っ
て
創
立
し
た

朝

。

、

「

91

鮮
少
年
軍
」
は
、
わ
ず
か
一
年
間
で
全
国
の
会
員
数
が
一
六
〇
名
に
達
す

る
ほ
ど
、
成
長
し
て
い
っ
た
。

一
九
二
三
年
四
月
三
〇
日
付
の
『
朝
鮮
日
報
』
に
は

「
少
年
運
動
協

、

会
創
立
に
対
し
て
」
と
題
し
た
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。



近
日
に
至
り
、
小
児
の
幼
稚
園
と
少
年
の
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」
等

が
組
織
さ
れ
て
、
幼
少
の
同
胞
を
修
養
す
る
機
関
が
設
け
ら
れ
た
が

こ
れ
は
物
理
的
な
拘
束
が
あ
る
た
め
、
そ
の
便
宜
を
一
般
が
共
享
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
こ
の
前
に
開
闢
社
主
筆
、
金
起
田
氏

外
某
々
有
志
の
発
起
に
よ
っ
て
朝
鮮
少
年
運
動
協
会
を
組
織
し
、
事

務
所
を
開
闢
社
内
に
設
置
し
た
。
来
る
五
月
一
日
を
子
ど
も
の
日
と

定
め
、
二
十
万
枚
の
宣
伝
文
を
撤
布
し
た
。
演
芸
会
も
開
か
れ
る
予

定
で
あ
る
。
同
事
務
所
で
会
議
を
開
き
、
全
朝
鮮
各
少
年
会
に
一
致

団
結
を
勧
誘
し
た
と
こ
ろ
、
此
に
対
し
て
賛
成
す
る
者
が
大
多
数
を

占
め
た
。
こ
れ
で
、
全
朝
鮮
少
年
が
今
ま
で
な
か
っ
た
大
会
合
大
活

動
の
盛
儀
を
参
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た

。
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朝
鮮
に
お
け
る
最
初
の
「
子
ど
も
の
日
」
は

「
天
道
教
少
年
会
」
が

、

創
立
一
周
年
を
記
念
し
て
、
一
九
二
二
年
五
月
一
日
を
「
子
ど
も
の
日
」

に
宣
布
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
翌
年
の
一
九
二
三
年
四
月
に
は
、

少
年
問
題
を
よ
り
広
く
宣
伝
し
、
少
年
問
題
を
よ
り
本
格
的
に
研
究
し
よ

う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
で

「
少
年
運
動
協
会
」
が
組
織
さ
れ
る

「
少
年

、

。

運
動
協
会
」
の
関
連
団
体
に
は
、
仏
教
少
年
会
、
朝
鮮
少
年
軍
、
天
道
教

少
年
会
が
中
心
と
な
っ
た

こ
の
会
議
を
通
し
て

毎
年
五
月
一
日
を

子

。

、

「

ど
も
の
日
」
に
定
め
る
こ
と
と
、
来
る
五
月
一
日
に
第
一
回
の
宣
伝
を
行

う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
第
一
回
の
「
子
ど
も
の
日
」
に
は
、
少
年
問
題

、

、

に
関
す
る
宣
伝
紙
を
二
〇
万
枚
印
刷
し
て

午
後
三
時
に
各
地
に
配
布
し

約
二
千
名
の
少
年
を
集
め
て
街
頭
行
進
を
行
な
う
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

午
後
七
時
半
か
ら
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
記
念
少
年
演
芸
会
と
、
大
人
の

た
め
の
少
年
問
題
講
演
会
が
予
定
さ
れ
た
。

一
九
二
三
年
五
月
一
日
の
当
日

『
東
亜
日
報
』
は

「
今
日
は
子
ど
も

、

、

の
日
―
子
ど
も
の
た
め
の
初
め
て
の
祝
福
、
午
後
三
時
に
全
国
で
宣
伝
」

と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
出
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
日

五
月
一
日
が
や
っ
て
来
た
。
朝
鮮
で
初
め
て
子
ど

―

も
に
も
人
間
と
し
て
の
権
利
を
与
え
る
と
同
時
に
人
間
と
し
て
待
遇

し
よ
う
と
叫
ぶ
日
が
も
ど
っ
て
き
た
。
先
祖
代
々
、
子
ど
も
も
大
人

も
人
間
の
仮
面
を
被
り
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

我
々
の
骨
髄
に
し
み
た
怨
恨
で
あ
る

こ
れ
に
対
し
て
志
の

。（
中
略
）

あ
る
何
人
か
で
発
起
し
た
少
年
運
動
協
会
と
い
う
組
織
で
、
若
者
や

老
人
は
す
で
に
希
望
が
な
い
。
我
々
は
ひ
た
す
ら
残
っ
た
力
を
振
り

絞
っ
て
、
可
哀
想
な
我
が
後
世
の
子
ど
も
に
希
望
を
与
え
、
生
命
の

道
を
開
い
て
や
ろ
う
。
と
い
う
趣
旨
で
今
日

五
月
一
日
を
子
ど

―

も
の
日
と
定
め
、
子
ど
も
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
よ
う

と
宣
伝
す
る
と
同
時
に
、
た
っ
た
一
日
の
わ
ず
か
な
時
間
だ
け
で
も

彼
ら
を
喜
ば
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
日
だ
と
い
う
。
朝
鮮
の
子

ど
も
た
ち
よ
、
彼
ら
に
幸
せ
あ
れ
。
朝
鮮
の
父
兄
よ
、
彼
ら
に
真
心

あ
れ

。
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『
東
亜
日
報
』
に
よ
る
と
、
二
千
余
名
の
少
年
に
よ
る
街
頭
行
進
は
当

局
の
禁
止
処
分
に
よ
っ
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
午
後
三
時
頃
に
天
道
教

堂
で
、
市
内
各
少
年
団
体
と
小
学
生
千
余
名
、
そ
の
他
少
年
運
動
に
関
係



、

。

、

あ
る
多
数
の
有
志
が
集
ま
っ
て

祝
賀
式
を
挙
行
し
た

記
念
式
場
で
は

「
少
年
運
動
の
宣
言
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
「
少
年
運
動
の
基
礎
条
項
」

が
朗
読
さ
れ
た
。

本
少
年
運
動
協
会
は
、
こ
の
子
ど
も
の
日
の
最
初
の
記
念
す
べ
き
五

月
一
日
で
あ
る
今
日
に
お
い
て
、
静
か
に
考
え
、
固
く
決
意
し
た
あ

げ
く
、
敢
て
下
記
に
示
し
た
標
榜
を
声
高
く
伝
え
、
こ
れ
に
対
す
る

天
下
の
兄
弟
の
注
目
と
共
鳴
、
そ
れ
か
ら
協
同
実
行
が
あ
る
こ
と
を

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
子
ど
も
を
在
来
の
倫
理
的
圧
迫
か
ら
解
放
し
、
彼
ら
に
対
し
て

完
全
な
人
格
的
礼
遇
を
行
な
う
こ
と
。

二
、
子
ど
も
を
在
来
の
経
済
的
圧
迫
か
ら
解
放
し
、
満
一
四
歳
以
下

の
子
ど
も
に
対
す
る
無
償
ま
た
は
有
償
の
労
働
を
廃
す
る
こ
と
。

三
、
子
ど
も
自
身
が
静
か
に
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ
に
足
る
各
種
の
家

庭
ま
た
は
社
会
的
施
設
を
作
ら
し
め
る
こ
と

。
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こ
の
宣
言
文
に
対
し
て
、
尹
石
重
は
「
世
界
最
初
の
児
童
憲
章
」
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る

「
ジ
ェ
ネ
バ
宣
言
」
と
呼
ば
れ
る
「
国
際
児
童
権

。
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」

「

」

、

利
宣
言

が

憲
章

と
し
て
採
択
さ
れ
る
の
が
一
九
二
四
年
の
こ
と
で

「
少
年
運
動
の
基
礎
条
項
」
宣
言
の
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
尹
石

重
は

『
子
ど
も
と
共
に
一
生
涯
』
に
お
い
て
、
こ
の
宣
言
文
が
金
起
田

、

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
一
回
「
子
ど
も
の
日
」
の
記
念
会
が
終
わ
っ
た
後
、
同
年
七
月
二
三

日
か
ら
二
八
日
ま
で
は

「
全
鮮
少
年
指
導
者
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

、

こ
の
大
会
は
セ
ク
ト
ン
会
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

『
セ
ク
ト
ン

、

会
子
ど
も
運
動
史
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
三
年
五
月
二
八
日
に
東
京
の
方

定
煥
の
部
屋

で
行
わ
れ
た
セ
ク
ト
ン
会
第
四
回

（
上
渋
谷
二
九
九
番
地
丸
山
）

の
会
合
で
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
合
で
は
、
会
員
各
自
が
新

聞
及
び
雑
誌
に
論
文
を
発
表
し
て
、
セ
ク
ト
ン
会
の
存
在
と
趣
旨
を
一
般

社
会
に
知
ら
せ
る
こ
と
、
夏
休
み
に
全
国
的
な
規
模
の
全
鮮
少
年
指
導
者

。

、

、

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た

セ
ク
ト
ン
会
は

六
月
九
日
に

東
京
の
丁
炳
基
の
部
屋

で
第
五
回
の

（
野
方
村
江
古
田
丸
山
一
五
〇
〇
番
地
）

会
合
を
も
っ
た
後
帰
国
し
、
天
道
教
堂
で
オ
リ
ニ
社
と
共
同
主
催
の
全
鮮

少
年
指
導
者
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
の
参
加
資
格
は
、
地
方
少
年
会
の

代
表
者
、
幼
稚
園
及
び
小
学
校
の
先
生
、
そ
し
て
セ
ク
ト
ン
会
の
会
員
た

ち
が
推
薦
し
た
人
に
限
ら
れ
て
い
た
。
大
会
当
日
、
一
六
ヵ
所
の
団
体
が

参
加
し
た
。
こ
の
大
会
の
な
か
で
、
セ
ク
ト
ン
会
の
主
幹
で
開
催
さ
れ
た

の
は
、
第
一
回
の
「
児
童
問
題
講
演
会
」
と
「
児
童
芸
術
講
習
会
」
で
あ

っ
た

セ
ク
ト
ン
会
子
ど
も
運
動
史

で
は

こ
の
二
つ
の
集
会
を

韓

。『

』

、

「

、

、

国
に
お
け
る
最
初
・
最
大
の
規
模
で

セ
ク
ト
ン
会
同
志
た
ち
は
そ
こ
で

そ
の
当
時
韓
国
民
族
の
第
二
世
と
な
る
国
民
に
、
未
来
の
た
め
の
底
力
の

あ
る
指
導
原
理
と
そ
の
実
践
の
技
術
を
提
示
し
た
の
で
あ
る

」

と
評
価

。
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し
て
い
る
。

本
会
の
順
番
と
担
当
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

「
司
会
―
丁
炳
基
、
童

。

謡
理
論
―
秦
長
燮
、
童
謡
実
際
―
尹
克
栄
・
鄭
順
哲
、
童
話
―
方
定
煥
、

童
話
劇
―
趙
俊
基

、
少
年
問
題
に
つ
い
て
―
方
定
煥
、

（
候
補
、
高
漢
承
）

児
童
教
育
と
少
年
会
―
曺
在
浩
」
97

大
会
を
記
念
し
て

『
オ
リ
ニ
』
第
一
巻
第
八
号
は
「
全
鮮
少
年
指
導

、



者
大
会
紀
念
号
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
雑
誌
の
巻
頭
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
の
内
容
も
大
会
に
参
加
し
た
少
年
指
導
者
代
表
の

文
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

特
別
に
こ
の
本
は
、
朝
鮮
の
少
年
運
動
史
を
大
き
く
画
し
た
、
セ
ク

ト
ン
会
と
オ
リ
ニ
社
主
催
の
全
鮮
少
年
指
導
者
大
会
を
記
念
し
た
も

の
で
す
。
大
会
に
集
ま
っ
た
指
導
者
の
皆
様
が
、
素
晴
ら
し
い
お
話

と
歌
と
講
演
を
も
っ
て
、
自
ら
大
会
参
席
を
記
念
し
、
全
鮮
の
友
達

に
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
お
土
産
で
す

。
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全
鮮
少
年
指
導
者
大
会
は
、
翌
年
に
も
行
な
わ
れ
た
。
一
九
二
四
年
八

月
の
大
会
に
は
、
全
国
一
四
〇
ヵ
所
の
少
年
会
が
参
加
し
て
団
結
を
図
っ

た
。
ま
た
、
同
年
に
は
、
第
二
回
の
「
子
ど
も
の
日
」
の
記
念
会
も
盛
況

に
開
催
さ
れ
る
。
一
九
二
四
年
四
月
二
一
日
に
あ
っ
た
「
子
ど
も
の
日
」

の
準
備
会
に
は
、
方
定
煥
、
金
起
田
、
李
鐘
麟
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
次

の
よ
う
な
決
議
事
項
を
定
め
た
。

一
、
五
月
一
日
に
は
、
ソ
ウ
ル
を
は
じ
め
、
全
国
重
要
地
方
に
一
万

枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
、
全
国
一
三
四
ヵ
所
の
少
年
会
員
、
全
員

が
総
動
員
し
て
、
三
〇
万
枚
の
宣
伝
紙
を
各
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
一
般
通
行
人
た
ち
に
ま
で
、
一
々
配
布
す
る
こ
と
。

二

「
子
ど
も
の
日
」
は
、
子
ど
も
の
祝
祭
日
な
の
で

「
ク
リ
ス
マ

、

、

ス
」
の
よ
う
に
、
四
日
間
子
ど
も
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
こ
と

に
す
る
。

第
一
日

に
は
、
子
ど
も
大
会
を
開
催
し
て
、
歌
劇
や
奏

（
五
月
一
日
）

楽
な
ど
で
、
夜
遅
く
ま
で
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。

第
二
日

に
は
、
子
ど
も
の
保
護
者
大
会
を
開
催
、
や
は

（
五
月
二
日
）

り
歌
劇
な
ど
を
も
っ
て
楽
し
ま
せ
る
と
同
時
に
、
宣
伝
講
演
を
す
る

こ
と
。

第
三
日

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
最
も
重
要
で
あ
り
緊
急

（
五
月
三
日
）

な
、
童
話
と
童
謡
を
宣
伝
す
る
意
味
で
、
昼
間
に
は
童
話
会
、
夜
に

は
童
謡
会
を
開
催
、
ま
た
音
楽
会
も
開
催
す
る
こ
と
。

第
四
日

に
は
、
特
に
、
働
い
て
い
る
職
業
少
年
慰
安
会

（
五
月
四
日
）

を
兼
ね
て
、
子
ど
も
の
野
遊
会
を
開
催
、
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
や
シ
ル
ム

な
ど
の
色
々
な
面
白
い
競
技
を

（
日
本
の
相
撲
に
似
た
競
技
ー
筆
者
注
）

行
い
な
が
ら
一
日
を
過
ご
す
よ
う
に
す
る

。
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一
九
二
四
年
五
月
一
日
、
午
後
三
時
か
ら
天
道
教
堂
で
『
オ
リ
ニ
』
誌

の
記
念
祝
賀
式
が
行
な
わ
れ
た

『
セ
ク
ト
ン
会
子
ど
も
運
動
史
』
に
よ

。

る
当
日
の
様
子
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

解
放
を
叫
ぶ
子
ど
も
千
余
名
と
、
子
ど
も
の
解
放
を
切
実
に
願
う
有

志
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
方
定
煥
氏
の
熱
烈
な
演
説
の
な
か
、
各
自
の

名
前
と
住
所
を
書
い
た
ゴ
ム
風
船
を
一
斉
に
空
に
放
ち
、
一
番
遠
く

ま
で
飛
ば
し
た
人
に
は
賞
を
与
え
た
。
夕
方
に
は
、
市
内
各
所
に
宣

伝
ビ
ラ
を
一
斉
に
配
布
し
た
。
そ
し
て
、
東
亜
婦
人
商
会
な
ど
の
ソ

ウ
ル
市
内
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
が
経
営
す
る
商
店
で
は
、
大
会
期
間

中
に
子
ど
も
の
商
品
を
特
別
に
割
引
奉
仕
す
る
こ
と
に
し
た
。



ま
た
当
日
に
は

「
子
ど
も
の
日
」
を
慶
祝
す
る
義
援
金
も
た
く
さ
ん

、

集
ま
っ
た

。
記
念
会
の
二
日
目
は
、
予
定
ど
お
り
天
道
教
堂
で
「
母
の

100

大
会

が
午
後
八
時
か
ら
開
催
さ
れ
た

そ
の
次
の
日
は

同
所
で

父

」

。

、

、「

の
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
第
二
回
の
「
子
ど
も
の
日
」
の
記
念
会
は
、

少
年
団
体
の
連
合
に
加
え
、
地
域
住
民
に
よ
る
協
力
に
も
支
え
ら
れ
、
さ

ら
に
盛
大
に
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
記
念
会
は
、
音
楽
・

演
劇
・
舞
踊
・
講
演
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

最
も
重
要
で
あ
り
緊
急
な
問
題
と
し
て
「
童
話
と
童
謡
の
普
及
」
を
急
い

で
い
た
セ
ク
ト
ン
会
の
趣
旨
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

方
定
煥
は

『
オ
リ
ニ
』
を
創
刊
す
る
二
年
前
か
ら

『
天
道
教
月
報
』

、

、

を
通
し
て
「
童
話
主
義
」
を
唱
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

、

、

。

弟
を
も
つ
兄
よ

子
ど
も
を
も
つ
親
よ

子
ど
も
を
教
え
る
先
生
よ

願
う
と
こ
ろ
、
か
わ
い
い
幼
い
詩
人
に
、
お
金
を
あ
げ
な
い
で
、
お

菓
子
を
あ
げ
な
い
で
、
暇
が
あ
る
た
び
に
、
機
会
が
あ
る
た
び
に
、

神
聖
な
童
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い

あ
あ
、
敬
愛
す
る
我
が

。（
中
略
）

幼
い
友
よ
！
地
球
の
花
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
、
彼
ら
の
た
め
に
私
が

生
む
こ
の
さ
さ
や
か
な
芸
術
が
、
世
の
中
多
く
の
大
人
の
鞭
撻
を
受

け
る
こ
と
を
願
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
価
値
の
あ
る
童
話
芸

術
が
生
ま
れ
て
く
る
の
を
願
う

。
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『
オ
リ
ニ
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
創
刊
号
か
ら
「
童
話
は
も
ち
ろ
ん
の

、

、

、

こ
と

そ
の
他
す
べ
て
の
も
の
を

読
み
し
だ
い
お
爺
さ
ん
や
お
婆
さ
ん

お
母
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
弟
、
隣
の
友
達
に
も
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
こ
の

本
を
読
ん
で
い
な
い
人
に
も
、
よ
い
も
の
は
よ
く
聞
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と

で
す

」

と
、
語
り
続
け
て
い
た
。

。
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セ
ク
ト
ン
会
が
第
一
番
目
に
掲
げ
た
趣
旨
は

「
童
話
及
び
童
謡
を
中

、

心
に
し
て
一
般
児
童
問
題
ま
で
行
な
う
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

児
童
文
学
を
通
し
た
児
童
運
動
の
展
開
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
趣
旨
に
よ
っ
て

「
天
道
教
少
年
会
」
を
中
心
と
し
た
全
国
の
少
年
会

、

で
は
、
童
話
会
・
童
謡
会
・
歌
劇
会
な
ど
が
活
発
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
児
童
運
動
の
指
針
書
と
な
っ
た
の
が
『
オ
リ
ニ
』
で
あ

り
、
ま
た
、
児
童
運
動
の
最
先
端
で
活
躍
し
て
い
た
の
が
、
方
定
煥
を
含

む
セ
ク
ト
ン
会
、
つ
ま
り
、
天
道
教
幹
部
で
あ
っ
た
。

「

」

、

「

」

初
め
て

児
童
解
放
論

が
主
唱
さ
れ
た
の
も

初
め
て

児
童
問
題

や
「
児
童
運
動
」
が
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
の
も

『
開
闢
』
を
通
し
て

、

で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
児
童
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
児
童
運
動

の
実
践
と
し
て

「
天
道
教
青
年
会
」
か
ら
「
天
道
教
少
年
会
」
が
分
離

、

さ
れ
た
よ
う
に
、
開
闢
社
か
ら
『
オ
リ
ニ
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
セ
ク
ト
ン

会
会
員
た
ち
は

『
オ
リ
ニ
』
に
児
童
文
芸
物
を
発
表
す
る
一
方
、
新
聞

、

や
雑
誌
に
論
文
を
発
表
し
て
、
少
年
運
動
を
一
般
社
会
に
知
ら
せ
る
役
目

。

、

、

を
果
し
て
い
た

ま
た

児
童
問
題
に
関
す
る
講
演
会
も
頻
繁
に
開
催
し

講
演
で
は
「
童
話
と
童
謡
を
宣
伝
す
る
意
味
」
で
口
演
童
話
を
行
な
っ
て

い
た
。

児
童

を
主
張
し
た
少
年
運
動
の
動
き
に
よ
っ
て
「
子
ど
も
の

〈
解
放
〉

日
」
が
記
念
さ
れ

『
オ
リ
ニ
』
が
創
刊
さ
れ
る
一
九
二
三
年
頃
か
ら
、

、

。

、

朝
鮮
児
童
文
学
は
定
着
期
に
入
っ
て
い
く

朝
鮮
児
童
文
学
の
成
立
に
は



崔
南
善
や
方
定
煥
の
個
人
的
な
意
欲
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
そ
れ
を
成
熟

さ
せ
て
い
っ
た
朝
鮮
内
部
の
社
会
的
な
気
運
が
内
在
し
て
い
た
。
当
時
朝

鮮
の
「
児
童
文
学
」
を
誕
生
さ
せ
た
一
連
の
社
会
的
な
動
き
が
、
日
本
帝

国
の
支
配
下
で
行
な
わ
れ
た
以
上
、
朝
鮮
が
日
本
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い

う
歴
史
的
背
景
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
日
本
と
の
関
連
性
に
対

す
る
考
察
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
朝
鮮

人
留
学
生
に
よ
る
日
本
児
童
文
学
の
学
習
、
受
容
に
関
す
る
検
証
と
と
も

に
、
日
本
人
の
活
動
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
も
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。次

回
に
お
い
て
、
朝
鮮
児
童
文
学
の
成
立
過
程
に
お
け
る
日
本
の
動
向

を
「
巌
谷
小
波
」
を
通
し
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
巌
谷
小
波
は
、
崔
南
善

に
よ
る
「
児
童
文
芸
物
」
が
出
版
さ
れ
て
い
た
一
九
一
三
年
に
初
め
て
朝

鮮
に
渡
り
、
口
演
童
話
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
三
年
、
朝
鮮
で

は
「
児
童
」
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
「
少
年
会
」
を
全
国
的
に
拡
散

さ
せ

『
オ
リ
ニ
』
誌
を
含
む
数
多
く
の
児
童
雑
誌
が
続
出
す
る
に
至
る

、

な
ど
、
児
童
文
学
の
基
盤
が
整
い
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
一
九
二
三
年
の

六
月
、
巌
谷
小
波
は
再
び
朝
鮮
半
島
に
招
か
れ
て
い
た
。
こ
の
招
聘
と
朝

鮮
児
童
文
学
の
定
着
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

尹
鼓
鐘
「
児
童
雑
誌
小
史

『
児
童
文
学

（
培
英
社
、
一
九
六
二
年
一
一
月

、
五

１

」

』

）

四
頁

（
筆
者
訳
）

。
尹
鼓
鐘
、
前
掲
書
、
五
五
頁

（
筆
者
訳
）

２

。

趙
豊
衍
『

（
松
明

（
少
年
韓
国
日
報
、
一
九
六
九
年
二
月

、
四
三
頁

（
筆

３

횃
불

）
』

）

。

者
訳
）

趙
豊
衍
、
前
掲
書
、
五
〇
頁

（
筆
者
訳
）

４

。

趙
豊
衍
、
前
掲
書
、
同
頁

（
筆
者
訳
）

５

。

李
在
撤
「
韓
日
児
童
文
学
の
比
較
研
究
（
一

『
韓
国
児
童
文
学
研
究

（
韓
国
児

６

）
」

』

童
文
学
学
会
、
一
九
九
〇
年
七
月

、
八
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

李
在
徹
、
前
掲
書
、
一
〇
頁

（
筆
者
訳
）

７

。

李
在
徹
、
前
掲
書
、
一
五
頁

（
筆
者
訳
）

８

。

９

李
在
徹
、
前
掲
書
、
二
〇
頁

（
筆
者
訳
）

。

李
在
徹
『
韓
国
児
童
文
学
研
究

（
韓
国
児
童
文
学
学
会
、
一
九
九
〇
年
七
月
）
一

』

10
五
頁

（
筆
者
訳
）

。
方
定
煥
の
日
本
留
学
に
対
し
て
は
、
仲
村
修
の
研
究
「
方
定
煥
研
究
序
説
―
東
京

11
時
代
を
中
心
に
」
と
李
相
琴
の
研
究
「
方
定
煥
と
『
オ
リ
ニ
』
誌
―
オ
リ
ニ
』
誌
刊
行

の
背
景
―
」
が
あ
る
。

例
え
ば

「
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
従
う
知
識
の
適
切
な
按
配
は
、
小
波
が
日
本
で

、

12
勉
強
し
た
児
童
心
理
学
と
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う

（
三
九
頁

「
小
波
の
自
由
画
大

。
」

）

会
は
、
彼
が
日
本
に
い
た
時
、
当
時
鈴
木
三
重
吉
、
北
原
白
秋
、
山
本
鼎
な
ど
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
日
本
の
芸
術
教
育
運
動
に
影
響
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

六
五
頁

小

。」（

）「

波
は
一
九
二
〇
年
頃
東
京
の
東
洋
大
学
の
哲
学
科
に
籍
を
お
い
て
児
童
文
学
と
児
童
心

理
学
を
研
究
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
少
年
運
動
の
方
策
を
具
体
化
さ
せ
た

（
一
二
一

。」

頁
）
な
ど
の
と
こ
ろ
は
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。



大
竹
聖
美

「
近
代
韓
日
児
童
文
化
教
育
関
係
史
研
究

（
延
世
大
学
校
、
博
士
論

、

」

13
文
、
二
〇
〇
二
年
六
月

、
五
頁

（
筆
者
訳
）

）

。、

『

』（

）

論
文
の
内
容
を
概
観
す
る
と

大
和
田
建
樹
の

満
韓
鉄
道
唱
歌

一
九
〇
六
年

14
と
崔
南
善
の
『
京
釜
鉄
道
歌

（
一
九
〇
八
年
）
を
、
巌
谷
小
波
の
『
少
年
世
界
』
と

』

崔
南
善
の
『
少
年
』
を
比
較
し
て
お
り
、
ま
た
、
巌
谷
小
波
と
沖
野
岩
三
郎
、
北
原
白

秋
、
野
口
雨
情
、
渋
澤
青
花
の
朝
鮮
訪
問
に
ふ
れ
て
い
る
。
他
に
も
『
朝
鮮
童
話
集
』

『
児
童
文
庫

、
紙
芝
居
な
ど
の
多
様
な
内
容
を
扱
っ
て
い
る
。

』

こ
の
論
文
に
お
け
る
、
巌
谷
小
波
の
朝
鮮
訪
問
と
関
連
し
た
大
竹
聖
美
に
よ
る
文

15
章
を
引
い
て
み
る

「
巌
谷
小
波
は
韓
国
民
衆
の
民
族
的
・
伝
統
的
全
近
代
的
な
素
朴

。

な
生
活
様
式
を
伝
来
童
話
の
よ
う
な
生
活
だ
と
い
う
。
そ
し
て
民
衆
は
一
生
懸
命
に
働

く
と
い
う

し
か
し

国
が
無
く
な
っ
た

韓
日
合
併
さ
れ
た

理
由
は

韓
国
の

官

。

、

（

）

、

『

』

。」「

〈

〉

〈

〉
、

吏
が
腐
敗
し
堕
落
し
て
い
る
か
ら
だ

と
い
う

こ
こ
で
は

正
直

と

正
義

〈
責
任
感
〉
と
〈
勧
善
懲
悪
〉
を
教
え
る
巌
谷
小
波
の
児
童
教
育
観
も
み
ら
れ
る

」。

大
竹
聖
美
、
前
掲
書
、
五
九
頁

（
筆
者
訳
）

。

巌
谷
小
波

朝
鮮
の
併
合
と
少
年
の
覚
悟

少
年
世
界

第
一
六
巻
第
一
三
号

博

「

」『

』

（

16
文
館
、
一
九
一
〇
年
九
月

、
二
三
頁
。

）

『
京
城
日
報
』
一
九
二
三
年
七
月
一
七
日
付
。

17

朝
鮮
総
督
府
『
増
補
朝
鮮
総
督
府
三
十
年
史
（
一

（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
一

）
』

18
年
一
〇
月

、
三
一
四
頁
。

）

이
동
화
는
동
양
의
동
화
왕
으
로
일
흠
이
높
흔
일
본
암
곡
소
파
션
생
이
특
히

「

19

『
毎
日
申
報

、
一
九
二

매
일
신
보
를
위
하
야
새
로
히
지
여
보
내
주
신
것
임
니
다

」

』

三
年
一
一
月
二
五
日
付
（
筆
者
訳
）

朝
鮮
に
お
け
る
「
開
化
期
」
の
起
点
に
対
し
て
は
、
学
者
に
よ
る
見
解
の
相
違
が

20
あ
っ
て
定
説
み
た
い
な
も
の
は
な
い
。
日
韓
修
好
条
規
が
結
ば
れ
た
一
八
七
六
年
二
月

か
ら
を
近
代
と
み
る
見
解
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
理
由
の
も

と
、
一
八
六
〇
年
代
と
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
八
六
〇
年
代
に
至
っ
て
人
間
平
等
思
想

を
基
本
理
念
と
し
た
東
学
が
創
始
さ
れ
る
。
ま
た
、
革
新
政
治
を
掲
げ
た
興
宣
大
院
君

が
政
権
を
と
っ
た
の
が
一
八
六
四
年
で
あ
る
。
一
八
六
六
年
に
は
、
朝
鮮
が
直
接
西
洋

と
衝
突
す
る
事
件
（
丙
寅
洋
擾
）
も
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
西
学

（
天
主
教
）
が
本
格
的
に
伝
播
さ
れ
、
一
八
六
五
年
度
末
頃
に
は
、
全
国
の
信
徒
数
が

お
よ
そ
二
万
三
千
名
に
も
及
ん
だ
。

『

』（

、

）
、

。

李
在
徹

韓
国
現
代
児
童
文
学
史

一
志
社

一
九
七
八
年
一
一
月

二
一
頁

21
（
筆
者
訳
）

韓
国
の
国
会
図
書
館
に
、
明
治
四
〇
年
四
月
一
日
発
行
の
『
少
年
韓
半
島
』
第
六

22
号
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

『

』（

、

）
、

。（

）

李
在
徹

児
童
文
学
概
論

瑞
文
堂

一
九
八
三
年
四
月

四
九
頁

筆
者
訳

23

「
六
月
に
学
生
会
主
催
で
開
か
れ
た
学
生
模
擬
国
会
で
、
そ
の
討
議
案
件
が
〈
朝

24
鮮
王
、
来
朝
に
関
す
る
件
〉
に
決
定
、
保
護
国
と
な
っ
た
朝
鮮
の
国
王
が
日
本
に
来
る

に
対
す
る
接
待
手
続
き
な
ど
を
論
議
す
る
も
の
の
、
実
は
朝
鮮
国
王
に
侮
辱
を
与
え
る

趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
当
時
の
早
稲
田
大
学
在
籍
中
の
学
生
た
ち
は
憤
慨
し
、

朝
鮮
人
学
生
会
の
名
で
総
長
の
田
淵
豊
吉
に
抗
議
し
た

趙
容
萬

六
堂
崔
南
善

三

。」

『

』（

中
堂
、
一
九
六
四
年
一
月

、
六
一
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

十
五
의
秋
에
日
本
으
로
건
너
가
본
즉
놀
납
다
그
出
版
界
의
우
리
나
라
보
담

「

25盛
大
함
이
여
한
번

발
을
冊

에
드
러
노
흐
면
定
期
刊
行
物

臨
時
刊
行
物

肆

할
것
업
시
아
모
것
도

본
것
업
고
또
그
等
物
의

內
容
이
나
外
貌
에
對
하
야

,
,

,
조
곰
도
批
評
할
만
한

知
見
업
난
눈
에
다
만
多
大
하
다

宏
壯
하
다
芬
馥
하
다

『
少
年
』
通
巻
一
八
号
（
新
文

―言
으
로
가
리
면

엄
청
나
다
의
感
이
날
뿐
이
라

」

館
、
一
九
一
〇
年
六
月
一
五
日

（
筆
者
訳
）

）



李
在
徹
は

『
少
年
』
誌
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
、
教
訓
的
な
も
の
が
一
五
％
、
伝

、

26
記
と
逸
話
類
が
一
二
％
、
学
術
論
文
類
（
歴
史
・
地
理
・
自
然
科
学
）
一
二
％
、
小
説

一
〇
％
、
詩
一
五
％
、
随
筆
類
三
％
、
其
他
三
三
％
と
把
握
し
て
い
る

『
韓
国
現
代

。

児
童
文
学
史

（
一
志
社
、
一
九
七
八
年
一
一
月

、
四
七
頁
参
照
。

』

）

『
少
年
』
第
一
年
第
一
巻
（
通
巻
一
巻

、
新
文
館
（
一
九
〇
八
年
一
一
月
）

）

27

우
리
大
韓
으
로
하
야
곰
少
年
의
나
라
로
하
라
그
리
하
랴
하
면
能
히
이

責

28

（
筆
者
訳
）

任
을
堪
當
하
도
록
그
를

敎
導
하
여
라

『

』（

、

）
、

姜
在
彦

日
本
に
よ
る
朝
鮮
支
配
の
四
〇
年

朝
日
新
聞
社

二
〇
〇
一
年
七
月

29
五
三
頁
。

꼭
五
十
年
前
을
回
想
하
면
서
그
는
그
때
의
實
情
을
自
己
도
엄
청
나
게

느

「

30끼
는
듯
이
筆
者
에
게
말
하
기
를
略
日
本
서
暫
間
있
을
때
보
니
까

日
本
엔

兒

（

）

童
을

相
對
로
하
는
雜
誌
가

數
種
있
어
서
그
것
을
본
뜬
다
고
할
까
해
서

始
作

은
했
는
데
日
本
과
는
處
地
가
달
라
서
兒
童
을
相
對
로
아
기
자
기
재
미
있
는
興
味

誌
事
는
別
로
못
넣
고
끝
말
에
가
서
는
오
히
려
이
름

소
년

과
는
反
對
로
成
人

『

』

을
相
對
로
하
는
一
般
啓
蒙
雜
誌
가
되
고
말
았
는
데
이
것
은
當
時

實
情
으
로

」
洪
一
植
『
六
堂
研
究

（
日
新
社
、
一
九
五
九
年
）
二
七

선
할
수
없
는
일
이
었
오

』

頁

（
筆
者
訳
）

。本
誌
는
어
대
까
디
던
디
우
리
少
年
에
게
剛
健
하
고
堅
確
하
고
窮
通
한

人

「

31物
되
기
를
바
라
난
故
로
決
코

軟
弱

處
僞
의
마
음
을
刺
激
할
뜻
한
文

懶
惰
依
恃

字
는
됴
곰
도
내
이
디
아
니
할
터
이
오
그
러
나
美
的
思
想
과
心
神

에
有
助

薰
陶

할
것
이
면

輕
軟
한
것
이
라
도
됴
곰
됴
곰
揭
載
하
게
소
輕
軟
한
것
을
主
張
하
야

奇
心

迎
合

懸
賞

抽
籤

行

白
紙

兒
童
의
好

과
歡
意
를

하
고
온
갖

과
을

하
야

갓
흔
兒

에
慾
과

을
케
하
난
것
은

의
-
라

心

虚

僥
倖
心

印

外
国
雑
誌

通
弊

이
것
은
우
리
同
人
이
外
國
에
잇
슬
때
에
깁
히

恨
嘆
하
던
바
인
故
로
奬
勵
上
에

少
年

第
一
巻
一
号

新

不
得
不
爲

할
것
外
에
는

一
切
懸
賞
을
아
니
할
것
이
오

」『

』

（

文
館
、
一
九
〇
八
年
一
一
月

、
八
二
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

『

』

、（

、

）
、

。（

）

少
年

第
一
巻
一
号

新
文
館

一
九
〇
八
年
一
一
月

八
二
頁

筆
者
訳

32

,
,

.
.

?
!

（
其
一
）同

謀
야
同
謀
야
나
무
가
세
배
앏
하
못
가
겟
네
무
슨
배
자
라
배

33

（
後
略

『
少
年
』
第
二
年
第

무
슨
자
라
업
자
라
무
슨
업
솔
업
무
슨
솔
靑
솔

?
!

?
!

?
!

）

三
巻
（
新
文
館
、
一
九
〇
九
年
三
月

、
五
四
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

,
,

,
,

,
,

,
달
아
달
아
밝
은
달
아
李
太
白
이
놀
던
달
아
저
귀
저
귀
저
달
속
에
桂
樹
나
무

34

,
,

,
,

,
,

,
박
혓
스
니
玉
독
귀
로
찍
어
내
고
金
독
귀
로
다
듬
어
내
서
草
家
三
間
집
을
짓
고

『

』

（

、

兩
親
父
母
모
셔
다
가
千
年
萬
年
살
고
지
고

,
,

,
.

少
年

第
二
年
第
四

巻

新
文
館

一
九
〇
九
年
四
月

、
六
二
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

崔
南
善
「
韓
国
文
壇
の
草
創
期
を
語
る

『
現
代
文
学

（
現
代
文
学
、
一
九
五
五

」

』

35
年
一
月

、
三
七
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

李
光
洙
「
我
が
告
白

、
趙
容
萬
の
前
掲
書
参
照

（
略
と
訳
は
筆
者
に
よ
る

）

」

。

。

36

『
少
年
』
通
巻
一
八
号
（
新
文
館
、
一
九
一
〇
年
六
月
一
五
日

（
筆
者
訳
）

）

37

『
赤
い
上
着
』
誌
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
か
そ
の
創
刊
年
度
に
つ
い
て
は
少
し
ず

38

。『

』（

、

）

、

つ
ず
れ
が
あ
る

韓
国
新
聞
・
雑
誌
総
目
録

国
会
図
書
館

一
九
六
六
年

に
は

一
九
一
一
年
一
一
月
創
刊
で
一
九
一
三
年
五
月
終
刊
と
、
趙
容
萬
の
『
六
堂
崔
南
善
』

に
は
、
一
九
一
二
年
七
月
創
刊
で
一
九
一
三
年
六
月
終
刊
と
な
っ
て
い
る
。
洪
一
植
も

一
九
一
二
年
七
月
創
刊
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
李
在
徹
が
「

赤
い
上
着
』
一

『

巻
二
号
を
み
る
と
、
一
九
一
三
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
て
一
九
一
三
年
七
月
に
廃
刊
さ
れ

た
こ
と
が
分
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

붉
은
져
고
리

는
우
리
兒
童
敎
育
에
適
當
한
補
助
機
關
이
無
함
을
慨
하
야

「

』

『

39新
文
館
으
로
서
發
行
하
다
가
第
拾
貳
號
에
至
하
야
官
令
으
로
停
廢
된
것
이
니

우

리
兒
童
文
學
의
先
驅
로
趣
味
와
實
益
의
無
盡
藏
이
라
하
야
歡
呼
의
聲
이
江
湖
에



遍
滿
하
런
者
-
라
今
에
餘
存
한
幾
百
部
를
一
冊
에
合
裝
하
야
廉
價
로

提
供
하

」
洪
一

오
니
伊
時
에
미
처
相
對
치
못
하
신
父
兄
이
며
子
弟
는
速
히
購
覽
하
시
오

植
、
前
掲
書
、
三
五
頁

（
筆
者
訳
）

。

少
年
에
서
靑
春
이
나
오
기
까
지
兒
童
雜
誌
로
샛
별

붉
은
져
고
리
等
이

「
『

』

『

』

『

』『

』

40

『

』『

』

『

』

나
왔
고
少
年

靑
春
이
다
二
千
部
밖
에
찍
지
못
한
데
比
하
여
붉
은
져
고
리

」
崔
南
善

「
韓
国
文
壇
の
草
創
期
を
語
る

、
前
掲
書
、
三

만
이

三
千
部
를
냈
었
다

、

」

八
頁

（
筆
者
訳
）

。
趙
容
萬
、
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。

41

『
韓
国
新
聞
・
雑
誌
総
目
録

（
国
会
図
書
館
、
一
九
六
六
年
）
に
は
、
一
九
一
二

』

42
年
九
月
創
刊
さ
れ
一
九
一
四
年
八
月
廃
刊
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
一
九

一
三
年
と
い
う
創
刊
年
度
が
抜
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
ン
グ
ル
を
音
節
単
位
に
書
か
ず
一
音
一

ハ
ン
グ
ル
の
「
ほ
ど
き
書
き
」
と
は
、

43
文
字
ず
つ
子
音
と
母
音
に
分
解
し
て
書
く
方
法
を
い
う
。

샹
급
잇
는
이
약
이
모
음
직
히
실
일
一
이
약
이
는
반
드
시
죠
션
에
서

녯

「

,

44날
부
터
나
려
오
는
것
이
라
야

하
나
니
남
의
나
라
책
이
나
말
로
젼
하
는
것
을
번

역
하
거
나
옴
겨
오
면
못
씁
니
다
一
이
약
이
를
아
못
조
록
당
신
생
각
에
라
도
넘
어

.
,

『
子
ど
も
の
読
み
物
』
第
七
号

흔
하
게
세
샹
에
돌
아
다
는
듯
한
것
을
피
하
시
오

」

（
新
文
館
、
一
九
一
四
年
三
月
五
日
）
一
二
頁

（
筆
者
訳
）

。

『
韓
国
新
聞
・
雑
誌
総
目
録

（
国
会
図
書
館
、
一
九
六
六
年
）
に
は
、
一
九
一
二

』

45
年
四
月
創
刊
、
一
九
一
七
年
三
月
終
刊
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
洪
一
植
は

『
子
ど
も

、

の
読
み
物
』
の
終
刊
号
が
出
た
の
が
一
九
一
四
年
八
月
で

『
青
春
』
誌
が
創
刊
さ
れ

、

た
の
が
同
年
一
〇
月
な
の
で
、
そ
の
間
の
一
ヶ
月
、
つ
ま
り
一
九
一
四
年
九
月
が
『
セ

ッ
ピ
ョ
ル
』
誌
の
創
刊
月
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
趙
容
萬
は
、
八
月
『
子
ど

も
の
読
み
物
』
の
廃
刊
後
、
崔
南
善
が
李
光
洙
に
次
の
雑
誌
『
セ
ッ
ピ
ョ
ル
』
を
九
月

か
ら
発
刊
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
っ
て
、
一
九
一
四
年
九
月
を
創
刊
月
に
、
一
九
一
六

年
一
月
に
一
六
号
を
出
し
て
か
ら
中
断
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
異
説
に

対
し
て
李
在
徹
は

「
一
九
一
五
年
一
月
五
日
発
刊
の
終
刊
号
を
み
る
と
一
九
一
三
年

、

九
月
創
刊
さ
れ
、
一
九
一
五
年
一
月
終
刊
し
た
こ
と
が
分
る
」
と
い
う
。

、

、

。（

）

「

」「

」

洪
一
植

前
掲
書

四
〇
頁

筆
者
訳

こ
の
引
用
で
の

글
꼬
느
기

읽
어
리

46
欄
と
は
、
読
者
寄
稿
欄
や
懸
賞
募
集
欄
の
こ
と
で
あ
る
。

本
誌
는
舊
붉
은
저
고
리
以
來
로
少
年
文
學
의
先
驅
가
되
어
江
湖
의
歡
迎
을

「

『

』

47久
蒙
한
者
-
라
一
月
부
터
內
容
外
形
에
一
大
革
新
을
加
하
고
程
度
를
稍
高
하
야

進
學
益
智
上
無
等
한
良
師
友
를
作
케
하
였
으
며
더
욱
新
文
章
造
成
에
注
力
하
야

우
리
語
文
의
精
華
를
發
揮
케
하
였
으
니
最
廉
한
價
로
最
大
한
益
을
得
할
者
는

本
雜
誌
外
에
更
無
할
지
니
라
.
本
誌
에
連
載
하
는

읽
어
리

는
이
미
京
城

各

「

」

私
立
高
等
程
度
學
校
의
必
須
參
考
書
로
採
用
을
蒙
하
였
으
며
地
方
에
서
도
漸
次
로

『
青
春
』
第
三
号
（
新
文
館
、
一
九
一
四
年
一
二
月

（
筆
者
訳
）

採
用
함

」

）

『
京
城
日
報

、
一
九
二
三
年
七
月
一
七
日
付
。

』

48

年
一
〇
月
一
日
創
刊
さ
れ
て
一
九
一
八
年
九
月
二
六
日
に
通
巻
一
五
号

一
九
一
四

49
で
終
刊
さ
れ
た
『
青
春
』
は
、
崔
南
善
主
幹
で
新
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

東
学
は
、
一
八
六
〇
年
水
雲
崔
済
愚
（
一
八
二
四
～
一
八
六
四
）
に
よ
っ
て
創
教

50
さ
れ
た
後
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
に
三
代
教
祖
義
菴
孫
秉
熙
に
よ
っ
て
天
道
教
に
改
称

さ
れ
た
。

나
는
비
록
婦
人
과
小
兒
의
말
이
라
도
배
울
만
한
것
은
배
우
고
스
승
으
로

「

51모
실
만
한
것
은
모
시
모
라

略
내
자
식
과
며
느
리
를
극
진
히
사
랑
하
오
며
,

.

（

）

하
인
을
내
자
식
같
이
아
끼
며
,
육
축
이
라
도
다
아
끼
며
,
나
무
랑
생
순
을

꺾
지

말
며
,
부
모
분
부
하
시
거
든
성
품
을
거
스
르
지
말
며
웃
고
,
어
린
자
식
치
지
말
고

울
리
지
마
옵
소
서
.
어
린
아
이
도
하
느
님
을
모
셨
으
니
아
이
치
는
것
이
하
느
님
을



海
月
神
師
法
説

天

치
는
것
이
니
하
느
님
이
싫
다
하
시
고
기
운
을
상
하
나
니
라

「

」『

道
教
経
典

（
天
道
教
中
央
総
部
、
一
九
八
一
年

、
一
三
七
頁

（
略
と
訳
は
筆
者
に

』

）

。

よ
る

）。
金
正
義
「
近
代
少
年
運
動
の
背
景
考
察

『
論
文
集

（
漢
陽
女
子
大
学
、
一
九
八

」

』

52
五
年

、
一
三
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

慶
州
の
没
落
両
班
の
崔
済
愚
は
一
八
六
〇
年
に
、
民
間
信
仰
と
儒
・
仏
・
仙
を
参

53
酌
し
て
東
学
を
創
始
し
た
。
信
仰
の
具
体
的
方
法
は

「
至
気
今
至
、
願
為
大
降

「
侍

、

」

天
主
造
化
定
、
永
世
不
忘
万
事
知
」
の
二
一
文
字
の
呪
文
を
唱
え

「
弓
弓
乙
乙
」
と

、

書
か
れ
た
「
霊
符
」
を
灰
に
し
て
飲
み
、
剣
舞
を
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
修
行

を
通
し
て
「
守
心
正
気
」
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
現
世
で
「
天
人
一
如
」
の
神
の
よ
う
に

な
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
は
人
間
に
内
在
し
て
い
る
が
、
人
間
が
神
に
昇
華
で
き
る
か
ど

う
か
は
修
行
い
か
ん
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
は
人
間
に
内
在
し
て
い
る
が
、
人
間
が
神

に
昇
華
で
き
る
か
ど
う
か
は
修
行
い
か
ん
で
あ
る
。
修
行
す
れ
ば
ま
ず
「
済
病
長
生
」

が
可
能
で
あ
り
、
次
に
は
世
直
し
の
「
後
天
開
闢
」
が
進
行
し
て
地
上
天
国
が
実
現
す

る
が
、
そ
こ
に
は
身
分
的
差
異
は
な
い
。
さ
ら
に
は
、
欧
米
列
強
の
侵
攻
を
撃
退
す
る

た
め
に
、
武
力
の
基
礎
に
あ
る
精
神
力
の
「
西
学
＝
天
主
教
」
に
対
抗
す
る
も
の
と
し

て
「
東
学
」
が
創
始
さ
れ

「
輔
国
安
民
」
の
宗
教
と
な
っ
た
。

、

『
義
菴
孫
秉
熙
先
生
伝
記

（
義
菴
孫
秉
熙
先
生
紀
念
事
業
会
、
一
九
六
七
年

、

』

）

54
一
七
〇
頁

（
筆
者
訳
）

。

우
리
가
하
는
일
은
영
리
를
위
해
서
하
는
일
이
아
닙
니
다

略
나
라
에
서

「

（

）

.

55평
상
시
에
많
은
돈
을
들
여

군
대
를

유
지
하
고
있
는
것
은
일
단
유
사
시
에

대
비
한
것
이
니
우
리
출
판
사
도
일
단
유
사
시
에
군
대
보
다
도
더
중
요
한

역
,

『
孫
秉
熙

（
高
大
民
族
文
化
研
究
所
、
一
九
八

할
을

하
게
될
지
누
가
알
겠
소

」

』

六
年

、
一
三
六
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

「
一
九
一
九
年
二
月
八
日
、
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
六
〇
〇
人
が
東
京
・
神
田
猿
楽

56
町
の
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
に
集
ま
り
、
崔
八
鏞
を
は
じ
め
十
一
名
の
朝
鮮
青
年
団
代
表

が
署
名
し
た
独
立
宣
言
書
を
発
表
し
ま
す
。
集
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
学
生
た
ち
は
検

挙
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
・
一
運
動
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。
東
京
で
の
独

、

。

立
宣
言
集
会
後

国
内
で
は
三
教
連
合
に
よ
る
運
動
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
略
）
そ
こ
で
天
道
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
の
三
つ
の
宗
教
団
体
か
ら
民
族
代
表
と

い
う
こ
と
で
三
十
三
名
を
選
び
出
し
、
こ
の
三
十
三
名
が
独
立
宣
言
書
に
署
名
す
る
。

こ
れ
に
は
天
道
教
側
か
ら
孫
秉
熙
を
は
じ
め
十
五
名
、
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
吉
善
宙
、

、

。

李
弼
柱
を
は
じ
め
十
六
名

仏
教
側
か
ら
韓
龍
雲
を
は
じ
め
二
名
が
書
名
し
て
い
ま
す

独
立
宣
言
文
や
ビ
ラ
を
秘
密
に
印
刷
し
て
、
二
月
二
十
八
日
と
三
月
一
日
の
二
日
間
で

ソ
ウ
ル
を
は
じ
め
全
国
に
秘
密
配
布
し
た
の
で
す
」
姜
在
彦
『
日
本
に
よ
る
朝
鮮
支
配

の
四
十
年

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
七
月

、
七
六
頁
。

』

）

李
要
燮
「
天
道
教
の
雑
誌
刊
行
に
関
す
る
研
究

（
中
央
大
学
校
修
士
論
文
、
一
九

」

57
九
四
年
八
月
）
の
〈
天
道
教
出
版
社
年
表
〉
を
参
照

（
筆
者
訳
）

。

朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
に
於
け
る
新
施
政

（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
九
年
）
参
照
。

』

58

『
婦
人

（
一

『
開
闢

（
一
九
二
〇
年
六
月
二
五
日
～
一
九
二
六
年
八
月
一
日

』

）
、

』

59
九
二
二
年
六
月
二
〇
日
～
一
九
二
三
年
九
月
一
日

『
オ
リ
ニ

（
一
九
二
三
年
三
月

）
、

』

二
〇
日
～
一
九
三
四
年
七
月

『
新
女
性

（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
～
一
九
三
四
年

）
、

』

八
月

『
衆
聲

（
一
九
二
三
年
一
一
月
七
日
～
一
九
三
〇
年
四
月
一
〇
日

『
朝
鮮

）
、

』

）
、

農
民

（
一
九
二
五
年
一
二
月
一
三
日
～
一
九
三
三
年
一
二
月
）

』

「

」（
『

』

、

金
根
洙

文
化
政
治
標
榜
時
代
の
雑
誌
概
観

亜
細
亜
研
究

第
一
一
巻
二
号

60
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
、
一
九
六
八
年
）
一
九
七
頁
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇

年
代
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
は
一
六
〇
種
を
上
回
る
と
い
う
。

「
『

』

」（

、

）
、

呉
榮
根

開
闢

に
関
す
る
書
誌
的
研
究

清
州
大
学
校

一
九
九
四
年
八
月

61



二
五
頁

（
筆
者
訳
）

。

「
新
聞
紙
法
」
と
は
、
一
九
〇
七
年
七
月
二
四
日
に
李
完
用
内
閣
が
法
律
第
一
号

62
に
公
布
し
た
も
の
で
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
定
期
刊
行
物
に
対
す
る
行
政
的
規
制
と
刑

事
的
製
材
を
規
定
し
た
韓
国
最
初
の
言
論
関
係
法
律
で
あ
る
。
法
律
の
内
容
は
、
日
本

の
「
新
聞
紙
條
例
」
を
模
倣
し
た
も
の
で
、
定
期
刊
行
物
の
発
行
を
許
可
制
と
保
証
金

制
で
抑
制
し
、
許
可
さ
れ
た
定
期
刊
行
物
に
対
し
て
も
発
売
・
配
布
禁
止
、
発
行
停
止

（
停
刊

、
発
行
禁
止
（
廃
刊
）
な
ど
の
規
制
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

）

「
刊
行
物
に
関
す
る
取
締
は
新
聞
其
の
他
定
期
刊
行
物
に
関
す
る
取
締
と
、
一
般

63
出
版
物
に
関
す
る
取
締
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

「
明
治
四
十
年
七
月
韓
国
政

。」

府
は
新
聞
紙
法
を
発
布
し
、
新
聞
紙
を
発
行
す
る
も
の
は
観
察
使
又
は
警
視
総
監
を
経

て
内
部
大
臣
の
許
可
を
受
け
し
め
、
公
安
風
俗
を
害
す
る
記
事
を
掲
ぐ
る
も
の
は
其
の

発
売
分
布
を
禁
止
し
之
を
押
収
し
、
又
は
発
行
の
停
止
若
く
は
禁
止
を
命
ず
る
こ
と
ゝ

し
た

「
一
般
出
版
物
に
対
し
て
は
明
治
四
十
二
年
二
月
韓
国
法
律
第
六
号
出
版
法
が

。」

あ
り
、
許
可
主
義
を
探
つ
て
朝
鮮
人
及
び
外
国
人
に
適
用
さ
れ
、
内
地
人
に
対
し
て
は

明
治
四
十
三
年
五
月
発
布
の
統
監
府
令
出
版
規
則
が
あ
り
、
内
地
出
版
法
（
明
治
二
十

六
年
四
月
法
律
第
十
五
号
）
及
び
予
約
出
版
法
（
明
治
四
十
三
年
四
月
法
律
第
五
十
五

号
）
を
引
用
し
屈
出
主
義
を
探
つ
て
居
た
。
併
合
後
に
於
て
は
刊
行
物
に
関
す
る
諸
法

規
は
従
前
の
儘
之
を
襲
用
施
行
し
、
検
閲
を
厳
に
し
た
が
已
む
を
得
ず
発
行
の
停
止
又

は
禁
止
を
命
じ
た
こ
と
も
二
、
三
に
止
ま
ら
ず
、
司
法
処
分
に
附
し
た
も
の
さ
へ
あ
っ

た

」
朝
鮮
総
督
府
、
前
掲
書
（

増
補
朝
鮮
総
督
府
三
十
年
史

、
三
六
頁
。

。

『

』
）

長
幼
有
序
의
根
本
意

卽
五
倫
을
敎
하
던
當
初
其
人
의
意
思
를
말
하
면
大

「

―

,

64槪
禮
儀
作
法
上
長
幼
의
順
序
를
말
함
이
오
決
코
長
者
가
幼
者
의
人
格
을

無
視

하
기
까
지
位
序
를
말
함
이
오
라
함
은
안
이
엇
슬
것
이
다

略
要
約
히
말
하
면

（

）

第
一
幼
年
도
亦
是
사
람
이
다
二
千
萬
兄
弟
中
의
一
人
이
며
안
이

世
界
十
六
億

.

萬
人
中
의
一
人
이
며
將
來
의
큰
運
命
을
開
拓
할
일
군
의
一
人
이
라
하
야
그
의

人
格
을
認
할
것
이
외
다
그
리
하
야
그
로
더
불
어
아
무
쪼
록
際
會
하
야
長
幼
間
에

.

열
리
는
따
수
한
새
길
을
짓
도
록
할
것
이
외
다
이
러
한
精
神
을
長
者
된
우
리
가

.

各
히
所
有
하
면
長
幼
有
序
의
末
弊
로
起
한
現
下
의
諸
般
惡
習
을
改
하
게

될
것

이
며
半
島
의
數
百
萬
어
린
男
女
는
仍
習
의
무
서
운
坑

으
로
서

解
放
될
것
이

塹

외
다
.
近
日
女
子
解
放
論
이
盛
行
함
에
不
拘
하
고
兒
童
解
放
論
이
웨
傳
하
지
못
하

」
金
小
春
「
長
幼
有
序
の
末
弊
〈
幼
年
男
女
の
解
放
を
提
唱
す

『
開
闢
』

얏
나
잇
가

〉
」

第
二
号
（
開
闢
社
、
一
九
二
〇
年
七
月

、
五
四
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

一
記
者
「

！

！
！

『
開
闢
』
第
一
四
号
（
開
闢
社
、
一
九
二
一
年
八

오
다

가
다

」

65
月

、
八
三
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

當
局
에
建
議
한
그
것
으
로
써
滿
足
하
지
말
고
한
거
름
나
아
가
一
般
社
會
에

「

66이
를
徹
底
히
宣
傳
하
며
먼
저

部
員
된
各
自
가
各
自
의
家
庭
兒
童
間
에
잇
서
이

「

『
開
闢
』
第
一
六
号
（
開
闢
社
、
一
九

를
實
行
하
게
하
며

우
리
의
靜
中
動
觀

」
、

」
、

二
一
年
一
〇
月

、
五
九
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

『
開
闢
』
第
一
八
号
（
一
九
二
一
年
一
二
月
一
日

、
三
六
頁

（
略
と
翻
訳
は
筆

）

。

67
者
に
よ
る

）。

『
開
闢
』
第
二
〇
号
（
一
九
二
二
年
二
月
八
日

、
六
二
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

68

『
オ
リ
ニ
』
創
刊
号
（
開
闢
社
、
一
九
二
三
年
三
月

（
筆
者
訳
）

）

69

『
開
闢
』
第
一
六
号
（
開
闢
社
、
一
九
二
一
年
一
〇
月

、
六
二
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

70

仲
村
修
「
朝
鮮
初
期
少
年
運
動
（
一
九
一
九
～
一
九
二
五
）
と
児
童
文
学

（
日
韓

」

71
文
化
交
流
基
金
『
訪
韓
学
術
研
究
者
論
文
集
』
第
二
巻
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）

『
開
闢
』
第
二
一
号
（
一
九
二
二
年
三
月
一
日

、
三
八
頁
。

）

72

鄭
寅
燮
『
セ
ク
ト
ン
会
子
ど
も
運
動
史

（
学
園
社
、
一
九
七
五
年
五
月

、
五
六

』

）

73
頁

（
筆
者
訳
）

。



安
京
植
『
小
波
方
定
煥
の
児
童
教
育
運
動
と
思
想

（
学
志
社
、
一
九
九
九
年
四

』

74
月

、
二
八
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

「

」『

』

仲
村
修

方
定
煥
研
究
序
説
―
東
京
時
代
を
中
心
に

青
丘
学
術
論
集
第
一
四
集

75
（
韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団
、
一
九
九
九
年
三
月
）
と
、
安
京
植
の
前
掲
書
参
照
。

童
話
는
그
少
年

兒
童
의
精
神
生
活
의
重
要
한
一
部
面
이
고
最
緊
한

食
物

「

76이
다
.
文
化
的
으
로
進
化
한
現
代
에
잇
서
서
는
우
리
네
의
人
間
的
敎
養
의

一
要

素
로
藝
術
이
絶
對
的
으
로
必
要
한
것
과
가
티
現
代
의
兒
童
에
게
는
그
人
間
的

」
方
定
煥
「
新
た
に
開
拓
さ
れ
る
『
童

生
活
의
要
素
로
童
話
가
要
求
되
는
것
이
다
.

話

に
関
し
て

開
闢

第
三
一
号

開
闢
社

一
九
二
三
年
一
月

一
九
頁

筆

』

」『

』

（

、

）
、

。（

者
訳
）李

在
徹
『
韓
国
現
代
児
童
文
学
史

（
一
志
社
、
一
九
七
八
年
一
一
月

、
一
〇
〇

』

）

77
頁

（
筆
者
訳
）

。
李
正
錫
「

オ
リ
ニ
』
誌
に
表
れ
た
児
童
文
学
の
様
相
研
究

（
全
南
大
学
校
、
一

『

」

78
九
九
三
年
二
月

、
二
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

仲
村
修
、
前
掲
書
、
二
二
〇
頁
。

79

아
마
도
小
波
는
몽
유
병
환
자
처
럼
이
나
매
두
몰
신
동
지
를
구
하
러

돌
아
다

「

,

80

」

、「

」『

』

（

、

녔
었
나
보
다
.

尹
克
榮

帰
去
来

松
明

第
一
巻
第
五
月
号

少
年
韓
国
日
報

一
九
六
九
年

、
七
〇
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

仲
村
修
の
前
掲
「
方
定
煥
研
究
序
説
―
東
京
時
代
を
中
心
に
」
の
一
〇
一
頁
に
よ

81
る
と
、
こ
の
時
の
方
定
煥
の
下
宿
先
は

（
豊
多
摩
郡
）
千
駄
ヶ
谷
区
隠
田
一
〇
一
番

、

地
老
沼
方
（
現
在
は
渋
谷
区
神
宮
前
町
六
丁
目
二
、
原
宿
駅
前
郵
便
局
）
で
あ
る
。

秦
長
燮
「

セ
ク
ト
ン
会
〉
と
小
波
と
〈
オ
リ
ニ
〉
誌

『
松
明
』
第
一
巻
第
五
月

〈

」

82
号
（
少
年
韓
国
日
報
、
一
九
六
九
年

、
九
六
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

正
確
に
言
う
と
、
方
定
煥
が
「
子
ど
も
」
を
意
味
す
る
ハ
ン
グ
ル
「
オ
リ
ニ
」
と

83

い
う
用
語
を
初
め
て
使
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
広
く
普
及
さ
せ
た
と
言
え

る
。
そ
れ
よ
り
先
に
こ
の
用
語
が
使
わ
れ
た
の
は
、
一
九
一
四
年
一
〇
月
、
雑
誌
『
青

春
』
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
崔
南
善
は

『
青
春
』
の
創
刊
号
に
「
オ
リ
ニ
の
夢
」
と

、

い
う
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
オ
リ
ニ
」
の
語
源
を
探
る
論
文
に
は
、
李
キ
ム

ン
（

）
の
「
オ
リ
ニ

『
新
国
語
生
活

（
国
立
国
語
研
究
院
、
一
九
九
七
年
）

이
기
문

」

』

が
あ
る
が
、
氏
に
よ
る
と
こ
の
用
語
は
一
七
世
紀
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。

セ
ク
ト
ン
チ
ョ
ゴ
リ
」
と
は
、
五
色
の
継
ぎ
布
の
袖
が
付
い
た
子
ど
も
用
の
上

「

84
着
の
こ
と
で
あ
る
。

曺
在
浩
「

セ
ク
ト
ン
会
〉
回
顧
録

『
松
明
』
第
一
巻
第
五
月
号
（
少
年
韓
国
日

〈

」

85
報
、
一
九
六
九
年

、
八
九
頁

（
筆
者
訳
）

）

。

尹
石
重
『
子
ど
も
と
共
に
一
生
涯

（
ボ
ン
ヤ
ン
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月

、
三

』

）

86
四
頁
。

이
제
부
터
는
각
디
의
소
년
단
체
가
만
이
이
러
날
쥴
을
밋
으
며
우
리
동
포
가

「

87하
로
라
도
먼
져
사
람
스
럽
게
생
활
을
하
랴
면
은
먼
져
어
린
이
들
을
조
흔
길
로
인

도
하
고
그
들
을
위
하
야
사
업
을
경
령
하
여
야
하
며
기
관
을
셜
비
하
여
야

할
것

『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
三
年
一
月
四
日
付

（
筆
者
訳
）

이
외
다

」

。

서
울
사
시
는
이
는
교
동
보
통
학
교
압
텬
도
교
소
년
회
로
오
십
시
요
.
시
골
사

「

88

オ
リ
ニ

創
刊
号

筆

시
는
이
는
그
시
골
읍
내
에

잇
는
소
년
회
로
가
십
시
요

」『

』

（

者
訳
）

아
즉
소
년
회
가
조
직
되
지
아
니
한
시
골
에
계
신
여
러
분
은
퍽

쓸
쓸
하
시

「

89겠
습
니
다
그
곳
靑
年
會
나
누
구
의
힘
을
빌
던
지
여
러
분
끼
리
라
도
반
듯
이

少
,

年
會
를
짜
으
십
시
오
서
울
로
通
知
만
하
시
면
참
고
하
실
규
측
과
여
러
가
지
를
보

.『
オ
リ
ニ
』
創
刊
号
（
筆
者
訳
）

내
들
이
겠
습
니
다

」

『
オ
リ
ニ
』
第
一
巻
第
三
号
（
オ
リ
ニ
社
、
一
九
二
三
年
四
月
二
三
日

、
略
と
訳

）

90



は
筆
者
に
よ
る
。

金
正
義
、
前
掲
書
、
七
一
頁
参
照
。

91

『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
三
年
四
月
三
〇
日
付

（
筆
者
訳
）

。

92

『
東
亜
日
報
』
一
九
二
三
年
五
月
一
日
付

（
略
と
訳
は
筆
者
に
よ
る

）

。

。

93

少
年
運
動
의
基
礎
條
項
本
少
年
運
動
協
會
는
이
어
린
이
날
의
첫

紀
念
되
는

「

94五
月
一
日
인
오
늘
에
잇
서
고
요
히
생
각
하
고
구
지
결
심
한
나
마
에
敢
히
아
래
와

가
튼
列
조
건
의
표
방
을
소
래
처
傳
하
며
이
에

대
한
天
下
兄
弟
의
深
甚
한

注

意
와
共
鳴
과
또
는
협
동
실
행
이
잇
기
를
바
라
는
바
이
라
.

어
린
이
를
在
來
의

一
、

윤
리
적
압
박
으
로
부
터

해
방
하
야
그
들
에
게
대
한
완
전
한
人
格
的
禮
遇
를
許

하
게
하
라
.

어
린
이
를
在
來
의
경
제
적

압
박
으
로
부
터
해
방
하
야

滿
十

二
、

四
歲
以
下
의
그
들
에
게
대
한
無
償

또
는
有
償
의
勞
動
을
廢
하
게
하
라
.

어

三
、

린
이
그
들
이
고
요
히
배
우
고
즐
거
히
놀
기
에

足
할
各
樣
의
家
庭

또
는

社

『
東
亜
日
報
』
一
九
二
三
年
五
月
一
日
付

（
筆
者

會
的
인

施
設
을

行
하
게
하
라

」

。

訳
）

尹
石
重
、
前
掲
書
、
三
五
頁
。

95

鄭
寅
燮
、
前
掲
書
、
六
一
頁

（
筆
者
訳
）

。

96

鄭
寅
燮
、
前
掲
書
、
五
九
頁

（
筆
者
訳
）

。

97

특
별
히
이
책
은
조
선
의
소
년
운
동
에
커
다
란
새
금
을
그
은
색
동
會
와

어

「

98린
이
社
主
催
의
全
鮮
少
年
指
導
者
大
會
를
긔
념
하
는
뜻
으
로
그

회
에
모
이
신
지

도
자
여
러
선
생
님
께
서
각
각
조
흔
이
약
이
와
노
래
와
말
슴
을
내
여
모
아
그
그
로

大
會
參
席
을
긔
념
하
는
한
편
에
大
會
로
서
전
선
동
모
들
께
보
내
들
이
는
깨
끗
한

『
オ
リ
ニ
』
第
一
巻
第
八
号
（
オ
リ
ニ
社
、
一
九
二
三
年
九

선
물
로
짜
은
것
입
니
다

」

月
一
五
日

、
筆
者
訳
に
よ
る
。

）

鄭
寅
燮
、
前
掲
書
、
八
四
頁

（
筆
者
訳
）

。

99

集
ま
っ
た
義
捐
金
は

「
天
道
教
宗
理
院
一
〇
〇
圓
・
朝
鮮
体
育
会
一
〇
圓
・
時
代

、

100
日
報
社
一
〇
圓
・
朝
鮮
日
報
社
二
〇
圓
・
朝
鮮
教
育
会
一
〇
圓
・
土
曜
会
一
〇
圓
・
東

亜
日
報
社
二
〇
圓
・
朝
鮮
通
信
中
学
館
五
圓
・
許
憲
一
〇
圓
・
金
性
洙
一
〇
圓
・
金
潤

。」

、

秀
五
圓
・
金
奉
洙
五
圓
・
金
容
採
一
〇
圓
・
閔
丙
玉
二
圓
な
ど
で
あ
っ
た

鄭
寅
燮

前
掲
書
、
八
五
頁

（
筆
者
訳
）

。

,
,

.

「동
생
있
는
형
이
여
어
리
애
기
르
는
부
모
여
어
린
이
가
르
치
는
선
생
님
이
여

101원
하
노
니
귀
여
운
어
리
시
인
에
게
돈
주
지
말
고
과
자
주
지
말
고
겨
를
있
는

,
,

대
로
기
회
있
는
대
로
신
성
한
동
화
를
들
려
주
시
요

아
아
나
의
사
랑
하
는
어

,
,

.

린
동
무
들
지
구
의
꽃
인
어
린
애
들
그
들
을
위
하
여
내
가
낳
는
이
조
그
만
예

!
,

술
이

세
상
많
은
어
른
의
편
달
을
받
기
바
라
며
,
또
이
로
비
롯
하
여
더
값
있
는

『
天
道
教
月
報
』
通
巻
一
二
六
号
（
開
闢
社
、
一
九
二

동
화
예
술
이
나
기
바
란
다

」

一
年
二
月

。
引
用
は
安
京
植
の
前
掲
書
に
よ
る
。
略
と
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

）

童
話
는
물
론
이
려
니
와

그
외
에
모
든

것
을
읽
은
대
로
한
아
버
지

한
머

「

,

102니
어
머
니

누
님

동
생

동
리
집

동
모
에
게
도

이
약
이
하
야

들
려
주
십

,
,

,

」

시
요

冊
을

못
보
는

이
에
게
도

조
흔
것
은
잘
들
려
주
어
야
할
것
입
니
다

『
オ
リ
ニ
』
第
一
巻
第
一
号
（
開
闢
社
、
一
九
二
三
年
三
月
二
〇
日

、
筆
者
訳
に
よ

）

る
。『

オ
リ
ニ
』
の
後
に
登
場
し
た
児
童
雑
誌
に
は

『
新
少
年

（
一
九
二
四
、
一
二

、

』

103

）
、『

』（

）
、『

』（

、

～
一
九
三
四

半
島
少
年

一
九
二
四
～
一
九
二
五

新
進
少
年

一
九
二
五

七
～
一
九
二
六

『
少
年
時
代

（
一
九
二
五
、
八
～

『
新
友
（

（
一
九
二

）
、

』

）
、

）
』

새
벗

五
～
一
九
三
三
）
な
ど
が
あ
る
。

(

九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
一
年
）


